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創立廿五年記念第三国見翠逼知

廿五年記念第三回見皐版行 は漁告の通 P 爽涼の九月下旬を期して下記に依 D播

州路に於て開催いたしますo 赤穂の地は歴史に劇にあらゆる方面よ P飴 b にも有

名な史蹟で今夏惑に御紹介する何ものもあ Dませんがた Y 背日は忠臣義士の面影

を偲ぴつ〉紳祉や寺を訪ね更に近頃見難き最新式装置成れる同地製瞳工場をも見

撃する事が許され誠に好機曾と存じますo 何 卒奮而御申 込みあらん事を o

日 時

集 合 場 所

見 軍 所

解 散

. 費

日 時

集 合 所

座 骸 曾

般観舎及宿泊

見 皐

解 散

曾 費

申 込 方 法

往 路 京都資

由。 5.36

後 一 一

0. 33 

1. 45 

2. 30 

3. 30 

第 一 班

{京 都 謹 午 前 五 時三六分l

九月 二十四日( 木) 私季皇霊祭 { :大阪/ / 11  六時三一分} .赤服着十時一分

11r，ljl 戸/ / 11 七時。七分 l

赤穂騨前 直I ' L 乗合パ スにて大石神前t l ' L向ふ

大石雨11
1
枇参詣寂願後妓祉を経て叢岳寺に至り中食、食後住

r

官片山伯仙氏の講

話あり、夫 より パスにて途中盛岡を視祭 しつ L 赤総合同製聾工場に至 り同工場

及製盟賞況を見事す。

凡四時頃パスに て赤fi ¥騨に至り解散 、但し車中夜食として簡箪なる掛賞‘を渡す

金u¥閲 也赤穂に於けるパス 、中食夜食雑費共但往復汽車賃自掛の事

第 二 班

l京都 聾 午 後 家時三三分l

九月二十三 臼 ( 水 ) { 大阪 AI / /  一時二一分} 赤穂着五時O五分

1榊戸 // // 二時J 一分!

割 鴎 館 赤 穂 御 崎

集合所にて大石紳枇駐司飯尾巌夫氏よ b同世由来につ き講話後同枇及義士の事

共につき座談曾 を催す。

上記終了後封鴎館にて懇親暁饗合開催後一泊す。

二十四日午前 九時頃旅館設赤穂際前 に至 り第一班 と合流行動を共に す。

第一班と同様

金拾闘也赤穂に於けるパス 、中食、暁餐合 、宿泊、蹄逮夜食代雑費共

但佳広汽車賃自耕の事

第一班、第二班共舎費前納 「振替大阪三九九七f 工番其他方法にて 〕

挽込方法記入の上ハガキにて九月十八日迄申込の事。

但し激定人員に建したる時は先着順により締切ります。

申込後不参の場合にでも舎費の御負捻願ひ ます。

大阪資 料戸軍基 有年五査 赤穂着 蹄 路 赤穂愛有企手護 神 戸 着 大WJ 資 京都着

6. 21 7. 07 9.  18 10 01 後 1.39 3. 31 5. 08 5. 45 6. 36 

8.20 8.56 11. 11 11 .55 3.18 4. 41 6. 45 7. 24 

1.21 2.01 4. 23 5.05 4.43  5. 38 7. 08 7.45  8. 27 

2. 32 3.09 5. 12 5. 42 5.41 6.46 8.38  9. 15 9.56 

3.  13 3  .  58 5.  58 6.44 7.  05  8. 04 10.30 11. 1  5  

4 .14 4. 5つ 7.04 7. 47  8.21  9. 21 11 .21 11  .59 0.50 

参考大阪赤穂間三等汽車賃片道約金参闘也

九 月 一 日

註園法人
日 本 建 築 協 盲



防 空 講 演 曹 と 罵 賢 曾 開 催 の 件

本年度記念事業中重要事項の ーたる' 防空講演曾d ' 建築と防空展覧曾，を下記

の通 P開催可仕候に付 き開催地方在住の曾員請 l貨は 開催営日高障を繰合せ知己

御拘誘の上多数御来場あらん事を熱望仕候 尚本利益は昨年末計霊中のもの にして

本曾の尤も 力 を傾注せるものにつき 此際各位は 一般にも蹴〈宣博の上充分の 成

果を牧 め得る様仰援助賜度候

都 市 防
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=  
講 演 曾
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奮場 株 式 合 枇 大 丸 ( 大阪心務橋J

f第 一 部 住 宅 防 空 第二部 都 市 防 空 第三官官

展 示 内 容 {

{第 四 部 防 本 姿 料 第 五 部 協 曾 fI 五年記念展
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曾 員 名 簿 調 製 に 就 て

昭和十八年度用曾員名簿を近〈調製致し ます。 就ては十七年度用名簿. に掲載以降

住所，職業， 勤 務先， 電話等 御盤 更の向で ま亡御通知洩れの方は九月三十日まで

にJ 、ガキ共他の方法で御通知 を願ひ ます。

@  御通知友き向は前年遁りに掲載致しますから御含み下さい。

① 従来返信用ハガキを舎誌に添附御通知申上げて居りま したが紙材の調係其他により本年は

之を省略致しますから不悪御了承願ひます。

① 向次年度よりは名簿の草調設行は困難の事と存ぜられますので今回護行の名簿は数年御保

管を願. $ 事: となる見込でありま す。就ては今回 の分は一月号E 確を期 し度いと存じますので

御了承願ひますD

① 本名簿設行後の新入舎者や呉J l }J等整理方については改めて御知らせ致 します。

曾 勢 幹 事 曾 九 月 見 皐 奮

爽涼の秋が訪れて参りました。皆様盆々移IIf建昌の事と存じますe

嘗幹事曾主催の九月 見皐曾 左し ま して 、下記の通 P素晴ら しい企て を、秋風 Iこ

添へて皆様に制l迭 Dいたします。

扱鍛錬 の夏も過ぎ 、 海に 山に鍛 へた 旺盛 なる臨 力 を 以 て 、 吾 々は先 づ眼を ｾ ｶ こ

向ける 事に いた しました。時局下最も吾々が関心をもっ航空知識の泊養と 天 躍の

神秘を 、秋 し るき生駒 山頂高原に専ねゃうと云ふこの企は、必ず皆様の御賛成を

頂く事と 信じます。万障繰合サ維11参曾の程切 望いたしま す。

i. fi ---i--R3: 1f :f b  (11j ! f雨不論L

時 九月 二十日( 日 ) 午前十時集日 ( 時 間蹴行)

集 合 庭 生 駒 山上、ケー プノレ 終 鮎 前

見 皐 場 慮 ( 生駒山上)

ＨィＩ航 Ｒ 芸道場ＨロＩ滑ｾ場 Ｈｊ 、Ｉ青年道場ＨニＩ京大天文牽

諮師何れも交渉中

曾 費 不 要 ( 但 交通貨 自主拝)

上 六ョ リ生 駒 マ デ 片 道 四 十 銭

生 駒 ヨリ山 頂 マ デ f ケ ー プノレカ ー J 片 道 三十 銭

壷 貧 各自携帯の事

申 込 方 法 J 、ガキにて折返 し本曾宛御申込の事

締 切 九月十五日限 P

。猫時間の徐裕があれば山麓の生駒市中世、鶴林寺祉、行基菩薩墓等見撃の橡定。

O 参加者は曾員 、終 身 賛助 員並特別賛助 員に限 b ます。

@ J i 而御願の記念事業のーたる曾員倍加は是非々々全曾員各位の絶大なる御援助

により貫融いたし度格別の御配慮願ひます。

。本見皐曾は九月例曾 を粂ね暴行致しま す。

量t 固 法 人 日 本 建 築 協 奮
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敵 性 園 家

前 書

軽快た譲物を書くのは私の柄では在い、だから

とれ を期待 して貰つては、 読んだあとでガツ カリ

する。

今から 17i 手前の古い話。

桑 港

H は中泉校入感以来10竿間以上も英語を皐び積

げたの に も陶らや、 書 くととは 勿論、読 むととす

らたかたか容易て・たかった。まして話すた E .1.云

ふととは 全く考へも及ぼ左いととだった。それが

何の因果か今か ら17手前の 11月下旬、 S 氏とサン

フランシスコに上陸する羽目陀放って、 M渇事舎

駐の世話で一流の大 きたホテル陀泊 らざるを得友

くたったのは 、その時のはづみで仕方が友かった

とも云へるが、思ふ事が云.へぬもどかしさ陀、翌

る日早々、うす汚い日本人経営の O ホテルに移 っ

て、やれやれとやっ と落付いたのである。

大腫H の渡航 目的は建築の視察と 云ふのであっ

た。と ζ ろが H は皐校 とそ建築科陀席を置いたの

であったが、あまり 建築に趣味を持って居た わけ

で 無 し 高等皐校時代 f亡、土 木建築陀進むものは

化撃の質験が無いから 、その時間だけよけい避ぺ

ると 云ふ呆れた理由で- 建築を撰んだので・あった。

従って、 Hの建築に3討する理解とか、設計の腕前

左どは誠K 哀れたものと云はたければたらたかっ

た。それで、も表向きは建築視察である から 、 1 日

にーベんは建物を見て歩いた。或る日 H は S 氏と

ー繍に坂道のある工事現場へ突然入って行った。

看板には H ・D ヒ・ J レ建築場と 書 いてあった。

肝心たととや 、とむつ'かしい事は S 氏を前に押

し出して云って貰ふつもりである。

見守知らす・の、毛色の襲った 、 どとの馬の骨か

もわからたいの 陀、兎も角も二人を事 務所に通 し

小 田 島 兵 吉

て、何の用かと聞いた。 s民の英語7さつて随》怪

しいものだが、年をとってゐるだけ岡々じく『我

は々 、はるばる日本から来た ものだが、差 支たか

ったら一際工事場，を見せて貰ひたい』と答へた。

勿論招介状も何もあったわけでは無いから 、，ζ と

はられたらそれ迄だが、ともかく 蛍って見ろと 云

ふわけである。

ととろが、ア ツサリ『オ ー ライ』と来た。 い づ

れ現場は案内するが、先づ掴貰を見て貨 はうと云

ふと とで、背寓買を持ち出 して来た。

高さ地上24措建 300 尺地下 2 階とある o H はフ

ンフンと云ひ友がら 、牛分判 らたいたがら も設明

を聞いた。地下 2 階であ るが、地盤が粘土だか ら

防水j奇をやらぬと聞いて 、ハテナと思ったり 、地

上24階建の最下府の柱が、鍛' 斤てはあるが、2 尺

角で納ってゐるのを見ては 、 コレハコレハと思っ

たれ床及び外壁乙そ鯨務コンクリ ート 迭だが.

内部間 二七切はすべて 3 吋厚の空洞煉瓦である のを

見てドウカたど L 考へたり 、狐によく似た監腎の

顔を眺めたり した。立亙でシンメ トリ? にた って

ゐるのは字分 しか重いて 友く . あとはアウ トライ

ンだけの 青寝耳 を見て は、 ζ れでもい L のだと思

ったりした。エ レベーターは何蓋ある の、床や壁

の仕上はどうだのと云ふの を上の空で・聞いて居る

と、時]十を出 して眺めたその監 皆が、急: にソ ワ ソ

ワして

『頁ーは現場 をよく案内してあげたいのだが、今

日はスタンフォ ー r 大皐とカリフオュア大事と の

フッ トポール試合があって 、 もう開始。涛刻が迫

ってゐ るので、ゆっくりして居られぬコft りのも

のに案内させ るからよく見て行って貰ひたい』と

云って 、あはて L 上衣を写 |かけ て、飛 ;品して行っ

た。それをユ ヤニヤし友がら見亙ってゐた燐の男

が『では案内 をご しませう J と立上ったので. Hと
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S 氏はその跡 陀つ V いて . 工事用エレベータ ーに

乗った。

上部の方はまだ鎌首・を組立て L ゐた。中ほ E で

は間仕切のホロープリツクを杭んでゐる最中で.

附帯設備のパ イプ類を配置 してゐた。 下部の方で

は、内部は左官にか L って居 り、外部はタイルや

テラカツ タを貼ってゐた。 300 人1ft の職人があち

とちに散らばって 、監 ' J !手がフ ット ポールを見てゐ

る時聞を、一生懸命働いて居た。

『材料は』その監督代理の男が云ふのだ。 w材

料は毎朝早く 、その日 に使ふだけの数量を持ちと

むので、す。』

たるほ E さう云へば、 二ぢk の現場では朝早く 、

日の出たいうちからトラック が、セメ ン トや煉 l i.

やその他の材料をデリツキでつり上げてゐるのを

H は思ひ出したo H たち の泊ってゐる O ホテルの

窓からも、よくモの光景が見え た。乙れは現場附

近が建て込んでゐて、ど乙も材料置場な どを設け

る告余地は無いのである。 7在、から朝早 〈街の交通が

はげしくたらたい前f ' C ，大悼の見常で 1 日分位を

各 k 仕事をする位置に持ちとんで置くのである。

1  i 3 分以上の材料は 、作業 を妨げる o

H は自分の園の雑然たる作業場や 、必す・無けれ

ばたらんと思はれてゐる下小屋注ど の事を 思ひ出

したが. とれは園情がi主ふんだから仕方がたいの

ではたいかた . と考へた口ボン ヤリそんた事を考

へて歩いてゐるうちに H は折角左官屋が奇麗に捻

り均したばかりの床に臨み込んで、、大きた靴跡を

つけてしまった。あはて与とれは失胞とあやまっ

たが、左官屋は『オ ー ライ』と答へて 、無表情陀

而も無造作に又脊躍に均 してしまった。

事務室にかへった監替代理は 、何かもう聞くと

とはたいかと問ひ. 何もたいと 答へると『メデイ

シンは如何だ』と云ふ。その意をとり粂ねてモヂ

モヂして居ると 、机の抽出しの中から賀補色の液

憾の入ってゐる平たい瓶 をとり出し『メヂイシ ン

} 杯どうだ』と繰返した。

その首時アメリカでは禁酒法が箱行されて居て

酒類は一切版賀、運搬が出来友い事に放ってゐた

のだが. 手元にあ るの を飲むのは差支へ友いと見

えて 、 彼は今陀もその瓶のｾｦＧｃ注がうとした 。 メ

チル アルコ ール左 ど飲 まされて たまるも のかと 、
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H とS 氏とは現場の挨 も:j;Jjlはすサトへ出てし まっ

た。

街のラヂオは大聾で、ス タンフ ォード大手= とカ

リフオ ーュア大串とのフットボ ール試合の質況告と

怒鳴り ;立て L 居た。

市 俄 古

H はロ サンゼルスから 4 日も 汽車κ 揺られ縦け

て、からだは疲れ、多少風邪きみだったのが、凍

りつい てゐるシカ ゴ陀来て、とうとろ 設熱 してし

まった。 L ホテルの17階の一室のベッドに伸びて

しまったH は、遁か下の方から響いて来る電車や

自動車投 E の物青か ら、廊下を歩く泊り符の足首

まで. ボ ンヤリ聞 くともたしに聞いて居た。見知

らぬ異郷陀来て病気陀友って! 度とんでは大縫だぞ

と思ひながらも、曹者t亡診て貰ふのも肱で、自分

の園から持って来た風襲 を無理f ' Cの み込んで、ほ

うけた嫌にー犬: J l を見てゐ る光景は、 我友がら情け

友かった。思ひ出すともたく 、いろいろの事が、

頭の中を往来 した。

ロサ ンゼル スの日本人がアメリカ人の乙とを白

人. 1<. 1<と呼んで、ゐ るととや、その白人の人相の悪

い奴が ジロジロ と自分の顔をのぞき込んだ ととや

小さい 白球の i!f い子供達が. ジヤツ プジ ヤツプと

小聾で・吸き友がら. 跡をつけて来たととたど朕えに

感情を伴って思ひ出されて来た。

小奇麗在建物や住宅君主ど深山あれ街も美しく

郊外のそと乙 L の垣根陀は名 も会nらぬ赤や貨の花

が吹き ‘ 気候も申分が無いの に も拘らす" H はロ

サンゼルス全憶に到 し言下等没、嫌悪を催すもの

を認めた。汽車で入った シカゴはとても小汚たか

った。どの建物 を見ても友色陀よごれて、筒はた

どさへうす時いの陀 、高架線が通ってゐて . い よ

いよ陰管だった。 もう 12月に もたって、午後の 4

時半には日が落ちて しま ふの陀 、方 k の煙突の l!:f :

〈樫は一月正樹 を時 くした。とんた汚い、物凄い絢

。。

でもロサ ンセソレスよりは まだましだと H は考へた

シカゴへ来る途中 、グランドキヤユヨンで・見た

生き残りのインデイ アンの踊り を見て 、閣を奪は

れた表れ友民族陀涙を流 したととや . モとにある

観光ホテルのエレベ ーターの ボーイが、日本人だ

った事たどを思ひ出し之 、H はムカムカする もの 、



を感じた。チ ラと 父の顔も浮んで来た。

『ホ ーム シツグか も知れんぞ 、何糞ツ 』

H は暗〈友 って、時 k 窓陀燭れては解ける零を

。o 0 。

見放がら 、熱 と疲努と fてもうろうと友って、看護

人 も左 く、 眠って しまった。

H は眠り左がら夢を見てゐた。

大きい四角い柱の蔭の卓食陀5たって H はあたり

を見廻してゐ た。言葉が判らな い矯陀、人 目に つ

か狂い隅の方に引込んで、放心したゃう陀、その

くせ何だか落付か左い気持で、上を 見たり 、下を

見 た れ ガ ヤガヤ歩いて行〈人達を 見たりして、

自の前陀遜ばれた コーヒー陀手も絢れたかった。

大きな立祇在彫刻がのしかムる微に突立ってゐた

粗い石とタイルで飾った壁や‘ 梅木や花を盛っ

た石の鉢や、いや陀横棋の 多い壁の仕上方陀 、H

はやっと職業意識を 働か しかけた。ど うも 見た様

友建物だった。天 :) 1二か らは誰ヨZをた くさんくつ付

けた橡友電燈が下って 、赤 や維 やいろいろの色 で

室内を照してゐたし、その下を脊髄た服装をした

男女が. 思ひ思ひの格好で往来 してゐた。ーべん

も見たととも友ければ、とれから又永久に合ひ さ

うも‘左 い人開ばか りだった。

『東京帝園 ホテルではたいかしらん』と H は考

へた。 しか し此慮は 日本ではない。

どとからとも念〈黒ん坊の給仕が突然門 の前陀

立ち現はれて

｛￯ ￯｢ 友たは日本人か支那人か 、 今朝とムに支芽ｾ

のプ リンスが着かれた筈だが、 あたたは その プ リ

ンスと 違ふか』

『何だって. 私は日本人だ』

エヤリと 白い直習を見せたかと思ふと . 黒ん坊の

姿は消えてしま った。外除雪が降ってゐると云ふ

のに、室の中の暑さはたまら友かった。

『私は熱い コ「 ヒ{ 友どよりも 、アイスウォー

ターが欽みたいのだ』

H は給仕の姿を さがしたが見え主主かった。大 き

友盤で呼ぼうと思っても聾が出友かった。だんだ

んイライラ して来た。箱根細工の犠友桂飾り やパ

ネルの模様がひ どく績にさわって来た。ザ ラザ ラ

したグ イルの表商が. たまらな くなって来て . 必

死のカで [i 7k ツ』 と叫ぼうとすると 、直僅 3 尺 も

あらうかと思ふ顔が現はれて

『どうだね、 とれは私の作I吊だが、気陀 入った

かね、私は ライ トと云ふ者だよ』

と云ったか と思ふと 、映歯のフイ ノレ ムが中断 し

て、 映寓幕が民自にチラチラと光った時の様に 友

って H は自を貸 した。

ピツシヨリ汗をかいて、のどが熱の需にヒリヒ

リしてゐた。

H は翌 くる日も . とうとう熱で頭が上らなかっ

た。 4 ，5 日たってから 外出の蹄りに 、 ワシン トン

公園 を通り抜けて 、偶然ライ トの ミドウエ ー・ ダ

ンシング ・ガーデンを見つけた。夢の中の建物は

とれだった、 とH は苦笑 した。雑誌で見知って ゐ

たのだが、1! t 物を見て . 全 くガツカ リした。 スケ

ールを間違へたのではたいか知らんと問をとずっ

て見た。 {可しろコチャコチヤ してゐる。お もちゃ

箱をヲ |くり返した様だ。等身大か或はも っ と大き

いと ，思ってゐた彫刻が、何と 3 尺位で、然も人造

石で、毒 し々く 塗った級とか' 赤 とか黄色とかの原

色に近いペンキが剥げか. 1 . T. 厭らし く、 ，所k 欠

け落ちて居 h 場末のカフエーと云った感じだっ

た。デザインが鑓ってゐ るの何のと云ったって 、

材料が悪かった ら見られたもので・は無い。 おまけ

に屋根の上陀赤い球があって 、それにサボテンの

篠に電球を植えてあっ て、夜1'Cr. 主ったら灯すのだ

らうが、あまり の見すぼら しさに 、H は内部を 見

ゃうと云ふ希望を失って 、 日暮れの間を、ライ ト

の顔を 思ひ出 したがら 、何 だか淋 しく 友って 、無

茶苦茶陀歩いたのである。

その首時、 ライ トは何かの件で、監獄に放りと

まれてゐるといふ噂7さつた。

組 育

自分の立ってゐる地聞の透か底の庇に故郷があ

って、 頭を下陀 して向分の知人達が歩いてゐる 、

と云ふ様友子供らしい考I'C思はや可笑 しく 友 りた

がら 、H は朝まだ早い街 を中央公闘の方へ歩いて

居た。夜中にJl年ったと見えて 、家も歩道 も、 得控

も. 雪 陀白く美しく 光ってゐた。

H はひまさへるれば美術館陀行 くととに して居

た。ア メリカ人が金陀重うか して、Uf 界の各地か ら
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掠奪して来た歯や彫刻がたくさん陳列されてゐ る

の在見るのは癒陀さわるが、美しい欝術品を見る

ととは、 異国にある H の心 を和げて央れた。

モの日も H は美術館に行かうと してゐた。

さて街角 を曲った塗端、H 白人聞が建物の腰石

陀もたれ、間足を歩道陀投げ出し、蒼い顔して、

。o 0 。

自を閉ぢてゐるのを見た。と雇う' / J :ュみから民紅主主血

が流れて、 雲 の上に斑黙をつくってゐた。

『死んで-ゐるのか知 らん』

H はどきりとした。主〈見ると息をしてゐる。

どうやら法にかくれて、 ζ っそり 飲んだ酒に醇っ

ぱらって、 夜中ほっつき歩いて 、そ乙ら遁でとろ

んで怪我をしたら しい。時 k フーツ と酒臭い息を

はく 。や L 安堵した H は、その見 も知らぬ得韓の

安II れぬ人聞 を見つめて居るうち に、気味が悪い事

も何 も忘れて、何か絡で も見てゐる僚友気が して

来た。どうやら不健全で、あるが、とんな奇麗なも

のはアメリカ に来て以来 まだ見たととが無い様友

気がする ｯｾ 白い零の上の血や、晴れ上った碧空

の下の黒い建物K もたれか L った蒼白た顔や. 白

いワイシャ ツの上の赤いネクグイ、血の斑黙。そ

んた檎 がレンプラン トか 誰か霊か友かったか ｾｕ ら

rvo アメリカ中の建築をあつめて見て も、との光

景K は及ばたいだらう 。質際H はその時. さうい

ふ風に感じたのである。精卵II! 伏態がど うかして居

ったのかも 知れたい。

建中で偶然出遇ったM 助産の U 氏にとの事を云

ったら

『友ア陀そんた下らん光景はチヨイチヨイあり

ますよ。やっぱり省職の酒は質が悪いんで、ね。』

と事 もたげに云った ものである。

その朝 H は電車が日の丸の小旗をヒラヒラーさし

て走ってゐるをの見た。日本の閣古uJ;をa何のために

立て L ゐるのだらうか。誰か日本から有名友人で

も来て 、モの敵迎のためだらうかと不思議に思っ

た事を U 氏陀話 したら

『あ L あれですか、あれは今日 零が降って、氷

が張ったので、アブグウ ンの X X でスケートが出

。。。

来るといよ、しるし注んです主 。』

『そんた司王 に日本の園放を使ふといふのは怪 し

からんで、すね。大使館あたりから抗議は出たいも

んでせうか。』
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U氏は別に何とも答へたかった。

H はだんだん、アメリカたんで詰らん所?をと考

へ出して来た。初めてエ ユーヨーク に着いた時の

座倒される様た感覚は何庭へ行ったのだらう。中

央停軍場陀着いて、何E患を どう通って P ホテルに

行ったかまるで・見営がつか友かった。

『大きいた ア』

と思ったのでるる。 10措位の建物は低〈見えて仕

様がたかった。さすがシカ ゴ友ど L 遣って明るく

爽快に感じたのであったが. そ』ういよ、感じが一日

一日 とうすれると同時に憎悪の方が一日 俸に嵩ま

るの をどうするととも出来友かった。

H が見て廻った建物に しろ、たど如何に金を掛

けたか見てくれと 云った俊左ものが多かった。床

には大理石が敷きつめで ある。壁には金箔や銀箔

を置いた ものも ある。彫刻j も金ピカであるし、桂

たど伊太平 IJ 産の高慣主主大理石の一本石でやってゐ

る。どうだ、とれでも か と云ょ、様た厭 らしさに、

H は1Ij; :止を催しさうだった。デザインたんかど う

でも、材料の立抵さで押通してゐるアメリカの建

築家の気持K ー臆は同情したがら. やはり心の底

には同感し得たいものがあった。

デザインの貧困を材料で救ふのは情たいo H は

さう思ひ込んでゐたが、しかしモれは H の見違び

であった。立祇陀見えた大理石が、質はイミテー

シヨンで、あった りして、ベテンにか L った様主主祭

がした H は、それをほんものだと思って、 いやし

んだモの気持を{ 告にして、更に軽聾した。

『友アに大きいだけだよ。金があるだけさ。』

S 氏もその貼H K 同意を示 した。建築K ついて

は. 我 k はアメリカから 何 も皐ぶととろは無い、

とH は自分の智識を棚にあ げて、 S 氏と 話 し合っ

た。

建築のみたらす、全般的に アメ リカは最早行 き

づまっ てゐる 。とのま L 経過 したら、ロ ーマ帝国

が滅亡した様に、自壊作用をおと して、亡びてし

まふだらうとさへ思った位である。

H は或る時、i耳目J競技場設計・のi謹戚( ? ) だと

云はれてゐる G ・H といふ男を訪ねた事がある。

とう 云ふ計・葺を持ってゐるが、差支へたかった

ら意見をきかして央れ、向か参考にたる様な固定百

でもあったら見せて呉れと頼み込むと、若い H を



見下 して. 何をとの青二才めがといふ態支で、そ

ん在 ととは簡単に云へるものでは友い。その; 十霊

の分け前を寄乙す主主ら相談にも乗るし、設計のア

ドヴアイスもしゃう、園高も何も見せる様友もの

。o 0 。

は無いと木で鼻をく ι った様なあいさつだった。

。。。

それではあまりあいそが無いとで も思ったか ‘ 蹄

りがけに、レコードかフォーラムかに琵表 した抜

書Eのプリン トを一部央れた。

『とれがアメリカ流といふのだた』

H は蹄りの地下識の中で、大勢の人間と押し合

ひへし合ひしたがら怯いたのだった。

『それにしても、との人間の数の 多い ととはど

うだ』と H は今夏の様に身のまはりを眺めた。

地下鍛の混雑は正に殺人的だった。車がプラッ

トフ オーム陀入って来ると 、鯉が池の中で鉄に食

ひ付く時の様陀入口めがけてもり上る 。地下鶴ば

かりでは友い。土曜日の午後たどのフイフスアペ

且ユーの雑踏主主んか見たい人には話も出来ぬ位だ

何の用事があるか失11 らないが、ゾロゾロ歩く人 A

やおとむらひの行列の様陀ったがってノロノロ走

る自動車、トラ ック。質際、自動車陀乗るよりも

歩いた方が早い。 ζ の交通機関の異常は 、ア メリ

ヵ蛍局の頭を悩ま してゐる問題で、あった。と L も

行詰ってゐる、 H はさう思はざるを得なかった。

( 大東llli 鞍守が始まってガソリンの統制をうけて

曾 旗 園 案 懸 賞 募 集

ゐるアメリヵのあはてブデが見える様である 〉。

H は毎 日毎日 、j享いオーバーを着込んで、、建物

見物や御意見奔轄に出て歩くとと K 漸く飽い て来

た。

『建築友んかつまら入 、古本屋でもあさった方

がょっぽと‘ 商白い c.!l

とう 云ってH は本屋へ出かけて行く日が多 く主主

った。ボストンの本屋ではレ ーン誇とパ ート ン謂

と2 種類のアラピヤンナイトを買って来たれフ

リー メー ソンの歴史を書いた大部の吉本を宿へ逸

らしたりした古今でとそ大したととも友いが、17

年前のその頃では、まだパート ン木たんか日本の

本屋では珍しい方だった。

だんだん出無精に君主って来て、宿屋でぺツドの

上に寝そべって. ポンヤリしてゐる臼が多くたっ

た。

或る零の目 . H はプロ ングスの動物園 iモ行って見

た。北極熊が寒 さに拘ら今グウグウ眠ってゐた。

栗鼠がチヨコチヨコ人の姿 を見ると出て来て、

何か央れるかと待ってゐる様である。都舎地では

殆ど見かけたかった雀も、人の姿を見ても逃げも

せ子、 ジツと してゐる 。

イライラしてゐた H の心はやっと和いで、思は

するため息をついた。

昭17- 8 - 7

( 筆者は株式命祉大林組勤務〉

締 切 期 日 延 期

本協曾曾旗園案懸賞募集を接表するや多大なる戚興の下に綴々臆募作品が到

着して居 P ます。就いては皆様の網l熱意によ D締切日を下記の通延期致しま

した。一層の樹] 臆募を希望致 しますo

締 切 日 8 月31 日を 9月初日午後5時迄に 期

募 集 規 定 本誌 7 月続及 8 月競曾告参照

駐囲法人 日 本 建 築 協 曾
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龍宮・蓬泰宮・魚鱗宮

日本古来の侮設 k 話中「浦島子 .1 の物語は最も

一般に普及した代表的説話のーである。「浦島太

郎」の童話、童謡 として三歳の章子にも 親しまれ

来ったと同時に、能の謡曲の番外、脇能物の中に

も「浦島」があ れ ま た 古 海瑠璃に も 「浦島太郎

七世縁」及その改作 I"" i市島年代記」等ーがあ れ 歌

舞伎にも古く延享 8 年江戸市村座上演の「一宮清

和年代記」があ れ 更K 蟹化所作事の長唄物 とし

ても曲、 振とも今 日たほ残る ものとして文政11年

に じりがt; 冷冷つい' f 1

B 月江戸中村 座上演の「拙筆七以呂波J が る 払

新舞踊劇としても森鴎外作の「玉医嬰浦島」、 友f

内池遺作の 「新曲浦島J . 1 " " 長生新浦島」等著しき

も のがるって、 i甫島停設は各種の事術上に も絶え

すその題材を提供し来ったのである。

日本に於て今日流布される「浦島太郎」説話の

筋を構成する 重要主主知除、①亀を助け て4との態報

として龍宮陀行 くやう にた るとと、①その龍宮行

は亀の背中陀乗って行はれるとと、③海底に龍宮

古主る 荘醍華美の宮殿のある乙之、 ④ そとに於て乙

姫と の問'陀相変甘美の生活 の続け られるとと . @

その1肱柴の生活の中 I' C忽然と L て故郷 を想ひ出す

とと、 ⑥離別 に臨んで、玉手箱を貰ふとと 、⑦故郷

に蹄って見ると龍宮陀於ける 8 年の月日は現世に

於ては 300 年であった とと、⑧乙姫との約を破っ

て玉手箱を開くと忽ち 300 年の月日は1i8島に立還

って浦島は白髪の老翁と放るとと等、とれ等の諸

妥結に重症き るのであ る。

しか し古い時代の型式は 、 ζ れとは大分重品Q: t J :

結に於て相違するのであって「日本書記」巻14雄

崎天皇22年秋 7 月の僚に 「丹波園絵祉郡管川の人

水江iITi 島子舟 陀乗って釣る D 途陀大砲を得。忽ち

化して女 と震る。是 I'C於て浦晶子感じて以て婦と

錯し、相逐ふて海に 入 れ 蓬莱 山に至( T  . 仙衆を

I X 6  

石 川 純 一 郎

隠 視す 。語 別 巻に在り」と見 え、との古 ｖｊｾ 設 の 詳

細にして信液すべき徽設は 「樺 日本紀J 51くとと

ろの 「丹波風土記」の漢文であって「本朝諸一覧」

はとれを典擦 として王子易 K 和課 してゐる。同警 に

よれば浦島太郎は丹波園奥謝郡日置里筒川付筒川

の島子といふ とと に主主つてゐるが. その雨者の重

要主主相違鞘は . ①現行設話に於ては僻数上の殺生

戒に基 く放生の幅徳招致思想が明瞭に見 られ「子

供の弄 る亀を見て 、憐れと思ひ賀ひ取り て. 探き

淵へと放ちけり 」であって. その報恩として龍宮

へ案内されるととにえにつてゐるが、古い型式・では

たど箪に 「三 日三夜海に釣してー魚を も得」 たか

ったのを . 偶然陀も「丘色の亀を釣り得ぬ。」とv、

ふととにたってゐて . 悌教的因果態報色彩の在意い

甚だ素朴な説き方を してゐる貼であれ更に②現

行説話に於ては亀の背に乗って海を渡って行くの

であるが、古侮設に於ては: l i 色の砲は忽然「 さも

あでやかたる女」と化して 、その女の案内 K よっ

て、浦島の王兄貴の舟 l乞来って渡海する のである。

更に③行く先は、 現行設では海底の龍宮であるが

古体設では「日本紀」に於ける蓬予定山 、「風土記」

陀於ける蓬山 の如く、 海上透るかた るfUI 境であっ

て、 ifs島は組女と 共に 、1m島の常用する舟によっ

て、その蓮莱島I ' C 漕ぎ寄せ るのである。更に④現

行設話 に於ては龍宮に至って初めて乙姫との聞 に

紳人交合の機縁泌結ぼれるのであるが、古w設に

於ては i 色の組 を 釣 れ そ れ が 忽ち女人と 化した

時K 、早速「執が心更陀あさはかたる思ひ にあら

す.J 云 k と女の方から 云ひ寄り 、 「女いとょう懸

相」する ととにたってゐて . 神人交舎の機縁は既

にと .1. rc. [壬胎する のであ れ 前 掲書紀の文 によれ

ば、蓬莱に行 く前既に現位 K 於て緬女 を妻として

了ふ。即ち現行説話に於ては龍宮へ案内した組と

は別個の乙姫なる女性との交渉である のに反して



古説話では抱そのものが交渉の塁手J象と主主るのであ

って、亀は即ち蓬茶山に於てはi也知た のである。

更に@ 龍宮或は蓬莱宮 に於て 乙飢或は鑑姫 tζ 侍す

るものは 、現行説話ではあらゆる魚、放であるのに

古体設でーは「花をあぢむく委、いづれおとりは友

き」侍女であって、更に乙姉 ! と於ては彼氏- は龍宮

の唯一の主人公である の 1<: 劃し、亀姫 l乞於ては蓬

莱宮 K 彼女の父母姉妹が共に居る乙と l亡友ってゐ

る。其他K も細かな黙で積 k 相注5舗を護見 し得る

であらう が、兎 iモ角現行設話はより 4弗激的であり

幻想的であり 、象徴 的 で あ れ 非現賢的であ るの

K 劃して 、古1lJi: 設は併殺直来以前の素朴な日本原

始思想、を含み. 設き 方はかたり具韓的現賀的な色

彩を持ってゐる様i ' L ! 意ぜられる。

一緒か L る仙郷沌留f J ! j . 説の類型は速く批界の胤

始説話に匹胎の機連をもってゐる のであって 、1tf

って多くの民旋が類型! の説話を体へてゐるのは首

然たのであるが、 日木K 於てもこ の浦島体訟と金

〈同巧異曲の説話が記紀のrfl f<: 殻見'される 。

それは火貯ｻ命ｾ｛ｊち海 幸彦 と 、 火 Ａ主理命 即ち山 手主

彦と ω物語である。 との説話は閤民感校の数 料者:

にも掲出され、従って一般によく知られてゐるも

のであって 、主人公たる j市島太郎、浦島子が 山幸

彦即ち火遠理命に置き換へら れ、乙姫 、組摘が製

"  .、

玉比賀 ｬ て置 き換 へられ 、 龍宮 、 ｾ茶宮が Ｑ 降、鱗宮即
わ九つゐ 町いろ の み や

ち綿津見知、鱗宮 } て置き換へられ、三玉F

礎乾珠珠- 陀 、父組 の役割が穣土翁に嬰更されただけ

である。ｾ｛ｊち 火遠 現命も ｾｩ￟ 島同傑 、 ＿毎・庶民於て美

姫を得て w次美の生活を味ひ 、 8 年 にしてそ の忘 我

の生活の中に忽然現j j J : のあの釣針の件を想ひ出し

愛惜の鴎を振り切って故郷に蹄るのであれ叉離

日IJ の際司ねてゐた釣針と更 に不可思議たる能別、

盛盈珠、盤乾珠を覧ふのである。たど最後の部分

は浦島では王手" * 討を開くがために白髪の老翁と狂

れ 山幸彦では海神に数へられた通りの方法で釣

針を兄紳 K 返し、更に躍盈珠、盤乾珠の威力によ

って兄紳を悩まし苦しめ 、途に兄I j I 申は 山幸彦の霊

夜の守護者たるととを契ふのである 。

今との物語と Iffi 島傍設とを比較 して見ると 、そ

と ｋ 木質的に重要主主相違黙が 、 説話ｾ式の類似 ｬ て

も拘らす数多く存在する のである。

ぅt っr ①現行の浦島説話陀しでも 、そ の古偽: 説陀

しでも 、偶然の出来事'. i'Lよ って 浦島は龍宮な れ

蓬莱宮たりに行 くのであるが、火遠週! 命の場合} て

は、兄紳から借用して . しかも失って了った釣針

を探すといふ明瞭友 . 現質的注目的を持ってゆく

ととであれまた①魚、鱗 Ｇ Ｚ ｾｲ 1乞行く方法は決 して 現

行浦島説話に於けるが如 く埴の背に乗ってゆくと

いふ援な幻想的たものでなく 、寧ろ浦島古体設と

‘ 冷 L カょっま

同様 K 日常の舟、即ち人の製作にたる間無能と構

せられる能舟に来って行く のである。更に@ 豊玉

姫と結婚する道程も甚だ現世的友秩序を経て行は

れてゐて . 浦島説話の如 き幻想的友結がたい。命

合・ 2 ら

はff.i，、鱗官に歪れ先つ' 門前の杏木の樹 上K ゐて、

その下の弁i ' L7]( を汲みに来る砕を待ち . それに7k

を乞ひ. 妨が玉器i ' L7k を汲んで、奉 ると、御頭の珠

を 取 れ 口K 含んでその王者普の中へ吐き出 し給ふ

ので‘ あって 、 ζ 与に求婚の意味が明らかに表現さ

れてゐるし、又先つ' 豊玉姫が門前に現はれて命と

目交せされて懸惰の表示をされ、更に盤玉姫の父

ひ こ

神、綿津見神も現はれて 「乙の男紳は天津日 向の

そら つ ひ 一

御子. I指津彦命であると云って内 K 招じ 入れて.

乙. l . i ' L父紳の承認が行はれ る。といふ様友黙は明

らかに日本古代の求婚形式を示 してゐて 、現行浦

島設話の如 く紳人交舎的特異黙が見られ今、 叉浦

島古iJ 1f . 設の如く舟の中i ' L_! ! j i i ' C. f@. 女の懸想によって

婚の成立する友 E 陀比 し、 全 く現質的、具鰻的.

合理的危のである 。

さてとの三つの詑話、即ち現行の浦島説話、そ

の古体設 . 及び海幸彦山幸彦設話に於 ける三つの

宵殿一 龍宮、蓬茶色¥ 魚鱗宮一ー を比較 して見

ると 、 龍Ｇ，ｾＭの幻想的 Ｎ 架空的 、 非現質的左色彩は

蓬莱品' i ' L 於てはかたり K 薄れ来 T. 更に魚麟宮 K

至つてはそ れ等の色彩は甚 しく稀薄とた って了ふ

ことは設話そ の もの ム傾向を如貰K 反映するも の

で左ければなら主主い。

一種龍宮と いふ思想は悌数趣味の ものたので、

一般に龍宮とは龍王住居の宮駁であって 、7k底ま

たは水上、山 中陀在りと考へられてゐる o l ' 長阿

含経」巻十九K は 「大海の底に沙喝羅龍王の宮殿

7  1>< 



あ れ 献度 80000 由旬陀 して七重の宮橋、楠楕等

あり 、みた七買 を以て荘厳せらる。また須繭山と

怯陀羅山とむ中聞に難陀、故難陀二龍王の宮殿 b

h 紘広6000，11旬、七 買を以て荘厳す」と設き 、

「正法念慮経」司会十八 には 「大海中深さ寓由旬に

して戯 柴 と 名 づ く る 城 あ れ 縦 民3000由旬、その

中K 行法、非行法の二龍玉あれ前者は世界を誕

p、後者は位界 を破壊す。」とるれ「賢愚経」に

は ri海上に白銀、王宮璃、黄金の諸龍宮城ありて 、

毒抗、大龍これを守護し、龍ヱとれに住みて珍費

多 し」 と述べ. r菩薩鹿胎経」によれば「龍子の宮

殿に七賓の塔ありて経典を癒す。」と説いてゐる。

ζ れき苦から思ふに 、併典に於ける龍宮は想像を

絶した彪大主主規模の建楽であって、七費或は白銀

理璃、黄金等にて荘厳せられ、その主人公は龍王

であって、又そ の中に珍賀、又は経典を議してゐ

るととが知られるo 勿論その建築形式は印度風の

悌数形式のもの と考へるより他に道はたい。

浦島の龍宮は、 勿論との龍宮の観念、をと り入れ

たものに泣 ひたいのだが、その建築はかくの如く

全く我 k の想、後を超越 したゃうた規模のものでは

たさそうである。七費其他によって荘麗華美 l乞装

飾されてゐるととは同様であるが、その主人公は

優美たる乙姫と稽する女性であって . 決して龍王

といふが如き怪異友もので・はたい。従うてその装

飾は恐らく、乙姫の海宮に於ける構成を表: 見する

もむであると同時に、叉モむ優美に調和するやう

たものでたければたらぬ。

しかしか L る幻想的た物語にあらはれる建築は

全く現世の建築その偉では許されない。と云って

建築といふゃうたものは突飛も友〈現lせから飛躍

す るととも出来友いらしし ｩｬ Ｚ 白局説話苦は大陸ＱＧｾ

I'I. 建築形式を想定して、 ζ れを理想化したのであ

らう 。小翠: 唱歌は「見れば鶏く庇門」といひ、宮

殿としては「珊; 瑚の柱 、E車訴の屋恨」を以て理想

化L . ζ れに民珠、瑠R有望f : 1Z) 調ゆる七貰を もって

鍍飾したD 建 築上の調 ゆる「間宮造」即ち日光大

w; 覧室廟の呈嘉門、上野忍池の排天祉の穴龍門左

左、 あ¢漆食主主の紅腹形cc ril 同の上に普通の木造

建築¢軒と入母屋¢屋根とを載せた 、あの形式の

やうたも のが、一段に想定された調ゆる「龍宮唐

I X e  

門」 の形式たのであ らう 。

そとで宮殿の柱であるが、 ζ れは「珊瑚θ 往」

と歌はれるものである。とれが珊瑚製の住であ る

か、珊瑚 を錐めた桂であるか。珊瑚は 勿論Et 重珊

瑚であるわけで. るの紅珊瑚とか、桃色珊瑚とか

白珊瑚とかいふゃうたもむでたければたら在 いが

るれから一本の大住をとれるやうたものは考へ ら

れたい。先づ現位的には珊瑚によって装飾された

柱とたるのであるが、そ れは幻想的た設話のと と

であるから‘ 驚くパき一本の珊瑚樹より製出 され

た桂と見ても差支へたいのであらう し、 叉 そり方

が寧ろ青E宮建築K 遁しいも む と見られる。

ととろで次陀「母。渠の屋根J であるが、防援は

金、銀、瑠璃、碕瑞、真珠、攻塊 ( 法華経〕破線

珊瑚 ( 無量15経) と共に悌典中の調ゆる七賓のー

であるが. 恐らく貝殻中最大のもので、長さ 75担

乃至 10J 糎 K 及び、 目方も 22.:t王以上にも及ぶとい

ふのである。るの扇形の、頗重厚な貝殻、あの貝

殻の屋根だといふのである。即ち 「碑援の屋根」

はあの貝殻を もって葺いた屋根と考へてい与ので

あらうが、あの貝自鰭にもそ¢表面陀次白色の瓦

を葺いたゃうた感じの彫刻があるのであって . あ

の貝を龍宮の屋根葺材料K 選んだ設話者は 、恐ら

く箪に大きさばか り で た し あ の 彫刻から の暗示

がるったのではあるまいかと思ふ。 しか し樟楳 D

貝の現存種は主と して印度洋方面に多く 、蓋 湾、

小笠京、琉球等に産する そ うであるが、古代に於

ても恐らく印度洋乃至南洋あたりが主要友産出地

ではたかったかと思ふ。そうすると 、そむ貝殻で

屋根を葺くといふ思ひ付 きは恐らく印度乃至南洋

るたりのものであらう。 ζ の謹にも悌典に於け る

龍王の寵宮の面影が乙姫の龍宮 K 残存 してゐるや

うに思、はれる。それは兎に角 としてるの長さ 100

糎 も あ れ 目 方22庖以上もあるやうた重厚雄大な

貝殻で葺かれる屋棋は恐らく極めて高大友宮殿の

もので友ければたらたかったであらう。僻典の龍

宮がその規模何院由旬、何千由旬といふが如き .

我 k <l:- 質感を超越した瞳のものでるるが、乙姫の

龍宮は斯くの如く彪大であっては、何と たく不調

和であるが、それでも我 k が極めて雄大えに構思を

担らしでも過ぎるととたき位の ものでたければな

らたいととは. 乙姫は決 して車たるー閣の人聞の



如 き小規模の もりでな く、 極めて紳都的た存在で

あって、海の精、7]( の精とでも云ふべきか 、兎に

角あらゆ る魚、族の統治1ぎであるばかりではた く.

時間、空却を歴縮 して玉手箱の中に封じ込み得 る

ほど の紳班、力の所有者であったのであるからであ

る。

しかし蓬莱宮にた ると、勿論7附nc理想、化 され

浪漫 均な ものではあるが、龍宮あたりに比 して遁

か K 現世的た感じを持って来るのである。

支部の傍設K 従へば、蓬莱は東海の束にあ る島

で、 高さ 1000塁、周囲50呈の仙 山でる る。頂上陀

は神仙太山真人が住んで、ゐて 、その宮室は金玉を

以て作られてゐ るといふ。兎に角蓬莱は道数の設

生と 共f ' L 特に強く支部民族のあ乙がれの的とたっ

たも ので、東洋思想史上極めてロマンテ ィックた

幻想 を錨 き出 した ものたので・ある。嘗て秦の始皇

も方土の設に従 ひ、 徐帽を して宣男童女 500 人を

枯に載せ、蓬莱山に紳( 山不死の築を求めさせたと

停 へら れ るし、 漢の武帝も￯ｊＩｾ之を探させた Ｙ

支部停設に於ける蓬莱烏は 、その周囲50塁とい

ふや うな質際的危数字を以て示 してゐるの 1'<: 、そ

の高さは1000里といふが如き架空的えに数字を以77

示 され、恰 もE 大主主位の如き 、錐の如き 山主主ので

ある。とんたととろ K 蓬莱にも亦龍宮陀於けるが

如 き幻想的危黙があるのではあるが、前宮に於け

るそれ を俳教的幻想と云ひ得べく ば、 蓬莱陀於け

るそれは道教的幻想と見ることが出来ゃう D

そ ζ の主人公も 繭玉といよ、超現質的怪奇に封 し

て. 仙人 といふや L 現質的費異に置き換へられて

ゐる。

その宮殿の模様は「金玉を以て作られ」てゐる

といふ知、龍宮の「七買を以て装巌す」 といよ、陀

泊予る ものであって、 諮 曲、 長唄の「鶴温」の中

陀は との謹の景観を述べてゐる。今長唄「鶴i怠」

に依れば 「庭の砂は金銀の玉をつら ねて敷妙の、

五百重の錦や瑠璃の扉ぞ、締繰り行桁、 璃磁の犠

池の汀の鶴血は蓬莱山 もよそた らすゴ であって 、

龍宮が謂 はば現質化 され た理想であ るに封 し. 蓬

莱は理想化された現貨 とで も云ふ ととが出来そう

である。

浦 島古簿設の蓬莱宮 は、と む支j ' } s 停設の蓬莱宮

の思想、が取り入れられてゐる とと 勿論であるが、

叉かたり日本的えに詑き方にた ってゐ るや う陀思は

れる。組姫は砲 に密化し得る 仙人的存在ではあ る

が、そとには父母姉妹あって甚だ家庭的た 、現 世

的た生前を してゐるやう K 設かれる。舟 に於て は

美男の j甫島を見て忽ち K 懸想す るほ どゴド仙人的で、

あ り、 叉宮殿陀於て も亦美i酉[圭肴 と美女の妙たる

柴舞 とを以て接待するほ ど乙れ亦謂ゆ る仙人の趣

味で は泣い。

とれに比 して山幸彦設話に於ける海宮 は更 に現

質的であり人間的である。

部宮から蓬莱宮を経て ｦＮｾＧＮ 麟宮 ｲ 至るあの三 つ の

建築は 、印度的から支リ11的を経て日本的に至 る三

，つの段階を示 し、 悌数思想、から道教思想を経て原

始日本思想に至る三つの段階を示 してゐるやうに

思はれ る。

勿論3己紀f ' L於ける山幸彦設話は甚 だ象徴的、詩

的に記述されてゐるとは云へ、モ の内容は甚 じく

現質的であるとと 、主主玉姫への求婚の僚に闘 して

前述した如くである。従ってその宮殿 も亦全 く現

賓の宮殿であると見られる。古事記の記載「魚、鱗

の如く造れる宮室」とある魚鱗、即ちイロコは今

ＢＢ Ｚつ Ｎｊｾ Ｂ ・ Ｔ て叫

日調 ふと とろのウロ コであって 、綿津海魚、鱗宮 は

即ち魚、のウロ コの如く造った宮殿て‘ あった。

イロコ の樽化は今日の イラカ、 即 ち瓦葺の聾で

あると とを思ふ時、j旬、鱗宮は瓦葺の宮殿であった

とす る古事記解俸のー設に我 k は首肯 しなければ

たるまい。 瓦の日本陣来は崇唆天皇元年、瓦博 土

ま な J ・ 均

跡奈) ( 奴等四人百済よ り* 朝 して献 じたに始まる

とす る正史を正 しとするたらば、か L る紳代に於

て瓦葺の宮殿のあったととは奇と すべきであ るか

も知れたいが、正史 lてあらはれた文字の侮来以 前

に、事賃上既に文字の体来があ ったと する考へが

今日 一般に認められてゐるの と同僚に 、公式陀瓦

の体来のあった以前 K 一 部t亡、殊陀海の王者. 綿

津見紳の宮殿の屋根を葺くために瓦が将来 された

とと は考へでも 少 しも 不自然でないやうに思はれ

る。

かく 魚、鱗宮は瓦葺であって. 育E宮の町様 貝葺c

幻想、から現質への大飛躍がたさ れたのである。既

に屋展が瓦で葺かれ ると友れば. 魚、鱗宮C 他の患

9  ..，" 



築部分も我 k ( Q想像を超越するも のでは決 してな

い。 しかし瓦葺の建築は決 して官時の純粋の日木

的建築形式で‘ は左かった口 そこに支那乃至朝鮮の

感費がある 。

主主ほ火遼理命の零ね給』、釣針を探すに 、海神は

あらゆる魚、族を召 し 集め 、 途に赤加 ｉｾ の ｈ 伐にさ与っ

てゐ る釣針を求め 、これ を-洗ひ清め て命 K 挙 ると

いよ、記載や、土産に差上げる盤盈珠、盟乾珠の紳

ひ " ひ ろ 引 に

税、や、命の蹄途 をー尋和遁陀命じ、そ の首 iて命を

さ み

載せまつり、併せて海神の侃びたまう 小刀 を和i幽

の首に結びつけ て、海路お送り申上げたと説くあ

た れ よ し遁切たる現質的解楳をたじ得る とも、

その叙述の仕方は浦島説話の龍宮 K 於ける魚族や

土産の玉手箱や、渡海の抱の叙述と ー!民相通じて

夢幻的傾向 を帯びるも の といへやら 。従って魚、鱗

宮 も亦そこ に一般普通の現質から遥か 陀昂揚され

た好奇の部商を想像 しなければ友らない。即ち日

木及日木南ブ干の海洋に康く掠った海部族が高度の

大陸文化 を吸牧 し、そ の王者、海紳の宮殿 K 於て

常時の驚異的、最尖端文化を盛ったと考へたけれ

ばたら友いのではあるまいか。

ぐ筆者は株式舎前士竹中工務 JiS勤 務 J

日 本 建 築 家 の 模 倣 す

る 力 と 創 作 す る カ

日本人は猿真似が上手である 。

日本人の強明は人力車位のものである。

そんな言葉を子供の時分によく聞かされたもの

です。日本人を馬鹿にした白からを本営に如l らた

い軽卒たる西洋気繍れの日本人遠の言ひ草であり

ました。私共 も時にはそれを無批判に受入てゐた

戒の言葉でありました。

I X 1 0  

山 守回

一骨量真似 と云ふ事がそんなに悪るい事でありま

しょうか。人生で最 も護育の旺盛友る幼児は何ん

で もかで も人の真似をするのであります。 それは

幼児が人 に迫ひ付〈 最 も賢明有利投方法であ るか

らであります。子供は全 くの無智のj伏態から、知

らぬ聞に大人 K 追付いてしまひ 、じきに大人と軽

蔑 し始める様にな るものでありますo ‘  



日本の古代建築がf!f-j j j ・の真似であれ中位の建

築が大陸の真似で4 ? t ，近代の建築が欧米の真似

であると云はれる事は全然否定は出来ませぬが、

世界のどの民総の文化もよいものであれば. 所謂

模倣輸 入擬取し. すぐに其の文化陀追付いてしま

う。乃ちあちらで何百年 もか与った事柄を 、数十

年で 追 付ＢＧ ｾ てしまう。そ し て英清算の上に Ｎ 其滑

化の上t z : : ，日本人濁特の色彩を以た文化の花を咲

かす援にする のでるりますo かように反省して見

ると、真似と 云 i 、司王、即ち日本人の鋭鍛友る模倣

カと云ふものは、文化の 吸牧 K は無くて は友ら主主

いも町のであれ腕〈智識を位界に求める詩の優秀

なる特性であると思はれます。

伶ほ叉日本人が創作的た工夫の頭 陀蹴けてゐる

如く云ふ人がありますが、私は決 してそうは信 じ

友い，1 人であります。日本華街に於きます。人麿

呂. 利休、迷州 . 芭蕉. 大観等を持つ我 k は、白

木重芸術を IltJ平の第一流水準に比して優るとも劣る

ものでない事を信やるものであります。創造力の

たい閣民t z: : ， 天才のJ! l l i い人間 IC ，本常の意味での

饗術などが出来るものではあり去せん。現代の日

本建築家の中に も秀れたる創造性を現はさんとし

つ ι ある者 も相首K あると思ひま すが. 何分 lても

物質文化に立ち遅れた日本建築家の近頃迄の仕事

は欧米文化吸牧に迫はれてゐた篤} 亡、まだまだ英

{ 貨を強附することが出来たかった様であります。

日本人の建築に於ける創作力の護郎と 云ふ事はと

れからであみと思はれます。 しかし其の創造性の

素質のある ζ とは疑ふべきもありませぬ。科主要技

術の方面 に於きま しでも 、我" . t z : : 最も解り易い又

タト閑人に もう 友づか る L 創造性の現れは製艦等の

芳聞に明であります。其外の方商に於きましでも

例へば紡績工業の様たものにも 、共の例は乏しく

ありませんo これもまだ吸牧同化の時代を脱して

愈 k 創造的友時代に向った所なのであって 、其の

創造的優秀性は明日 K 向って愈 k 明康となって来

ると思はれま す。

かく日本人が一方tて極めて天才的なる模倣性を

有すると同時『亡 、極めて優秀なる楠創性を粂ね備

へてをります事は 、恒に位界の各民族によって高

められたる文化を忽ちに して吸牧し、且つ直 ちに

とれを同化し、其の清算の上に新鮮設涼1I た る日本

人的信1I 造性をE達郎する事 と友るのであります。

如何に優秀友る文化を持って、嘗て栄えた る民

旋も:、徒らに濁 り善がりに落ち入りて、他の文化

を舶みえにければ、やがて衰ふるととは隠史の常で

あります。 凶欧の物質偏重の文明 L 今日傾かん

とし 、 東洋の精 Ｑ ｾＱＩ Ｑ 一 方の文 化閣は、又 欧米 の殖民

地たる状態にて一向に安をえなかったのでありま

す n

掛り日木は楕1111)1的方面11'( 於きま しでも . 利感技

術のプ ￯ ｩｦｉ ￏ 陀於きましても 、 恒に位界にｦｉｾを放も Ｎ

其長所を慣に集結しつム自己の栄養と友 し、 白か

らを高め、其上に持前の俸統的特性を以て外に 向

って創造の光 を放つ事を忘れ友かったのでありま

す の

との千載一過の大東i l l i : 建築文化の建設に首って

私共臼木人が天才的なる模倣性と 、極めて優秀友

る創造性とを粂備し. 其雨性態を一元的に投開し

得る事は誠に幸た事柄であって 、この大使命達成

の詩陀必要な る資格であると私は信じ ますo

(現E者は遜{言技師，選f書省信、繕線長〉

1  1  t X 



支 那 料 理 支 那 芝 居 支 那 建 築 尾 崎 久 助

北京を訪ふた人は皆「北京はいム所だ。住んで

見たい」と云ふ。遼、金、元、明、清五朝宮居の

歴史と 、朱壁賞益の紫禁城が森の中 i乞隠見する美

景とは誰にでも大き主主魅力だし、叉 「洋館陀住ん

で、 支芳11理料を食べて 、 日本婦人 を奥 さ ん に す

る」 と云はれる支那現料 も、北京を訪れる程の人

々は必す・やT¥' 味 して忘れ難いものである 。

私も繁忙を極めた北京滞在中 、食事時間を利用

して、今日は全妻賢? 患の家鴨料理、今日は厚徳稿名

代の錨鍋蛋と食べあさるのを大きな楽しみと し

た。

此の食ひしん坊が、偶 k 奮屠臨月 8 自に遭遇し

て臓八粥と云ふお粥を食べ得た事は 、叉とよたき

幸せであった。蹴八粥と云ふのは 、北京歳時志に

も4うって 、12月 8 日lて祖先に供へ、親成主11 j，( I'C配

払 犬猫に迄お裾分け するもので、体設によると

お鰐迦様が難行苦行で衰へ友さ った時、村長の燥

が食物 を献じた と云ふ縁起に依るのださうだが.

日本でも師家には脆八舎と云ふのがあって 、朔日

か ら8 日迄お粥で、2It>.*)'j!. をする 行事があると云ふ。

此の粥は 、資米、袖 米、粟、小豆. 大妻、小委

を主材料とし、それに輩、写臣、菱の賞 、蓮の質等

を入れ、黒白の砂糖で調味して前晩から煮立て .

それへ杏仁、落花生、政Z虫、青梅、西瓜の種等を

思綴したもので、お粥の豪華版である。私は此の

粥 を食べて 、そのねっとりした蝿感と 、各種各様

の甘味の支響 たは全く トロリとした。 日本で正月

に食べる七草の粥や、小豆粥等とは比較にたらね

大規模のもので、さすが支那料理と聴かさ' るを得

たかった。

食べ物の序 K 、もう一つ語らせて貰ひたいのは

ｩ ｬＯｩｩ ｬ • 羊肉である。 と れは羊肉のチリで 、 日本でジン

ギス カン鍋 と構 して流行したものがあった犠だが

ｉ ｾｉ 洋肉か ど うか。錨棒 の上 で羊肉を賠って食べ る

『玄 1 2

のは拷羊肉と 云ふ。削羊肉は中央I ' C/]、 さえt 櫨を立

て、その周囲 K めぐらせた鍋内に汁を盛に沸き立

たせ、その中へ薄く大きく切った羊肉二三片を箸

で挟んで・入れ、煮過ぎぬうちに手早く出して 、強

め用意された襲l床をつけて食べる。此の汁は蒙古

産の口躍とか云ふものと乾蝦とで味をつけたのが

ー居美!1未だと 云はれる。叉襲l床は 、醤豆腐を砕か

したもの 、胡腕l床P昔、池でいためた唐辛子、蝦の

油、賞酒、醤油、昨等を食べる者が銘- ' <I l ' 書好I ' C臆

じて適営K 混ぜて作る。たほ肉 と共に白菜、芹.

支那素麺等をや はり軽く渇 を通7ず程度 K して食べ

るのであるが、羊肉は特臭 も泊され、舌の上でと

ろける様主主柔か さであり 、味はさっぱり して買に

うまい。秋から冬には日本人聞にも大いに珍重 さ

れて居る。ちり鍋と云ふもの L その宜に大がム り

た事 、日本のチリ鍋の比でた 4 、味もす・っとよい

とれを私は回数料理. で名 のるる東安市場の東采順

前門外の正陽肱で、食べた。

私は此底で支那料理談義を しゃうと云ふので も

たいし、況んや食べ物不足の今尻、徒らにう まい

物の話をして挺・を流させゃうと云ふのでは友 い。

私はかう 云ふう まい支部料理が、一睡どう云ふ建

物内で食べられるかを臨みたいのである。日本友

ら東京の芝山内紅葉館、星 ケ岡茶寮、京都の岡 山

公関内料亭等を さしづめ想、換する。 とう云ふ所は

家の造りもシヤレて居れば、座敷から眺める庭 も

美しいし 、 床の ｾｱｬｩ や置物も吟味されて居れ食 ー 詩

迄- - ' <凝ったも のを使ふ。叉 フォーマルえに所でた

くて、所調うまい物屋であって も、 スッポンの京

都西陣の大市、東京の各担屋等料理以外に さして

意を用ひね所でも 、 - J.!fsちゃん とした家で、むし

ろ調特の風格を持つ家さへあ る。所が支祁料理屋

とたると 、北京ーの料亭とあって も、その料理の

ラツクシユ ー リアスたるに比 して家の低俗で、汚い



喜容は諸に在ら ぬ。按す・るに目的が料理にある のだ

から何も他を願 る要がた いと云ふのか、或は叉料

理K 十分の自信があるから 、家や庭や家具調度、

さては食器等のJ1;1j けを借らぬでもよいと云ふのか

と陀かく日 本の料亭 K 入って、先つ' 家や庭ーをたが

め姐は し、それと 気付かぬ乍らも 調和の取れた食

傍に心をま終しませ乍ら‘ 徐ろに味はふのとは官会陸

趣が遺ふ。本はとム『亡支那人の徹底性と云ふか、

極端性と云ふか、さう云ふ特異性を認めたのでる

る。

世界ーの支那料理の本場が、北京で3うると共に

北京は支部劇中主位にある 京劇の本元で、北京人

は脅しく 戯迷 と云へるさうであれ特惚巣友とか

補するファンが舞蓋の好感陀「好 .... J を叫ぶ様は

けだし「播摩屋J r六代目」を聾援する以上であ

る ｄ 私は一晩「流中ｦＧｬＺＮｾ下へらられる吉砕大教院と

云ふので、新進人気の某名坤伶 〈女優) の探母国

令と云ム芝居 を見た。締躍で祇手で、 ζ れさえや

れば、何時で も大入満員だと云ふのだから、日本

で云へば「忠臣講義」の様友ものかも9:11れぬが、私

は設明を訊 き乍ら観たが、それ程とは思は友かっ

た。併し私は此庭にも支i J s 人の徹底した極端主主性

格を見たのである。

支部芝居は知られて居る通 りのべつ幕無しであ

れ 俳優の模擬的乃至設明的友倣白や舞蓋上の約

束等によって各種の場面を暗示する等の黙は我が

能によく似た柴 ｾｉｊ であるがＮその 音 紫たるや狂燥

とも云ふべきである 。探母回令の前幕は長板放と

云って三園志を演じて居たが、所謂式場の例

とて、それとそ J f を聾するばかりで‘ あった。

大組普通に使用せられる柴器は、打柴器. 弦

紫ー語、管楽器を併せて 25極類あると云ふ。勿

論此等を一斉に たらすのではたいけれども、

兎も角も燥音は 、と れでもか、とれでもかと

ー徹的底K 聴者の耳を打つD 各柴器の演奏の-

k については 兎 も角として、いくつかの交響

楽同は、わが舞基音楽たる長唄や 、・清見等の

洗練された落着いた味はたい。而も畷It 子方連

中が便衣で、甚だしく 行儀悪く 、交替の業員

が公衆の面的友る舞蓋脇の嚇子場で、更衣す

る如き無関着 さもあきれざるを得たい。つま

P支部制にあっては主演俳優の仕種と倣白と

モれから音楽とのあくどい程の絢湖さ を徹底

せしめれぽ主いので、その他の俳優の如きは 、i金t  

るで

如くし、背景や大道具は用ひ友いが、舞韮上で用ひ

る机や椅子のまるで古道具屋からでも買って来た

もの L 僚友のもえにさけたい し、 黒子が狭い舞蓋を

横行して一向。降る事も無い。とれも私は支部料理

r 於けると同じく支部人の徹底性、極端性のあら

はれと 見た。日本の歓舞伎の俳優の演技、扮盤、

背景. 道具、音柴等全腫がぴったりと 調 和 して

醸す察囲気、たとへば源氏応の一幕に於げるが如

き揮然たるものは決して見られたい。千代萩の床

下、車曳金門五三桐の商品iji 寺等の色彩美、鱗成美

音楽美の如きも見ら れ たい ｄ 日本で観 ｾ ｉｊ と 云 ふの

主支部では聴肢と云って 、王干に訴へるものであ る

が. それにしても何と騒 k しい事よ。私は支部芝

居を喧燥の謀術だと云って 、説明 して呉れた支那

通の苦笑 を買った事であ る。

普通 K 西洋文明を智識文明、東洋文明を精刊1文

明と云ふが、文 1m文明は感濁文明だと唱へた人が

あったが. 蓋し穿った観方では dうるまいか。

建築を専門と する私は、料理や芝居の如き官会事

を長々と語り過ぎた感が友いではたい。併し支郊

にはー ｬ 主の長苦居ｾを知れ 三 世の長者服食を知

るとて、よい家屋 を造る事は成金輩でも詩し得ぬ

事は君主いけれども 、服食に至つては累代名 門の長

者友らでは9: 1l T易からすもとして居るからして、料

霊 花 ｲｾ＠

1 3  .x 



院 子

後 関

理を語れば家屋の事 は自ら明かであるども云へる

J11¥屈であ る。

支那建築の専門的研究は外に人がある。門タト漢

たる私は、 料理や芝居に闘聯してー管見を述べて

見たいので遣うる 。例 を北京の住宅 K 取る。北京の

住宅の多くは周囲 を高く園 ひ、 正門 を入った所に

影堺を立て L 邸内の見透し を防ぎ 、院予と得する

中庭 を囲んで封稽形1 ' 1 : い くつかの棋を建て並べる

大き左邸1' 1: 1. 主ると 、院予をいくつも取って 、此の

配置を繰返す。 そして一番うしろ肥後闘 を営む。

J X 1 4  

中には横へ損張されて居る場合もある

庭園 と云ふ語は簡単にニハ即ち gard-

en だと片付けて居った所、 正式には

院予を庭、後闘 を固と 云ひ. 併せて庭

園と隅するのだ と云ふ事を私は北京へ

行って始めて知った。天子の政事 を見

られる外朝、プライ ベートの内廷 を併

せて朝廷と云ふ事を紫禁城 を見て、始

めて知つ? と迂閥さと同じである。 きて

庭には堵を扱き太湖石、盆栽を配し固

には 山、 池等を作る O 北京は元来森の

者11と呼ばれ、左う計算したのか、人口 1

人営り樹木 S本と云はれて居る。新宿

の三越の屋上から見る東京は全 く倒木

で担って居るが、北京官民庖の屋上から

見た夏の景色も 一昨級の筒である。撒

柏樹、合1欲、臭俗、カヂノキ、爽竹桃

柘摺其他庭園ととに後闘 に見 る樹木は

挫富でるる 。又四季 を通じて花。も多い

光づ桃、杏?亡次いで藤、牡丹が咲き :t'. j

襲、海謀 、丁 イヰ、玉l胸、織;葉梅 、運、

攻班、菊等. k . k 、i ; t 紫嬬紅の美 しさと

云はれる。か くの如l く草木花締の主主苦言

友る陀l漏らす¥北京の庭は甚だお組本

?と、と 私は見たが、果してどうであ らう

か。特陀住宅に於て然 りと思はれる。

草木は多いとは云ふもの L 常総樹は日

本の犠 K 多 くなく 、冬はどうして b 稀

k たるもので‘ そのせゐもあらうか、

支部のエハには石の洞門、 小橋 . 太湖

石等、石を 多 〈使用 して居る。ともるれ

住宅建築の垂花門、花端、花隔子、花

ｊ ｾ 、 ｊ ｫ ｾ 花絡扇等豪華を極 むるＱＧＱＺ Ｇ 封比して何と云っ

てもユハは貧弱である。 ζ れを私は気候風土の関

係から日本の様に建築 と庭閣と の一元化が不可能

だとばかりに1片付けた く友い。住居を目的と する

建築 に於ては 、兎も角 もその本骨量たる建築 に重黙

を置いて、庭はあくまで補助的に見る支那人の徹

底性、一歩進めば極端医濯する性格K 基く 所少か

らす・と、此廃に於ても私は見たのである。此の説

を多年文郊に在れ支那の各種の祉合入、文人墨

客とも深い交りを持つみ; 人f z ! 話した所、いや蘇州



案 内 ｾ 花 筒扇 ｦ 中の丸い仕切 ｊ

iζ は小さく て幽i塞の趣 をた与えた、 庭 園 が

るると云ふo 私も有名えに留闘や西国も見たが

さほど感心しえにかったと膝制したら 、い やそ

んた所で友く 、むしろか くれたる住宅 陀ある

との事 . 成る程水 iて患' まれた幻: 雨ピはさう云

ふlJtZt もあらうか、いつか見 たいものと思った

併 しそれにしても小刻迷州の作庭術の定石と

云はれる「夕月夜海少しある木の聞かえ主」と

云ふ所迄行った幽玄味は完i : ｾ＠ ｾう友気がす

る。

日本人と 支耳s人とは類似する様で、貨は種

伎、性，'1);: 、生活様式は根本的犯相遣する様 に

建築 も全 く外だ。細部毅飾た濃厚繁禅の極を

つくす支部建築 と. 一切の註を除き 去った簡

素の中ｉＧｌＧ ｾｓ 極の 美 、 大自然との間 然 する所無

き調和 一 ーそれはあらゆるものとの階和一ー

を護見する日本建築とは途中幾何かの交捗あ

りとするとも所詮は永劫互に交る事左き描物

棋であらう 。

私は との相 を建築そのものと云ふ よ りも、

建築或は料理、えは芝居の本開と 、その周閣

との聞の閥聯陀於て瞥見したので、るった。

17- 7 - 31  

〈筆書は工事問士早大講師長谷邸竹穂建菜羽硲所副所長〉

室 内
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風 通 し

とのあいだ或る雑誌から . 下記む遁にて御執筆

賜 り度、と いって鄭重左手紙をもらった。その習

といふのは「風通 しを良く す る法」 といふのであ

る。

平凡た題であ るが. 考へゃうで・はむつ'か しい課

題である。殊に今日に於ては器械設備は勿論、扇

風機も 遠慮 し友ければ左らぬ時であるから 、そう

簡! i l 1 L . 良くする法を思ひ附く時聞が主主かった。 そ

れ に建築家諸賢が既陀種々工夫考案されてゐる し

自分でも考へて住宅に貫施してみた事もあるが、

とかく比較的よい位た結果で、自然の涼風 K 及ば

さ・ る事遠しまた風の主主い暑い日 K 積極的 K 風遁

しが良いと感す・る程の結果も得てはゐない。立減

a. 質験的責施と しては京都¢故藤井博土の考案報

告された「日本C 住宅」をすぐに思出すのみであ

った。

そとで雑誌の方に返事を出した。一一今良き考

案も手元} 仁左く、第一斯援な方面の研究をしてを

られるのは 、東大の平山首、早大の十代田三郎雨

博 上等が御専円であって 、小生は意匠上の問富力、

何か書きましょ う。一ーとー逃げてしまった。

しか しー臆乙れで・お断りしたもの与 、それ以後

E うもとの風通しの事が気にかかる口少くとも日

本の建築家と しセは逃げおほせる問題で は友い。

今日此頃のやうに 、降雨がたくて平がつ Y き、

1然変は 百分比80何度といふのでは 、いくら前線で

働いておられる兵汲さん主主の事: を 偲んでみても 、

やはり暑くていき苦しい。

とう漁度が多くなると 、やはりとれで風さへ通

ればやっとらくだがと思ふ。 事質此頃で も少 し風

があると 、クトはぎらぎら日が輝き 、油叩は聾を眠

りに合唱してゐても 、さほど苦しくはない。

日本の夏陀とって風通しのととは 、質に切質友

命題でdうるのだ と今夏のやうに思ふ。』一一「風通

I X  1 6  

議 回 周
申
、J

しを良くする法」といふのが原稿む課題でた くて

今日の自分遠の居住む大問題たのであ る。

僕の家は . 古い明治蒋代の遺物であ るが、東か

ら南陀かけて庭は殆んど無い といってもよ い位で

ある。そ の東隣は某有力た華族さんの地所で、現

在は事費以来赫 k の武，勃を立てられた某将軍が住

ってをられる 。そのお庄一は賢くて空地になって ゐ

て、その空地を僕の家の二階から見ろすやうに友

ってゐるo その空地に 、毎年持軍の令息、がt J 、菜園

を作られて銃支の緊張振りを示 される D

庭がとの幾分僕の家の庭より蹟い空地と 、僕の

2まの庭と¢聞に 、高 2 米陸のE 鉛引波型餓板の堺

が、もう幾年も錆色ペンキを塗つにま L で厳然と

立ってゐるのである。恰度束力、ら南へかけての方

向ではあるし、毎年夏にたると 、 ζ のベンキ塗亙

鉛引波型餓板の堺が気に たりはじめる。

風通しを良くする切貫主主問題は、いつもとの堺

にぶつつかって遮断されてしまふ。

由来、風通しは必要訣くべからざる日本の風土

的t条件である の lし と か く 住 宅の周園} 亡 、高い最

重た塀を建て友ければ安心して生前する乙とが出

来たいといふのはおか しい事である。庭の庚い住

宅は家居よりも速い所 K 塀があるのだから 、通風

問題も起らたいであらうが、大都合で、建て込ん

でゐて 、モの塀 K 接近 して建てられなければえに ら

ぬ小住宅とそみじめである 。 またその小住宅が各

k 小さいなりにトタン友り板なりの堺を以て固 ま

れたければたらぬのだから 、愈 k 以て風通 しは悪

く君主る一方で・わる。

堺無しで安心して生活出来るととは 、即ち風通

しを良くする最良の良法であるととを想ふ と. 一

層との塀ーが難河 l乞友ってくる。

併 し現在の日本の市民主主 るもの L お行儀では.



どう しても住宅の周園に塀なしでは居られない。

大都合にたる: ほどその不愉快が多いりだからか

注は1J . い。一一電車の中で他人の顔を ぢろぢろ見

物するo 'IU[: .撲 に正面からまばたきもし友いで見詰・

める。新聞や本は隣のをのぞき込む。少しでも他

人に隙がるればー列 の建 中K 割込んで一人で・ も先

に出ゃうとする .. .・。との勢で‘ 垣根が無かったり

生垣だった りすると 、他家を濯忠も友 く覗 き込む

甚だしいのは立止 まって眺めたりする。 まがきに

花でも吹いてゐれば、 もき' 取って しまふ・・・・。そ

しで最も いや君主事は泥棒ーとい三積挨が居る。とれ

はどう も石川i 右街門の諌言 ( ? ) が適中したら

しいのには困惑する。

その上と の風通しのた めに、 日本の住宅は!羽 口

が大きくしてあれ昔から 夏堂本 とし た建築であ

る。

ζ んな事で・住 まふ方で・も開放的にしてゐたので

は一時も安らかに休息が出来友いから、 f生垣友ど

たまやさしい事では済まされす¥ 枕 を高く する の

と正比例して堺 も高くた るといふ わけ に左 る。

庭でお隣との境のE 鉛引波型餓板の塀であるが

あ・隣で 、 は 庭の沼 地が 資 いから 、 何 ｾ Ｍ 気が附かれ友

いゃうであるが、 とちらからは前記の やうに種々

た事が考へられる。 その考へのつつ' きでーー とれ

が生町だったら 、 さぞ風通しがよいだらう陀と思

ふ。ヒパで、もツグでも . マサキでも 、 カナメでも

何でもよい、 とれが生l ij だったら 、風も透くし、

木葉の聞から お隣の空地も時 k は見えて 、さぞ涼

しいだらうと思ふ。第一 ζ のI l a 鉛引披型銭板の認

射熱だけでも 7尽くたると助かる のに。

お隣では生町に して明根越 しに覗き込まれた h

しては 、迷惑此上左 い事であらうが、それは僕当

身家主たも嫌ひだから . 出来るだけ御迷惑は かけた

いつもりでゐる。

そとでそ の塀の所有者たる地主の華族さ んの意

向を探ってみた庭、営主む考へではあるまい‘ 恐

らく 三太夫氏の考へだらうが一一ト タンを引取っ

てくれる人があって 、その代償で生l引を 作る費用

が出れば、取換へでもよいと 言はれたとか. そう

らしいとかといふあいまいな話で、あった。

今との時に於て、亜鉛引波型餓板を資買し、E事

動する のには相首左手続 と許可が友 くては出来た

い事を . 先践は知ってゐるのであらうかと思ふ。

しか も今 との時に於て、 とれだけ の餓板 を腐何陀

まかせないで、回牧に膝やるとか 、或は献納す る

といふ手があるのを知ら友いのであらうかと 思

Ｎｬ ｾｯ＠

そんた事:を知ち たいやうた考へ方の人で・は. 交

渉した庭で非常に困難た話たたるであらうし、 と

ても成立 したいに泣ひ たい。それに風通しがよ く

たるとか 、宅地を徐側か ら展望するとかいふ事は 、

僕の方の身がってで、あって . お隣でも 別設そんた

要求はたいであらう し、 ましで地主さ んに於て は

何等痛淳を感じたい命題である ζ とに策がつ く。

それで折角僕の家の「風通し をよく する治」陀

劃する名案も 、本交渉に入らたいうちにどうも と

れは引込 めた方がよさそう友 ので、また 10年来の

ｾ草 案の ま与に し てしまった 。 そして水平に切られ

た線の上陀 、・お隣の大 きた桐む樹 にか L る夏の月

でも眺めて涼をとるととにした。 昭和17年8月

〈筆者は武蔵 ;問エ教授〉
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新 尽 雑 信

東京 K 住んで:J;) たとろ 、1衛官官のいろいろ の事情

や 、 住宅や生 活 の様式 、 或は者 ｲ ｾ 市の状態 な ど詳し

く知りたいと思、って 、相lt 田あたりへ時折出掛けて

書物や放行記をあさったが、執れも断片的たもの

が多くて仲 k 之と思ふゃうた恰好 の書籍が手に 入

らす¥ さうかといって事情案内所へ行って 何から

何まで汁、うるさく聞きた Y す程の勇誌と閑 もたか

ったし、新:京へ来る まで大した設備知識 も無し| て

来てしまった。

乙ちらへ来て 卑や一年あまりに怠った。親しく

満銀法制. の風物や、新京をはじめ、各地のお ほか

たの広貌を見て しま ふ と、少しつ) ｾ 珍らしく無 く

たり 、誰で も知ってゐる ととのやうに思はれ、今

東 ζ と新しく筆 K のせて打ii 寓 し た れ 感 忽 を つ 立

ったりするのが憶対J にえにつてしまふ。

然し各地のいろいろの都市や建築の概況、叉其

の' 1 も徴といったものに就て一通り纏ったものを .

次 k と雑誌友 り著作なりを‘ 遇じてもっとひろ く紹

介する 労の必 要があると とを思ひ、. 殊に一年前の

私の身になって考へ、 さうしたものがまだまだ砂

い乙とを考へると、儀計にそれを痛感するのであ

る。

×  ×  ×  

内地の各地へは公私の用務や腕たの肢で随分あ

ちとちへ出かけたし、殆んど陥月位の割に肢にく

らす乙とが多かった ので、政慣れのせいか東京か

ら新京までの道のりをどく 託砲に考へて別段に遠

いとも思は無かった。大東亜戦争後マダガスカ ル

や、米圏西岸さては赤道道か以南への皇軍の進出

ぶりを聞いて 、われわれ日本人の距離に劃するス

ケーノレがすっかり共れ以前と比肢にたらぬほどち

がったもの 、即ち「八紘を字となす」の 気慨にふ

さわしいものに飛躍して工った乙とを 、恐らくわ

れわれ一人一人が、まざまざとまた心賭しく意識

I X 1 8  

津 島 英 太 郎

してゐるととろて‘ あらう。

世界各地 を旋 したり 、所用で絶え十内: J f u7ト地習

をゆ きムして借や飛行機で飛びまはってゐる人は

別として 、東京 ・新京間釜山控由の1i ia刊事で所

要時間 55 f，J 45，r i - の道程は 、大東E 政争以前のスケ

ールでは 、内地 をあちとち ゆき L してゐる 位のも

のにとって 、また普通人にとって 、まあ近い方では

無かった。然しとちらへの起任前から私にはどう

してもきして速いといふ気持を持てたかった。そ

の理由を自 身政慣れてゐたととのせいだらう位 K

暫く納得 してゐ たのである。 さうした気持ちで起

任のときは紳戸 ・大連経由の結を利用したし、其

の: 習は胎肢であ り、結の二日や三日は平素忙しい

もの K 却つで快い休養の時を奥へて呉れるので、

道のりのととは少しも苦にたらえt かった。然 し始

めからあまり 気にかけ友かった大連 ・新宗; 聞は共

の粁程 l亡比し随分長いやうに思はれたo ; J 支の粁程

t， ft 

はほ立東京 ・和ぷ( 岡山の少し手前 ) 問の道の り

に相官 して居 れ 朝来って暁方つく 騒 い道のりで

ある 。 それ を格段に長いものに感じたのは. はじ

めて遁る 見知 らぬ土地であったし、汽車が「鳩」

であったのと 、車窓から外ばか引挑めてゐたので

きう感じるのが首然のととであったかも知れぬ。

其の後二度内地へゆき 与して、との棋路を走 り、

又時折大連へゆき 与する。其の度主j;lZ: 近く感巳、

y;j とに特急; i あじあ」や、夜の J寝室:を利刊すると-

M其の感じを深くする口「あじあ」は{ 也の刈事と

は格段に快適で、とれが本棋に走ってゐるととが

随分肢に誌易さと慰さみを奥へて I呉れるo 何 もか

も慢 k 的な大陸の生活i ' CDl の過の御漣議時にた L

めであるわれわれにとっては殊にさうであるo

大連 ・新京聞 をは じめ速いと感じた理由の中で

特に印象つ' けられてゐる乙とは 、内地のある都市

から他の地への旋は、海岸i ' C1昔ふて又は海からさ



原ひろ〈雲たつととろ陀寓冥マ見知

ってゐた園傍珪や他の感舎がボ ツリ

ボツリ散在してゐるのであ るコ東京

の丸の内や官臆1勾の1，景 K 長い羽 完

しんだ取にはか うした宥1 ¥市瓦景は 填

る奇異左ものに感じられた。集合住

宅が獅次幾何にも並び主主ち、- 叉嘗市

街の古めかしい建物が見えだすと 、

やはり都合らしくなって 、ほっ とし

た気持ち陀謹る D

x  x  x  

建園以来、支那長: 費までの理常l新

京の建設のスピードは 、新 京の人自

身が鴻くほ どで、 きのふまでの; 葛寝泊は 、暫らく

見ぬ官 。亡、ア スフアルトの古，n:韮絡が質き . 政府 :1f

機羽と 特殊含祉注 E の建築が次々に管まれ、代 用

官合や批宅の : 陸軍が次 k と住宅街を形成して ゐっ

たきうであるコ今都心に友つてゐる大河 ;斎場友 ど

建設資材を運ぶ荷馬車の馬が、雨明にはi弱. i Eする

ｬ ｾ ｪｊ ろ

ほどのi t E. i寧み、叉茸' 街つきで工事を行ったといふ

ゃうえ工 、嘘のやうえ主 話 しを、建圏平 k 来 た人達か

ら聞く。今日茸の人口を持つ園都と して一躍の形

態を整へ、 殊に都市の大同大筒1主主 、主降娘道洛

として立i民主主形を と L のへるまでに友った今日 ま

で其の建設に傾注された努力や資金、資 材. 努力

の並々で無かったらうととに思ひ到る のであ る。

然し事室の翌年あたりから矢張り本格均友建築が

建た左く1 i : T  Ｎ 大同大筒の都 ｪ ｌ ｾ 以南の南側 、 其 れ

に南新京鰐から束にのび、新宮廷の前を経て建築

局た至る輿仁大路左ど 、建設改定i l J i 地ばか りが績

ＺＺＭｾＢＢＧｾＢ ＧＢ叫 ［Ｎ｟ｐ ＮＧ ｊｉ ＮＮ ｜ ｾ Ｎ Ｂ， ｾｾ＠ 明 戸 " ー 山A ・ 『ペJ・•• ，Ｇｾ＠ .... '  I 叫 O¥，、併 協 同 . - 曙 型

ＮｾＺＺ＠ /' {. "1{'事

ぷせ
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人". . {'
ゐ

、 3・

.' '{ 

. . f 丹
、電
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街

う速くたい所を縦十と走りつピけるのであるから.

何慮へ行っても陸地の奥へ入ったといふ気持は し

たい。烈 し満州では大連から新京や日合商演へ、更

に足を のば して潟ソ圏境:亡近い額!市へ行くと 、1与

をどん どん離れて、陸地の奥へ奥へとひたぶる陀

走る のであ るか ら、 海 tc抱かれ、雨に濡れ て育っ

たわれわれ 陀とって 、海からぐんぐんは友れ、雨

の浮らた い高燥で涯 し友 く拡がった風景を眺める

と、 如何にも陸地の奥へ入る 気持ちが して. 道の

りだけでは解津出来ぬきうした感情が波行 く身に

気持の相遣を奥へる のであらう 。 それが新京に住

んで了ふと 、も う粁程の: 苛習だけにたってしまう

然し格別にのんびり してゐる本棋以外の列車に の

ると、いつ も道の りがとん友にある筈は無かった

がと 思はす' 地書を出 すほどに慢占的でb る。さき

ごろ熱河遺蹟のある承 軍へ行ったと

きた d特にさうで・あった。

大同大京新

A-

•• .  ［， ｾ Ｎ，Ｎ川伊、 ｹＮＮ ＮＮＮ 拘 ｭ

x  x  x  

叙 10;$寺に大蓮を出る 「鳩」が新京

へ着《のは 20)奇15冷. ff漏出 の互の日

暮れは 9 時を飴陸過 さるので、到着

の ころはまだ赤い夕陽が車窓に燃え

てゐる O 新京へ近づいた ζ ろ、車窓、

か ら市街の様子を眺めて驚いた。 ひ

ろぴろとして緩やか友定伏の ある草

原 の 中ｽ亡 、 ｾＧＱｪ 一 的友集合住宅が一週

又一群績いて建ち並ぶそのあひま .

払仰や総が鈷在する J京つばの向ふ.

I X 1 9  
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いて道路と 共に坦々と してゐる D 新宮廷のE 中線

の方向 に南にのびた官鹿街 K も聴会塞 k の有様で

宛かも 粛々と した郊升に散在 してゐる感じである

瀦桝圏が事 費以来、如何陀其の建設を二の次にし

て、日本 に共力 し、 産業の淵護或は興農の高に重

Z誌を置いてきたか r かうした園都の様子から如貴

に感ぜられた。鉱工業の開裂、農産の増産にあ ら

ゆる努力が傾注される第二次産業開設丘ヶ年計霊

の初年 を迎へ ようとす る矢先. 大東亜戦争が始ま

ったのであるから、 議定数地に着 k と建設がはじ

まる時期 を推定する難 しさ が一層増 したわけであ

る。

集合住宅ば、都邑計霊で計霊された住居地域に

前述のやう主主致地を都心に残しつ L ー調づ L 疎散

して建てられ" ; ( ゐる。都心から離れた住宅街から

勤滋先への通 勤、或は騨近く の蓄附J富地商庖街へ

の日 用品 の購買が行はれるため陀、交通の問誼は

市内外の電車やパスに恵まれた内地の大都市とは

比較にたらぬほ E 切貫で、ある。

と. 1. 5年間の 目まぐるしいj伏勢の費化は「計霊

濁り完成すれば立慌に且つ住みよくたる園都」を

未完成の j伏態に止め、完成まであら ゆる不便を 市

民陀負婚させるとと ι たったのも亦己むを得友 い

ととであったが、然しとれを補ふ需めに営事者ーの

あら ゆ る努力が注がれたければ友らぬj伏憩陀たち

至ってゐる乙とも 事質である。

x  x  x  

自動 車やパスが主交通機関として計霊された新

京へ私が来たのは、ガソリ γ 統制のため陀既にそ

れらが主交liIi 機関と しての機能を殆ん苫失ってゐ

る時期であった ため. 交通には砂からす・閉口 し

たD きのふ までキ ピキピ した東京で暮らしてきた

ものにとって、 長蛇の列をつくって来友いパスを

待 っ た れ 途 中 で乗 れぬため に始護貼まで行って

其慮でまた列を作って或る系統を二葺のパスでゆ

き L してゐるパスを待ちつ c けるととは島功、らざ

る忍耐 を要する。それをせ めても 慰める のは、大

急: きで進められた電車の軌道工事であった。 かう

して昨年11月から電車が動きだ して、交窃維は宇

tまずくはれた。車輔の砂い現在では 、通 lij j時は満

員でよく見逸るととが あるo しかし 1 年といふ月

日は底境K 順躍する忍尉心漏養の期:習として十分

I X  2 0  

らしく、きしていらいら七校〈左って了ふ。ガソ

リン統制が強化され、代撚事にふりかへられてか

らタクシーも一時より増したし、電車の事楠 も少

しづ L ふえて 、多少は援和されつ L ある コパス待

つ問、 電事待つ:司. ま た不 l賀を しのんで買防に行

く主主次、都市建設上いろいろと桧討を呈する問菖

を切買に盟験するととは 、技術者に とっては何よ

りもよい経強 とえに るであらう 。

x  x  x  

新京の住宅不足は殊に甚だ しい。新京のやうに

急: 激K 都市建設が行はれ、都市人口がぐんぐん 増

加したととろでは、今夏事新しく述べる迄も主主い

ととかも知れ友いが、最近の調査資料陀基 くと、

新 京 K 於て次の数字を示 してゐ る。先づ内地人で

家肢の有るもの に就いて、住宅のあるものと無い

もの L 比率は 下記の如くである。

官公吏 舎批員 其ノ他 計

有住宅者 6 .472戸 11. 595戸 4. 470戸 22 . 537戸

無住宅者 542 '1 1. 167 ゲ 57811 2. 287 ゲ

即ち住宅の無いものは、官公吏に於て組数の 7

分 7 庭、合祉員 9 分 2 庭弱、其の他 1 割 1 分弱、

王子均約 9 分 2 厘の比率を示 してゐる。同じ く内地

人の摘身者 l乞就いて. 其の比率を調べ ると

・官公吏 舎l祉員 其 ノ他 計

有住宅者 1. 643人 2. 392人 550人 4 . 585人

無住宅者 481人 852人 433人 1. 766人

で、 其の比率は官公吏 2 割 2 分 7 庭、合世員 2 寄1

6 分 3 尾、其の他 4 割 4 分、平均 2 割 7 分 8 厘と

たってゐる。

上記統計中所謂無住宅者 とは現賓 K 住む家の無

いもの ｌ みの調べで あって 、 ＵＦｾい住宅 ｬ 亡同居 した

れ 偲住ひ してゐる位帯戸数である。新に建設 さ

れた都舎は . 原則と して牧容絵カに乏しい。 その

上にとれだけの負換を荷つてゐるのであるから、

仲 k 大愛である。

それから 官合について、其の家賃を調べて見ょ

う。官舎と いふと無料のやうに聞えるが、満昔n園

政府官舎は下表の如 くである。

雁 接 室 ( 8 )  8陥・ 61p占・ 61P占・ 3 陥

ff! ! -接室 ( 8  )  8陥・ 61p占・4 p占宇

8.p占・61p占・61p占・2陥

Ｘ Ｎ ｰ 占・ ＶＱｰｾ . 4.p占宇

82.iil 

70;!l 

52 m 

47JIl 



帥占 ・6帖 ・B楯

81p占・叫占宇

42111 

S2Jl1 

Ｖ 帖 ・ Ｔ ｾ 占 宇 23潤

建設費が非常に騰貴 した現在 Ic 於て は、ペチカ

を設備 した岨格住宅で も平方米首り 200 間以上か

L るから 、50平方米仙 の家で建設費約 1 珂;泣い 其

の家賃 を建設費の 1 分 と見 ると 100 聞 とたる。然

し其の庚さ の家! 亡住む居住者の負機能力は高 A: 50  

問{立であるか ら、官合や粧宅は 主い として も、貸家

の建設は殆んど 問題に主主ら今 、一般の住宅はー府

不足してしま ふ。建設費 を下げや うにも、寒さを

凌 ぐためl亡は煉瓦壁は! 享く、基礎は深 く、 外部 K

面する窓 ・扉は二兎 I'C . 天井 ・床は耐寒的 に、叉

; 鹿房設備‘ 71<. 洗史所などを施設するた め. 夏を旨

として建てられる内地の住宅 とは比2授に たらぬほ

E .  : ! 平首り の建築費がか ι って しま ふので ある。

然 しあらゆる園球を の りとえて、資金、資材、

努力 の許す限 りは建設 しなければ友 ら友いのであ

るつ性宅の質の河富、盤と 生活様式の問習、叉防

寒 lて劃する構造設備友 E 、新京?をけ の内地人住宅

の問題だけで も、まだまだ未解決の問題が 山積 し

てゐるI見状であ る。

満洲園 l乞除け るwf: ・満人の [ 専統的友住宅 や新住

宅に付ては別の機合K 護 るとと L したい。 ( 完)

く策者は; 指針{健i建築局総務鼠 企I l l : 繰勤務〉

34頁よら 工業教育カ、ら牽制改革案 へ 中 尾 ト 堂

である 。 とれも要する に数育制度の欣陥 と数員の

人材不足が、その原因をた してゐる のであって 、

現紙はまだまだ科事偏重 と唱へ得 る期l亡達 しゐた

いのである 。

とりとめ もたき倍、論を並 A たて L 見たが、詳細

に記すには到底紙数がゆるさぬととろであるか ら

先づとれ位で止めて置く 。近 く「工業 教 育 刷 新

枕」の設刊を切望する。
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雑

三十三間堂の併の重量

吾火

震火

世に三十三百堂 ( 蓮華王院〉 の併のj肢は r 33. 3

33彊」 といふが、33. 033 :; といふのが本営であ る

いつ潤 さったのか誰云ふと友く 言 葉の淵子で、 3  

00を入れたのが訣 りの もと であ るが、あの偽1象は

千一極c ! をはそんた fて君主 いが J あるとい はれてゐ

るが 、 とれ を奔 むと悌 力た よっ て Ｍ ｾが三 十 三宮

陀友るといよ、。 ぞれ故1001x  33 =  33033 1盟と; な る

わけである o r三十三間堂の併 の数は33. 033立」

年 代 の 錯 誤

匠圏三十三番の- 1時那 智山は 4こ徳宍皇"カ願 可庁

とある 、慨州のあ る寺の縁 起に、也市ド功玉上后が三

ju;¥征伐からお蹄 りの盆中 、と L に御立寄 りに友 り

記念の ため にー寺を創建遊ばさ れのが即ち tff 山で

あるといよ、の もある。日本陀併を士の渡来 したのは

欽明天皇e: : : 13与である。少くとも 強部天皇の16 手

( 司馬連は自ら ¢信 戸11のた め併i象を 持 って来たが

布激した のでは 友い〉 より前の時代l七日木 Jて仰致

のプの字ずらたい 筈:であ る 。 - ]五位寺の縁起た ど

tては 、 ζ の極む ものが多 い。史1置を 無視した縁起

は、何うも有難味が うずい。

筆者ーはかつてピルマを放行 した時、シユエ ・ダ

ゴン ・パゴ ダを始め 、ペダーの大俳τ いたるとと

るで、案内者は rB ・C の何年J と云ょ、から 、 -

k  rウ ソをつけ/ ピルマ l亡例致の 1専来したのは 少

〈とも 6 位紀以後では ないか、B ・C とは向事だ」

と叱ってやったとと がある D

手手光寺の縁起に も毘 J.'. と約 300 年の誤差が あろ

大 原 寂光 院の 木 Ｎ￭ＮｾＺが 寺 Ｚｦｽｾ で は聖 翠 ａ ｊ 予 の御 作とあ

るが、とれは一見して飛鳥式の悌 i象では主主いから

ウソだといふととはすぐわかる 。ヱ昔あ ると 乙ろ陀

珍告蒐1 t 鮮の 人があって、藤原併王町ーが主i いたとい

ず』ヲ士 会

ふ徒然草を仕舞い込んでゐた 、或人はそ む人K 向

tx 2 2  

中 尾 保

ひ「徒然草は南北朝の頃 菩行法刊iが作ったもので

ある 、藤 )j (1左理は平安朝 均七の人であるから 、徒

然草友 どを馬す害が友い」と 云った 、ととろがそ

の人は一向平気で「書〈筈の無い人が書いたのだ

から 、 とれ程珍 らしい書は ないではたいか」 と云

ったと の とと。

秀吉と小堀達州

製 臣秀 吉 は 小 期 遠 ｾ ｲ［ｲ 政一 陀 命じて た ｪ ］ 離宮を考

案買施せしめ たといふとと に放 ってゐるが、それ

は明か陀 ウソであ る、成程f主離宮は秀吉 b>lE.r&天

皇の皇7・湯光完の第 六子智f二J宛]ミ を調ふて猶予と

し、八伎の宮 と博 してそ の可 IJ IJJ:をたtの里に造替し

たので、現存する奮御殿は111 ちとれであ る。新御

殿茶室、陸同等は二代智忠組王の時、徳川氏が小

掘を升111: 命じて造 らしめたも ので、寛永の始頃 lて

完成した と見 るのが正 しいo .e. 11 " t : >元和の終りか ら

寛永の始め にかけて小掘が伏見奉行であった時代

K 造ったので、秀吉とは何の蹄係もたい 害である

例の有名友三 ケ依の注文も 、二代将軍秀忠が三代

将軍家光陀試みたものであらう 。抑心小堀達州主主

る昔が天正 7 年の生れで、製 宝氏滅亡 i麦元手11 9 年

に伏見事行 とな れ 在1112-5 半の澗 :-c ｾ ｩｬ 営 の 治設を

穆げた、茶道は千利休の門人古田重能に就て卒び

後十仁一家を成 した。彼は貨に高能の土で、茶道の

タ ｼ一 美術工芝ｾｦＧｌ も 精 通し 、 殊 Ｗ 亡 絡 は傑幽と親交あ っ

た凋係上、約:)l h民の苗 を能くしたと云はれ て ゐ

る。 正保 4 年69議で波 した。 この年代か ら算 出す

ると、秀吉の鹿 じた座長 3 年に はIJ、摘はま だ!l Odi 立

で、殊 lt:秀吉が i主離宮 を浩賛したヲミ正15 隼頃たは

小掘 は 9 歳か10援の少年であった筈であ る。

左甚で郎は果して賓在したか

日木のミカエル ・ア ンゼロ の如き存在であ る左



甚五良11たるものが果して質在したか 、班長から寛

永までの潤陀造られた建築乃 至建染. 彫刻に左甚王i

郎作と構するものが趨分あるが 、 左甚五 ｬｾ ￟ の質在

は頗る疑 !日である。これについて伊東忠た先生の

お話を要約 して見ゃう。 結論は「否定すべき確識

も友いが、また肯定すべき 君主操もたい」 といふの

であるが、極めて興味のある話である。次の如し

一一「歌俳百人撰」によれば. 甚五郎は揺州明石

に生れ、後伏見 K 住し、寛永11年41援で‘ 死んだと

いふ。もしこれが正 しいと: すれば、世間 陀傍へら

れた彼の逸話は大ほ虚院に友る 、指しづめ伏見桃

山城の落成は文時 3 年即ち甚] i 町誕生の年である

から桃山の建築 や彫刻j 陀彼が掬係す，る筈が友い。

智恩: 淀本堂軒下の科棋の閣 に挟まってゐる骨斗り

にたった傘は甚五郎が忘れたものと云はれてゐる

が. この木堂は寛永16半の竣功、甚五良[1はそれよ

り5 年前lの寛永1U : 手に死んでゐる。有名主主日光東

照宮の眠りの猫であるが、体設によると甚五郎は

一生 l亡只だ二疋の猫を彫った 、一疋は大阪の; 耳天

王 寺 に あ れ こ れ が 牡 で. 他 の - ;と は日光のそれ

おナ

で. 牝であるといふ。 !UP. H宮は寛永 1U: 手起工、間

的 寸

13'::pの竣成であ るから 、勿論甚五郎死;去の造替で

ある。僻説中多少重要視すべきは近衛モ貌j完信 j ト

“ ん くお<. . ，; . . /. こ f

が問邸の唐I"J の扉の一方は甚] i 良Ilvc他方は甲良宗

!資 K 命じて彫らせた、然る iC甲良の方が優ったの

で 、 ｾｾ ｩ 麦の構設を奥へたといふのでるる ｄ 甲良製

後宗廃は徳川幕符の大棟梁で . 日光廟建築 の師長

である。甚五 ＱｾＱＩ の技鮒が甲良に及ば たかったとす

れば、彼の手腕も亦知るべきであらう。尤も近衛

信 Ｉ Ｑ は陸長 Ｑ ＹｾＱＧ｛｟ 舜じた人であれ彼が Ｑ "j  I ' L彫刻

せ しめたのはその数年前であると仮定すれば、甲

良は ＴＵ Ｎ Ｖ 設の練達の ｛ 時代、甚五 ｬ ｾ 日は Ｑ Ｕ ＮＶ 貴の 小 ｩ 骨

であるから 、杯: 撲陀はなら泣かったかも知れぬが

果して事宜か 一ー といふのである。

「劇と配景」と時閉

寺小屋の劇を見ると面白い。菅公が出てくるか

ら平安朝時代の物語りとして見るが、その自E景は

鎌倉j乏の建築であれ梶原源太が桃山式、役人は

鎌倉式で、取手は江戸時代の服装である。「何れ

を見ても山家育も，J の室内は 勿論. 児章も「イガ

ミの樺太J も江戸時代の姿であ る。ひと り官公の

みは: L f . 安朝型であ る… … 何とかえ工 らねものか。

教 育 映高「次 兵 の母」は日清 ｉｾｾ 守 の持の話であ

るにも不向、軍牒はドレッドノート以去の形で、

海軍士官は日 露 ｾｾＮ麦の服装である。 ｉ 不如溺」

の武夫は基詣りの時でもまだ少' l i ¥tの服 を着てゐる

のは何うでもよいが、片岡 t j将は.日露職守主のカ

ーキ 色の軍服は可笑しい。うt 年主主斉映詣で「 アJレ

キメディスの原理」といふのを見たが 、 そのｾ景

はロ ーマ以 ;麦の建築であった 、また例の王冠であ

るが. ごれもルイ朝;侍:その王冠である 、一 程ギ リ

シヤに 王様 えに ￫ｾ 盛山大王前にあるべき筈がたい

ギリシヤは都市園家の聯盟であった、 些 細 た こ

とのやうだが、児童にウソを教へることはよく友

い、先年ニユ ー ス映京でイプンツールンの大寺を

サシタソフイヤだ左左といJ . 説明入りのものを見

たことがあった 、如何に臼木人は建築に無潤心で

重うるかを表明するものとして不快に思ったことが

ある D

相 撲 の 方 屋

近頃 '.11撲の「かたや」た紳殿浩 ( しんで、んっ く

り〉等と悔して紳明治風のものが流行して来た。

r  ｾｦＧ撲は ￎ ｬ ｩｬｬｬ 代から 何 Ｑ へたものだから ￎｬｩｬｬ ｬ ｲＭ ｾ 風にすべ

き で あ れ こ れが故賢である」等と帰する人もあ

るが、- {1f，故買には「コジツケ」が多い。ゴデ屋を

ｾｉ ｉｉ 明造風にすることにはもとより賛成である 、 け

れ E もコジツケや認識不足はよく狂い。第一「帥

殿造J たどといふ様式は日本たは友い 、11同l明遺風

にするたら「男性」を選ぶべきである 、大底は千

木の切り方は男性( 水平)‘ であるが、葛緒・木「勝

男木、勝魚木〉の散は女性 ( 偶数〕にたって ゐ る

たほブデ屋は前11
1代からあったものと考へるととが高

泣ひである 、方屋の最初は f言豆ーの安土の上覧打撲

から出来たも のとすれば、その陵式はいふまで も

左〈室町式か桃山式のものでるったた#! 還ない、

ただ「日本的 J といふ意味に於て ij ill l明浩にすると と

には少くも差支へは友い 、四木柱の干写龍、白虎.

米雀、玄武も皆支那う》ら来たものである 、故:m:で

あるが如く接つてゐるもの 、 大半は江戸持 ｉ ｾ の易

から出たものが多く 、節舎; 刊撲のそれとは縁の遣

い ものでるる。

( 筆者は中尾建築事務所長)
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大 地 の 歌 内 回 I祥 支

- … 梅 原 健 三 郎 と 谷 崎 潤 - . Us と 溝 口 健 三

Gust av  Mahl er の“ Das Li ed  von der  Er de"  

と云ふ作品がある。とれは潤唱曲からたる交響曲

で、李太白 、銭起、孟浩然、王帝! k の詩が Ha ns B-

et hge 陀 よ れ 調 謹 さ れ て歌はれて居るが、近頃

私は上〈此の音柴を聞く。慌しく過した 1 日の終

りた E 一一一それも夜遅くと云ふよりは夜半過ぎな

E 陀、Thor bor gの歌ふ告別のー尚 l乞耳をすま して

居ると 、 もの静かた然も力 K 溢れた大地のにほひ

が、清澄た室内K たちとめて 、心の中 lて管勃たる

共感を読一ひ起し、と うした気分は軽い興奮とたっ

て、思考のひと時を過してしまふ。

幸たととに私の家は 、分厚い壁と岩来主主建具か

ら出来て居る ので、 部屋さへ閉めきって置けば、

夜中であらう と、 早朝であらうと 、レコード音柴

程度の音響では別に迷惑をかける心配はない。そ

れをよいととにし、て、 夜牟の ひと時をレコ ー ドK

繁しむ事にして居る。

此 の小文. 大地白歌と云ふ。それはかうした休

ー息むひと時に、何時とは左し に私の頭に浮んだ考

への一端を書いてみたいと思ったからである。

×  

日本は美し 〈なった 。

ζ の冬大 いに雲 が降り、 今年の木々の 花の色 はさ ら

に新しい。

われら の盟主ふ朝じめ りの美味しい空無は

いまや大いなる東豆の空気

竹 の棄の一枚づ L 金 に き らめ〈

乙の初夏のうるはしい日の光は 、い まや日本のか が

やき。

一人一人のためら ひと かなしみはナでにな 〈

い まや銭砂の磁石に寄せ るごと〈、 われらの心は胞

図にむかふ。

b づかの野菜と自立旬、角. によ って、b れ らの限はかが

宇告をまし た。

l X  2 4  

洗はれた る如〈、家々に不用のもの はな〈、

子 供 らの縫ぎたる衣服の美 しきょ。

永 瀬 清 子

「閤家」と云ふ意識が. 各個人の心の中で、と

の様 に見事:vc 開花し、との様陀身近 し と の機} 亡

深く 、愛 情 と 左 れ 決 意 と た れ そ し て 崇 高 友 美

とたった時代は、いまだかつて在った で あ ら う

か。永い聞の暦史の忘却からの、 目ぎ ましい母醒

と、そしてとの宇世期の閣の世界史への登上ぷり

は、我が園家の過去の歴史陀於ても、叉温去のど

の様主主闘家や民族の毘史を繰ってみて毛優るとも

劣るものは たい。 正にと の様な時代 ζ そ、文化剖

迭の一端を受け持つ我々には 、千歳一遇の: 挽舎と

云はざるを得友 い。

私は新しい文化と云ふ ものは、E の様夜明哲の

思索K 依るも のであらうとも、 苓: 観的主主傍翻 '1守主主

推理によるのみでは 、決 して創造せられるも ので

は た し 大 い 左 る 愛 情 l亡満ち溢れた、主観的友逗

しい渡我自t境地に於てのみーー我を忘れて 、真に

愛好する我々の仕事 l亡突入して 、然もそうした行

需が 、 我々の園を思ひ 、 世界の幸 ，ｾ ｾを考へる事に

迄正しく昂騰せられた時 l乞とそ 一一創造せらるぺ

きものと考へて居る。

今は其の時代である. 私は近頃、時々ふと此の

様君主高熱の感情た襲はれては 、我々の進路を諦か

tて考・へてみるのであるが、かうした時1 ' 1 : . しみ じ

みと私の心の中 K 浮ぴ上って来 るものは、梅原龍

三郎、谷崎潤一郎、溝口健二の名前によって代表

せられるであらう一つの性絡である。

何故、私がこの様友人々の名前を思ひ浮べるか

と云ふ i亡、一言 にして云へば、か うした一聯の作

家の中に 、燦然と輝いた我々の瞳臭を一番身近に

蹟みとる事が出来 る様に思ふか らである。こ れは



私のみの感情であらうか。

人によっては、かうした性絡は、あまりにも土

のにほひが強烈にすぎると云ふかも 9;11れ友い。世

界を制援すべき新しい日本文化と 云ふ ものは、も

っと高燥の 、出の様主主繍さの中から生れ出るもの

だと考へるかも 9'11れ左 い。然し、私は、日本の民

に正しい文化の根源は、先つ' 漏 j悶の大地の中から

芽生えねば左らねと考へて居る 。 とれは知らす・知

らすのr:fl' て私の胸の中に奥深 く呼吸してしまった

日本の値臭のためである 。故郷の大地の K ほひむ

ためである 。それは敵米の どの様えにご仁の 中からーも

決して芽ぐま 友かった所の強臨た肉酷である。そ

れは底知れぬどろ沼の中に正聞から敢然と挑践し

て、猛烈な持闘努力のあとに、| 時 k と掬ひ上げた

清澄の買である。泥がつき 、 土の央が ｾｕＡｊ であ る

か も如ItL，ねが 、それはいつeれ燦 k たる木陽の たに

よって、大気の中lて客観的に は洗ひ去 られてしま

ふべき ものである。

近頃、私の最大の魅力は 、かう した我々 む漏潤

の大地のにほひである。

2  

現代の日木人Flt 家の中で、誰が一番好きかと聞

かれた友ら、私は、猪熊弦一郎、藤岡嗣治、藤島

武二 、安井骨太郎、中山塊、 と十指 rt: jt余る名前を

次々と ，里、ぴ起し、一寸其む選定 K 迷ふ。 しかし誰

を一番畏れるかと聞はれるたら、私は梅!京龍三郎

氏の名 を謬げるに跨踏せぬ。

梅原がフランスでソレノア} l ，. r t : 師事した事は有名

でるるが、梅原は「ルノ アル翁の追憶」 と云ふ一

文の中花、彼が習作を JレノワJ レ陀展げてみせると

ルノワルはしばらく蹴って見入ってから

「非常に不思議 だo v' H包が日本人だらうる金〈スペイ

ン人。給だ・・一宏は色影 を特 つ。デッサンは勉強で補

ふ事は出来るが、色彩 はタンイラマンによるものだ。

それがあるのは甚だよい。 j

とほめられることが書いてある、比較的色彩感の

貧困た日本人の中にあって 、梅原の皇1かた色感は

座倒的危ものがある。日本の事術論には，じき k

t>z; 、さび論が撞頭 して、一部の人々はす L けた

じめじめした小 さえに世界の中に我と我身を引き込

むものであるが、かうした世界の人 k r t : は全く考

へられぬ強烈た色のi ! ! : 界を梅原は我々に示 してく

れる 。市 もそれは潟i闘の大地の我々むものであ る

モして、梅原のこ白色は 、ルノワルをして世界の

納識の県御の地、ピカツ 、 ミロ、グレコ、ゴヤ、

ヴエラス ケスの郷土をも しのばせたものであった

武者小路質鰐氏は

「梅原の給は必然が ら生れた紛で、 梅原 自身の顔のや

うなもので、自分で緩へるととも出来ないし、は たで

批評 したって始まらないものがある。掌の花刀やうな

もので み る。 だから梅原の給 には生長がるるが後化 は

ない、自己の個性を生かしきることのみで仕事が出来

る・.". J

と云はれて居るが 、正面から充分む確信を占有 って

何等目立する所友く 、堂々と突進 して行く カと筑間

に、私はうヒづJMへられるのである。

今から 4 年前の初秋、私は北京に在って、あの

管葱たる級の樹木の中十て燦然たる黄金色の紫禁妓

の 屋根をｼ眺め Ｎ 叉稿く程に美しい青 Ｈ［ ｾの下で 、 天

塩を仰いだのであったが、そうした興奮の中 で寝

した馬民陀は、十ぃ. i I ' と失望したもので、あった。

師京後、東京で も、天壇や紫金妓の絡や寝f f ' t を 、

少か らすエ見る事・が出来たが 、叉其c 都度失望を重

ねた。然し、此の私の失望を全く気持よく拭ひ去

ってくれたのは梅原であった。あの天羽や、紫禁

城の納簡は 、私 にとっては檎と云ふ 主りは、北京

の生きも ので、4うった。そして此の時友 E も、私は

梅原の装の源r t : 、私の感" 9' る日本の大地を見たの

で・あった。

1 年程前、私はふと家の附近を散歩して居て、

偶然にも 「梅原龍三郎」と墨書 された見たれた筆

跡を表| しの中に殻見した。それは黒塀にかこまれ

た、 Wi 粗た木造の住宅で・4うった。 一階にくらべて

二階の商加が割合K 多い、東京によくみられる 家

む一つで、あった。私は 、そ の蹄迭、非常た路しさ

が胸にこみあげて来て止まら友かったのを 、今で

もおぼへて居る。

一存嬉 しかったのは 、あの様に 日頃から 僚 しん

で居た翠術家の家が、案外私の近くにあ れ そ し

てモれが我k の近づき やすい住宅であったと云ふ

事である。

高度の傘敬を持った事術をみると. それを浩っ

た人は 勿論、それが造 られた場所や，それを造る

2 5  1)( 



に使 )1J した家や道具に迄 、何か;JI' I'm..0・Yl 方: 感情を持

つのが人情である。私の喜びは 、それが案外私の

身近 V亡、手のとできさうた所にあると云ふ事であ

った。これたらば、此の自分でも何か出来るぞと

云ふ、形而上の確虐に似た一種の感情を持って一

人で朗であった。

然 し、私が‘ かうした事で、此の橡友喜を日米っ

たと云ふ事は 、叉何時の間陀か、私が梅'京氏の喪

の設する郷土のに Vまひに 、強烈にとらはれて居た

と云ふ事で立もあ る。

×  

緒の梅原と帯すれば. 文皐の谷崎と 、私は率直

陀書く事が出来る。

私は 、昔小説家に成らうと芳へた時があり 、営

時の友人達に も、類は友をよぶとかの例で、 さう

した方面K 興味のあるものが多く 、激 石、直哉、鏡

花を始として色々と読みふけり 、特に横光利一氏

の「機械J i 日輪J f " 上海J )11端康成氏の「伊在の

踊子」たど iて就ては 、何 もわからぬ三文文士左が

らも「僕たらとうする」たどと 、各自一人前の文

護批評家のつもりで、ロ にi也を飛ばしたりしたの

であったが、谷崎の「春琴抄 J i 盲目物語J i 吉

野暮」と云ふあのー聯の作品を前にした時は 、正

直の所 ｉｾ 然としてしまった 。 谷崎 の 比較孔初期 の

作品「二人の雅鬼J は、私の非常に好き友一つで

これたどは後期の作品と一脈似た所を特って居る

と云ふ事が出来よう。宜際、かうした後期の作品

には 、何か匂ふが如くたちこめて居る、懐しい日

本の姿が感じられる口

私は小設が好きで、現在迄の所相官多〈のもの

を見て来たつもりだが、これ程迄に深い感銘を受

けた作家と云ふ ものは 、大暴のt象科時代f ' L Hans  

Caross の“ Der Ar.z t  Gi onけ の原. 文を習った以

外には たかった。

毎年、東京の冬が絶って 、春光なごやか友 3 月

4 月にたると 、天気のよい日曜の午前友 e . 私は

離れの十帖をあけ放して 、太陽の中に! 度そベり友

がら「吉好葛」を読むのを柴しみ K して居る。大

手口の吉肘の奥には. 未だ放 iすした事. はたいのであ

るが、あの文章を漬みさしては 、時々目をふせる

と、速い唱の阪か しい草肋九しみじみと心の底に

響いて来る。そして、これ程迄 K 我 ，々の心 をゆり

は 2 e

国j かす、強烈左大地の にほひ はどうしたものかと

何度とたく結いたものである。

一般に谷崎の萎のせまり方と云ふも のは、非常

にじっくりと 、陪揚にかまへた 、正面切った正攻

法的のもので. 然も大地 K 深く根ざした雄大友気

品の中には、常 にキラキラと輝く 、朗々たる 気韻

が、我 k の心、をゆさぶる所にあらう。か うしたカ

と云ふ ものは 、E に、非常た努力と非凡主主決意一

一 それも一度は非常友泥臭の中を敢然と通過して

来た事 K よってのみ得られ るものでは主主いので‘ あ

らうか。

谷崎氏は「華談」 の中で、安田惚彦脅伯の言を

引用して

r. E : 大な糞術家 と云ふものは不必要に自分の技をみせ

びらかさ ない。 なるべく 内輸に蕊に合蓄を特たせよ う

とするから、案外不採用なのではなぜ、かと恩はれ るこ

とがみるが、2聖は 3としてさうではない。 俳優に限らず

大作家と云はれる人は、一義一能を得意とする語学小作

家の技; 置などは悉 〈備へて居るものだ。 そんな所を疾

うに卒業 して来てゐるのだ。不採用どころか、やらう

と思へばどんなiI E < 達者なことだって凶来る。た Y そん

な足以をしないだけだ。闘十郎も恐ら くさうで 必った

らう が、自 分は橋本雅邦翁の給について常にそれを感

じてゐる。i ! t 上往々 川端玉童話の作品を褒めて玉Z誌に は

維邦も及ばない所がふると云ふ者がふるが、安んぞ対l

らん、3位刻l に玉章流の給を脅かせれば、玉重量以上に 巧

〈飴〈 。自分は嘗て雅邦翁の さうした作品をみたこと

が」うる。

と云ふ話を述ぺ 、一基に秀たもの L 峻烈な修業の

話を苦かれて居るが、此の一文は甚だl床ふべきも

のであると} [ ! 、った。

現在の我 k 建築家に最ーも必要友 ζ とは 、かうし

た雅11¥型 、凶十郎型の勉強をつむ事ではあるま い

か。私は 、かうした文章を読むにつけ 、現在の我

k が、相もすると裂としての腕をみがく努力を蔑

陀して、特腕 1句た抽象論に終始し、どろま みれ主主

ＴＺＩＮＱＮした態支ｾ冷笑し 、 自己感耐 に よって自分の

腕の至ら友さを慰めて居るのを感じ 、TI預 の 思、を

禁じ得たい。私は 一一特に現代の陵友時代に於で

は、うたづ封象と正面から堂々と四つに組んで、如

何友る強敵といへども 、それを屈服せしめねばや

まね自信 を持つ必婆を痛感するものである。若輩

の我 k lJ) 如きは、営分は 、地味友勉強第ーと 考へ



て、そう した過程に於ける苦しみを 、人が向と笑

ほうが、自分の信す・る思惟の中で、泥ま みれで、

のたうち廻 らねば、ほんとおの日本の主主' 楽友どは

殺々の[ 時代の乎陀依って造れるものでは友い。一

人前の建築家に成るのは 、それは40，5 0 v歳から

で結構である。

私は時々、かうした感激陀j魅せられて居 る。

x  

買正面から脱む精 f，11!o 四つ Iて題伺ーに組みついて

何が何んでもそれを討ちフl さねば止まぬL必構へー

ーか う云ふものを最近最も切買 に、我々の司 l亡示

してくれたのは溝口健二氏である。真正商から堂

々と闘を挑んで. 失敗すればそれと 一 清陀討疋し

て何重着 服、する所のない楠 ，¥111は、近頃弘の心に爽快

の気をよび起 したもので、あった。そして溝口は 、

時々そうした討疋の姿をみせつけてくれる。

l I *訴の演出家と しての溝口の腕は 、彼としては

未だ完成の域に達して居らぬかも知れぬo i t 際

「小島の春J I乞於て盟国四郎の示したあの身 を切

る傑 K 痛烈 にせまる感貸は感せ' られす¥又i泣近の

大uU:: I' nt のニユ ース臥L13，? に見られる按友清らかな

明るいリリシズムも彼は 持たね。然 し「紙闘の姉

妹」から「残 4ij 物語」を恥心として「浪花女. r 卦

道一代男 j Iて示された強靭主主烈々たる粘りは 、最

近作「疋総中臣蔵」の中にも 、1Ei旬ー切った民主きな

努力と成って 、みづみづしく表はれて居る。

正 K 、と れらはi新庄の土地からほど走り出た大

地の献聾の美しさである。

2 年ばかり前であった、大皐の教室 :C.. 我々の

責験をテマ ーとした文化以苗を思し l亡、 或 るfr!r j吐

からロケーシヨ ンに予|そられた:tJf . があった、共の; 時

の監替の A 氏は溝口氏の川県であると云ふ事で、

溝口氏の演出ぶりを色々と説明してくれた。

溝口のーカットの撮影の長さは非常友也ので.

5 分、10j士と績くものがあれ然もさう云ふ長い

場面は必然的 K 、撮し直しが多く 、ー カッ トK 一

段夜を費す事も少くないと云ふ:!;. I l である。全〈 、

②のくらひの意気込と真剣さでやれば、我々でも

あれくらいの仕事は出来ますよと 、其の時の話t亡

花がI咲いた。

私は 、溝コの作品では「残荷物語」が一番好き

である。私の母の星が、 自由の鬼子母神近くであ

れ小さい時にはその附近に遊んだ事があった り

し た開係かも知れぬが「残 ｾｾ ｪ 物語 ｊ I'L:は 、特別私

の郷里の臭がした。

3  

泥臭さ 、土のにほひと 云ふ ものは、 裂 として 、

最後に完成せられた場合には 、何等自については

なら左い。そう した最後の姿と云ふものは 、何の

苦労も ｲ ＮｊＮＮ く 、 何のｾｦＧ心も友く 、 伸やかた 、さ らり

とした気品ある姿であらねば友らぬ。

然し 、現在の私には 、かうした泥臭さの中に押

し入る事が、かうした泥沼の中で、膝を埋め 、顔

をよご し、 無恥の力と組み打つ事乙そ 、1i 正大の魅

力である。私には、そうする 事の中にのみ、民の

日本の文化の 民簡が得られる傑えに祭がするのであ

る。

日本評論であったか「新文化の創浩」と云ふ討

議の記録を世主読んだのであるが、其の中で、和

辻村郎氏は

「よ いものがわか らぬ様なものには、文化のおIJ 法は出

家ぬ。よいものがi可かと云ふこ とは、そ れを巡る人の

みが上〈知って居る。然だ、らうが、苦 しからうが、自

分の目指 してゐる ものを. 作るより外はない。それを楠

塊を議 して軍人に負け ない絞に命がけ ず作る・と云」、訴を

援でやるより外はなし、。 自 分の肩に図家のＱｉｬＺさ をｾじ

なが ら、精 J忠を量産してやると云」、鐙悟が大切で心る」

と云ふ12味の事を述べて居られたが、;.fil 、は全くさ

うだ と思った。

×  

時事物相J しげる南島に

わが天花埠ひ下るとき

零下凋十皮の北迭に <b Vて

助人はI ! k . ぎに埋る

とのこ L ろ

空軍熱 を包えて季節 を飛躍し

たY ひたすら天遂に連. なる

l沼々 たよか なこの滋や

古往今来二っさうるぺ b らず

蔵 原伸二郎

現在はかう した詩が 、高らかに取はれる時代で

ある。

2 7  l X 



』 と ば と 時 流

俗f ' C 11趨い積物11 たど与いふととばが涼を求め

は ヤ

る夏から秋にかけて流行るものであるが、今日ま

で 11重い読物11 たど L いふ言葉を聞いた ζ とが念

い。 音楽に は「軽音柴」飲物には「聴い飲物」 と

いったやう たとと ばが日常用語ーに平気で使用され

てをるが、いざと 友って厳密に調べてみると 、存

外 その限界性があいまひもとと してゐるのに認が

付く 。だのに「重いr7 f 柴」だの「重い飲物」友ど

L  いふととばは今日まで全然使用されてたい。語

自のーとから言って ビンと来危いからかも知れ友

い。が. へ理窟 をひねるだんにたると「重い音楽」

や「重い飲物」た ども るったってよい慌た気がす

る。 もっとも 病人の飲む「重湯」た e .l. いふ言葉

もたいではない。

ととろが工業方商の言葉 tcfi ると「粧工業」や

「重工業」が釘語と して語日の上から 言っても羽

子よく 費んた響きを奥へ十使用されてゐるのでる

るから不思議たもの だ。然るに必ー近の軍需工業の

寵児たる飛行被には「軽飛行機ー! といった用語が

スポーツ 用叉は自家用の飛行機( 主I 'c外闘雑，誌等)

に用ひられてをるが、反射に「重飛行機」といふ

言葉はるまり聞かたい。 ととろが軍用機の友か十て

は 「霊爆投」とか「軽燥滋」と いふ封語が盛んに

行はれてゐる。而もとれたどは飛行機の型から見

て頗る質感が仲った用語である口斯 くの如く「重

いJ r軽い」が酎語としてよくヲ |き合陀出される

用語を傘げれば、即ち「重油封軽油J I 重傷封軽

傷」たどがるるが. 又一方 しかたいものでは「重

箱」だとか「お手瞳料理」であるとか. 或は「重

悼」で面合謝絶で7あるとか、又は「重罪犯」左 E

といふ様主主用語が行はれてゐるのは稚でも知って

ゐる 。だが「軽箱」だとか「お手重料理」とか、

さでは 「軽腫」、「軽罪犯」と言った類ひの用語は

，ｾ＠ 2 6  
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あまり聞かない。 乙んな風に考へてゆくと 、ほん

とう に我々 の使用してゐる日常用語は鑓んたもの

である D それでゐて或る程度の用は足りて行くの

だから不思議たものである。

2  

建築率陀我々が使用 して ゐる所調術語主主る もの

も、 厳密 1' 1 : 調べると買にあいま いもとのものが多

す み か

い。例へば住宅とか、住家で4うるとか、民家主主 ど

の用語は一通り承知 して をるものとして何等不思

議を起き十 l亡使用されてをるのであるが、いざ明

確友る概念を文 l亡してみゃうとすると 、以上の如

き用語が一向に明きり してたいととに気が付くで

あらう。叉草花住宅といへば般地を含んだー構の

金躍を合むも. のか、ー或は住家と いふのは住宅の 内

の主家のみを指すも ので4うるか. 又は附嵐家及附

既設備、I"J ，庭、樹木等全部を純情したものが住

宅で、住屋はそのたかの主家のみの謂ひで遣うるか

厳密 lζ 検討 して来ると、我キの言葉が頗るあいま

いもとたるものでるるのに気が付く。

技術上の専門用語として用ひられてゐ る術語f'C

は存外そのウ容が明確で友 いま. 1. f'C，只科率的響

を奥へるといふ丈けで、課も主主 4使用さ れてゐる

新語が可成あるのを知る。そ してそれ等の用語を

使用する' 乙とによって、最も平易に表現さ るべき

事柄を頗る球解た もの K して、それが如何 K も率

問的f i e .l. 思ひ込んで、、調善的科撃を振廻す者が

存タト多い。而もその害IJ f'C彼の用ひた 六ヶ強い用語

の一つ一つ K 劃 して厳密主主 る意味が一向 1' 1: 検討さ

れて友いのに鴬かされる。例へば「合目的々」であ

るとか. 或は一時的流行を極め た I X X する心」

友どは只. i i j ' Hc 流行 K迫ふと しか思はれたい もので

ある。或は叉科事的研質論文と隅する もの には日

本語の文を書いて居左がら 、濁逸語から の醗詩語



の如きギ ヨチたき文 を草して率問的君主 e  ! . . 思はせ

る手1t.. e が、 相首盛んに用ひられたも のであ るが

とれたどは若い我園の科卒昔 と自ら y ヌポ レてゐ

る連中のものする 研質論文K 多く見受ける例であ

る。貧困 たる思、，旬、や与問上の内容の宰虚さを用語

のノミ ヶ致 しさを以って慌装す るととも、 或は昨 日

までの我園の皐科す る手段の一方法だったか も知

れたい。だから或 る科撃の研究室の皮肉屋さんは

或 る時次のやうたととを言ってをった。質験結果

を寝耳機に寓 し取って記録する と云ふ桜陀記述 し

ただけでは、どうも此の寓買. 設友る芹j 語が通俗的

で科率的で友 いから、寝耳機の代りに「貫験結果

永久記鈴、漫に」 といふ用語を挿入 して報告を書け

ば、内容の如何に拘らすも、多少は高く許償されるに

決まってゐる。と、我 k の建築皐上の用語 に も、

以上の如きものが存外多 いのでは友からうか。

ととばは、 或る事柄を体へんとする一つの符'換

のやうたも ので. その 目的を主主ずる K は最・も簡明

友るととを必要とするのは申すまでもない。だか'

: t ｾ＠ :..そ

ら科率的に説、明するからといって、敢て上下を付

けたやうに、しゃちとばった言葉を 引き 出 して解

樟を難解に する必要がな いJ僚に思ふ。 とと ろが一

般的陀平易 陀書かれた ものを科率的でた いとする

傾向がたいでも友いので、時流に敏感方: 皐者連は

その一般的趣向 K 投 じて 可及的に彼等のアルバ イ

ト を高く評回せしめんとするのは Ｚｩｗｾ 理からぬ乙と

で‘ あらう。

だが大: r T: illf i & の大戟果は束盟主t - 栄圏に於て日本

語を最も正確た る意味を以って市 も最も木易 Y亡使

用する事の要請が 日々昂ま って来たのは我々の等

しく 認 めてゐ るととろである 。此の時期に於て、

永年の懸案であつえ漢字制限やカタカナの使用法

が決定されたのは、何んとして も時宜を得て ゐる

ζ と、思ふ。

5  

まづ使用する 言葉の本易 Iとが行はれてから科皐

の民族的性格左と‘ が必然的明確にされるのであり

ませう 。J 1nち科卒の日本的性格は大手Il 民族 1'<: よっ

て明 陀され、且つ首然琵展さすべきものであると

信じてゐる 。だからとれを育成設展せ しめ る研究

C 必然的4条件を皐げれば、大盤次の如く要約でき

ゃう 。

1 日本の地理的理境の特殊性の研究

2 日本民族の特質に閲する諸研究

8 日本特有の古来 より きを達 して来た諸事象。

科感的研究

以上の臨貼から今日 まで我々の 前十C 展開 された

諸研究 を分類 してみると

地震、地下資源、日本の気象、地文、動値物充足

苫の研究は ( 1 ) 1'C麗 し、日 本建築や日本人の唖

質、疾病、街生、衣、食、住友どの研究は ( 2  )  

K 而して美術、工嬰友どで我園調特友るなも の〉

科率的研究は ( 3 )  I ' C . 属するといふととができる

と思ふ。

京大の横山氏が故事井博士と協力して日本人の

髄格 K 泊臆する 各種標準寸法の規格化への根本的

研究を根気よく長い間続けて居ったととを知って

をるが、あれ左 どは 明日の白木的性格 を持つ建築

設計者への最も基本的友る資料のー を提供 したも

むであらう 。か〉る資料に乏しかった我園作目 ま

での建設者は . 各自 主t 々で参考とした外園図書: の

寸法 K 倣って勝手左大いさ を机 や椅又は其の他の

容器K 奥へて来たものである。だが先例に物を言

はせたり、 タト閣法存による醗諜科泉の横行しでを

った咋日までの 日本科皐は 、か 〉るじみ友研究を

高く評悦せんとしたいのみか、現質的友建設面に

醸へ得る日本的諸課題の研究の如く皐位を取り離

い率問には振り向かうとも し友かった。

4  

従来日本的た科率の貧困は何 に基因するかとい

へば、そ れは科撃に劃する我々の態変及心構にあ

ったといふととができゃう 。科皐知識が如何に向

上しで も. 従来の如き態度や心構をあ らためね隈

T. 日本科JZの貧困は続 くとみねば友るまい。

そ ん 念 仏 従来の我 k の態変や) iJi :謂 「科事する

心」はど ん友も ので、あったか口私はとれに到し共

の虫11 き諸結を指摘 し得 る。即ち ( 1.) 率苅の欧米

依存 ( 2  ) 新蹄朝者と構する卒者の欧米崇奔( 3  )  

科感教育の市1] 度上の鍛冶友 どが乙れであらう。

例へば外園の最も特殊的主主或る地方の 山中の或

る湖水tてすむ; 魚類に闘 しては極めて造詣が深いと

いった類ひの日本人科皐者は存外多いが. さて日

2 9  I X  



本内地の湖沼に劃する人工整骨、の活性 を徹底拘 Y亡

研究 するといった如き割合にじみで損なもの L 研

究と取り組む科皐者が存好処いと した ふ と れ は

何 を物語るものであらう 。

由来日本的友科皐には文献資料が乏しいので、

研 ￬Ｇｴ其 の他 ｋ 非常友る困難と ｉ ［ｽｾｪ は ねばえにらたいの

み友らや、 日本のものであるが故に一段低い段階

を以って評僚 され強ちの 傾向があったた反して 、

文献の多い諸外国の事象の研究I ' L聖母 しては 、語泉

の力のみによって 可成の程度 までなし得られたの

である 。そ して我図の諸皐舎の研究家と隅する連

中の多くが、此の種此の程度のものであったとと

は何当期 t鰐の訟地左い事質であらう。

我々は斯くして献語文化 ( 丸善文化とも云ひ得

ゃ う。) の全盛: 時代を築いて来たワクであるが、

今や米英叉は濁逸園書の入手が殆んど不可能 lモな

った。そ して科皐の教室にグ ムロずる無数の暴徒

は事質上大狼狽のテ イクラクでるるのは甚だみっ

ともよい闘では友い。だが今とそ日本科率調立の

絶好の機舎であると私は寧ろ心煩い感じにうたれ

てゐる。

5  

日本的で‘ あるが故陀皐潤的憤値をすくたしとす

る米英次存的象者は必然的に撃滅されねば君主らた

い段階に達したのでは友いか。だが、 まだまだ我

ｫ ｬＧｌは他人の排首を美 ｬｾ ミ いとする習性が何 退かに

ひそんでゐるのを管戒する必要がある。とれがと

りもたほさや逮 きは美しく泣きは酷である といふ

一種特別たる心理作用を構成するのである。と与

に欧米崇奔への思想的i l J J 芽の源泉があるやう 陀思

へる。

か L る習性が、 日本人の世界的研究が、その研

究者が日本人であるが故に日本人聞に主主重されや

埋れるといふ結果を生やるのである。たまたま外

人間で重要視されに至って 、初めて内. t t h 日本人間

の苅題と友ったと いふ様友事例が今日まで珍ら し

く友かった。とれたどは甚だ醜態の限りであると

いはねばたるま いo i民'18-1生の強い我園の撃者 〈特

に官皐涯の連中 〉は皐珂のなかでイ ー ジーゴイ ン

グを望むが故に知らや知らす・のうちに排他的1宝格

が主if 養され、民の患者的良心といふものを何庭か

I X 3 0  

へ置き忘れて来たといふ結果とたった需で あら

う。 ζ れはあたがちか L る皐苦ばか りをせむ る事

の出来友いのである。何一故たれば我々の何鹿かに

「中味が寓って居ても三宝のレッテルを求めんと

する I C， 理作用」があるからであるつだから我々自

身が此の黙 を深 く反省し、科撃に到する心構を自

らあらため てか L らねば どう仕援もたいととでb

らう の

6  

最近漸ゃくにして科早の日本的性格が反省され

大和民伎の持つ科皐の調a J J を強く隼重せんといふ

ｾ気の京頭して来たととは 、 大東 ｩｬｬｦ 哉下 ｉ Ｇｃ於ては

営然友ととでせう。そして我々自らの生析を通 じ

て「科撃する」事の要求が次第に昂 まりつ L ある

のを窺知するo M按に科率の生前化は 、科撃を 大

卒の掴書室や数室 K 求める前I ' L I 科事は身' ! I くか

ら」といふととを意味してゐること L 思ムコであ

るからまつ' 家庭から郷土から 、そして日本金彊へ

と展開 し、其鹿から日本的科皐の濁剖i生を深 く堀

り下げ、さらにとれを束E 共栄間金盟十亡 、斯く し

て我々の科事を世界的 K して ζ そ. 我が大和1民燥

の持つ科事| 生に強観性が輿へられ、世界の科撃 を

指導すーる礎石 を置くととにたるのだと思ふ。

7  

お やおや「軽快左読物置」への理想、をも のする

積りが、途にゴチゴチl X . 議論めいたものにたって

しまいさうだから 、此の濯で、 「さて」と居直って

みて所 調「輯さ J " vとペンの方向をもどさう。大

戦争と建設とを併行して質践しつ. I . ibる今回 、占

領地境では恐らく猫の手も借りたい程入手の不足

を痛感してをるととでせう。とのときに中央30%

地方2 0 %、現業10% の大整理を断行 して 、大陸 ( c

南方にそれ等の人々を差向けてやらうといふ親心

を持つ* 保さんの質技力には只敬服の外はたい。

とれだけの困難た仕事を見事やつてのけたのであ

るから我々は安 心して 国是の命す・るま1. f ' C行動す

ればよい筈である。園民の貫生前の視察から産業

戟士への温き 決W11 J の言葉を束後さん自らが注しつ

L ある今日 ( ζ んた素晴しい首慣は主んでもめっ

たに出現するものでたい。) 2 年や 3 年そこモ乙



で、首相た; : : ; 椅子を引きドってもらひたく友いと

思ふ口出来るた らば何時までも居て 、園民を 指耳

してもらひた いも のだと思ってゐる。歴代の首慣

に劃した如く 、国民も今までのやうにあら探しば

かりやらたいで¥如何したら何 :1寺までも 年比 々を指

導して頂けるか、そして其の篤 Ic 如何 に したら 束

依さんに首 i刊の役 目を永〈 引き 受けてもらへるか

を研究し. 東5 RJ七ラ庭園否 l世界 lて命令を設する指揮

を永く永く !;f T続ける やうに したい ものだ。

か ｌ る 指導者があって ζｾ 、今 日の過大に膨脹

しつ L ある大都市の整Jo! l ¥分散に封 し、只草花机上

の空論で友し 陀、質践し得. る力強 い政治力が附5尽

きれ、国土計霊も 地方計霊も 而して都: l i計霊も .

軌道 K 乗り得. るととにたるだらうと考へる 。

2さ製に針して安』心出来る者I1市は 、民候う曾温にも

貢献し得るものだし、力強 い兵深さ んの源泉たる

乳 担の死亡率をも減退し得る龍である。だから闘

家が棉力を傘げて大被害ー途行途上 にあ る今回 、?伐

守途行を阻碍するものは 、他くまで排除したけれ

38頁より 新興木 構造 の理論さ 費 際字豆神 ￭ ￯Ｇｾ

付く 様友研究心の活りは40日間苦心惨J胞と L て仕

上げた数枚の設計岡陀なって現はれたコ

筆者は寓民 ｪ 波中 の査の卯の慌た文字を晶眼ｾで

眺め 乍 ら読み入って居る "1' 1 陀嬰探た る氏の研究心

と其の理想、に感激させられた。

新民l木構造の前途も同僚 fc i，¥J 投: 糊たるものであ

るかも知れ友いが. 研究 l亡身 を打込んで居 るもの

ぽたら たい。そ して長期蔀下の現段に於ては 、恒

久的封策のit 践によって、我が民族の強間性を士宮

身聾拘:せねばたら たい。そんたらば ζ の強髄性は

何 によって求まるかといふとと |乞左 るが、まづ第

ーに産業の地方分散と 11児み合しての都 li の疎悶工

作 を断行す るととであ れ とれが計註は園土計霊

の 重要注る封象 としてのみ 、 根本 的 ［ ＨｊＱ ｾ 決が 考へら

れる べ きである。

幸 ひ、最近では 、工場の規正地域 を指定する道

も聞かられたし、叉工場の在り方を助成する 手段

も附輿された諜であ るから 、我々の信閉する束旅

さんの大英新 を以ってすれば、都打! 日在 Vとよ るあ

らゆる図家の病 RF除却の基礎 自と 据へる事は 、必す・

しも不可能君主 ζ とであ之，まい口そして雛ては 、我

々建築 界も「閥凶の 白木建築協合」や「閥束の建

ｾｾ皐合」も必然均揚棄されて 、 大図 民と し て以 上

の図策へ質践的に協力 し得る強旬たる政治 力把 握

の段階 l乞達する乙 とl乞主主る であらう。 ( li. 7.30 )

〔当I ! i は住宅管園東京支所建設部勤務〉

l乞は設計幽が何ん主主小さ 友模型 K で も現質化せら

れた時 には、他の誰に も1床はうととの出来ぬ喜び

に浸り得るのである q

終りにヌド文の謬設 に就いては先輩諸ー是正の御賢導

を得 、 他日ー 舎に ｬｩｾｾ 極め度いと念羽 ｬ て 止ま えに い

次第である。 ( 了〕

f 悠者は日本ライ ト建 築f朱式合枇技師〉

3 1  I X 



工業教育から翠制改革案へ
中 尾 ト

点且J "

£呈圃

ヱ業教育の改革は念務中の念務であり、乙れ を断行ーする

には必然的に一般の教育制度から改善してか込 らねばなら

ぬので淀範聞に及んで くるわけであ るが、幸今日各方留に

於て 事 制改革が Ｇ Ｔ ばれ 出し たの で、 参考ま で にｾ考 を 注 ペ

て級者の多考に供したい次第である。

工業教育の現 賦

現在の工業教育は工業製校、高等工業率佼、大

製の三段階あるが、何れも不徹底た中塗宇j出た数

育 をやってゐ る。第一 工業製佼では基礎撃の不充

ゆた者に皐聞を無理につめ迅んで、不消化のま L 卒

業せしめるので、事聞は奴: 駄とた れ 宜地 tても訓

練が足 り友い。それ故工業率校の卒業生は笠地に

ついて は職工、 大工に及ばざる ζ と速く率識の足

らざる とと高等専門拳に及ぼ子 、何庭とたく物足

りたい。

高等工業皐校一ーとれまた中塗牛端友存在であ

る。すべてが大率、頒似の与1・問を強いてゐたがら年

限があま り陀短いため 、宇品予りのま L 卒業 して仕

舞ふ有様であ る。殊陀最近は年限短縮のため専門

の皐術を授ける期f聞は僅かに 1 ヶ年に過ぎぬ 、即

ち第 1 年は高守主主卒、物理、化率、高等園事. 外

囲諾等殆ど基礎皐で充たされてゐる。第 2 年にた

って始めて専門の拳科が/ : 1 ! ，て来たかと思へば、す

く' 第 3 年 ( 1 率期 しかたい 〉には卒業設計たれ

卒業論文たりに費して しまふが故陀 、落ついて liff

買す るには時間的に許されたい有様である。 ζ れ

では何のために高等数与" や 、その他の基礎皐科を

やったのか全〈意味をたさ ね 乙とにたる。甚だ し

き無駄た存在である。

扱て大撃は何う か といへば、 とれまた皐術の砲

奥を極める最高率府でた く、何の乙とたい技i : iP養

成所陀過ぎぬ。即ち工卒部は技削i を、菌感部は留

者を 、また文科系統は鰐護土や官吏、新聞記者を

養 成する純然たる専門感佼に過ぎね。それ陀 しで

も Ｒ 年宇では不充分でＮｾう れ 且つ高 等身 ｌ 校の Ｓ 年

はたがi晶ぎると いふととにたって くる。

I X  S 2  

現在の募門事校を底止せよ

一髄今日まで技術者を養成するに三段階の説鴻

のあることが無意味である。

職工、大工の上に宜地に賞る中堅技術者 ( 技手

技:i ll i) と指導的技術者さへあれば. それで充分で

は友いか、即ち物の恨機に多重 し、 言十霊、設計を

するものと 、その計重たり設計たり K 基つぎ完全

に施工せしめる監督者と 、質際 l乞仕上げる職人さ

へdうればよいのである。モれ故差首 りの笑と して

は工業率佼を 1 年延長して 6 年と し、 2 年を橡下手

4 年を本科と すれば、大韓に於て今日の快1色を補

へると思、ふ。都島工業ではとれを行ってゐるが、

今少 し皐科や質習に改費を加へれば、王思想K 近 い

ものとたらう。

大皐は中事佼( 4 年ml] ) 卒業生を入築資と して

2 年の強降、 4 年( 文化系統は 3 年〉の本科を設

ける ζ と。理科系統では工業率伎でも . 大皐でも

何れの王手佼陀於ても 、専門のf手術を授けるには何

うじても 4 年はか L る。乙れを無視 しては充分た

教育は出来ぬ。 4 年の聞に人格の陶治と いふと と

もあ れ 髄育の乙ともあれまた兵式数棟も すべ

てを加算すれば、相手は人間である以上 4 年乃至

5 年を要すること陀たる。それ陀大皐でも 、工業

撃投でも 、夫 k 最低; 2 年の議科を設けて基礎を つ

〈る必要がある ｯ とれも無視すｾと と の出Ｍｓｊｾ ぬ 重

ー盟主主る 事司項であるととを忘れては主主らぬo 大事議

科を止めて 、中等校を 6 年制にせよといふ論もあ

るが、それは工業方面だけたらばそれで、もよ いが

陸 、治: 軍その他の翠投との関係上年齢の問題で不

適首とたって来るので、現在の中泉授を 1 部事科

の改嬰で 4 年IIWてするととは何の方面から考へで

も安官と いふ 乙とになって くる 。乙れには相官の



反封者もあらろが、大局的見地からまた一方皐科

その他¢細 コから観ても 、中撃を 4 年務1 ] にすると

とは 寧ろま然と いふべきでまうる。

大事混a最高墜府とす

大暴を 卒業 したる者を 一度祉 舎へ法って 、夫 k

c 分 lf' rc. 於て嘘蛤せしめ 、適嵩た るIJ{ 期 に皐究的

2主人 k のみを大率目: 十て 入率せしめる のであ る。 乙

れは陸、海軍の大泉t交に w話すると乙ろとする 。

従来の制度は小暴投ーから連積均陀率問せしめると

とになってゐるが、1ft の皐術の研究は連槙均 より

はインタ ーパ J レた置いた方が効果均だとは陸、海

軍の嘘敏から 11目へ られてゐるが、確かに良さ L う

に思、ふ。

大事17こは優秀友製徒を集めて B 年乃至 5 年位の

年限で皐術の研買に波踊せ しめるとと ろとす る。

政府はとれに多額の費用を入れて思ふ存分研究せ

しめ るととである。 皐生の生前費 も勿論奥へ るの

である 。大泉院は全閣を 通じて少数でよい。現夜

の綜合大撃た、けに設置すれば充分で、ある口例へば

東京、京都、大阪の各帝大及び私立の早、鹿雨大

与を加へた五ツぐらゐで津山である。

各種皐校一一以上の他 園民事校、高等科を卒 r く

た者を 入率せ しめる 1 年乃至 2 年く らゐ の各種皐

校を 設け る。とれは土地の事情を 考臆 して、 夫 k

農、工、簡を始め各種に亙るべきもりであって、

数育機関でな〈練習機調とする。それでは 徳育の

方は おろそか陀友るといふ者もあらうが、そ れは

全〈 訓練の仕方一つである。修身の学科はな〈 と

も、少年航空兵は入燦後僅か 1 ヶ年で散で も君閣

のために生命をさ h げることを無上の光栄とする

修養 がちゃ んと出来てゐると の乙とである。修身

の誠義も決 して 無産味ではた いが 、それよりも人

聞 を造る のは訓練であ る。た r 問題は教員を如何

に して造るかにあ る。

教員養成の機顎

圏民皐佼の童文員は 中皐佼を 卒へた者に 2 年 、閣

民翠z校高等科を 卒業 したる者に 4 年、前者を第 l

告li 、後者 を第 2 部と する 山li 範皐設を設ける。

中泉佼の数員は 、大z撃の卒業生を以ってとれ陀

あてるo 工業皐段その他 も大曜 とれに準じてよい

大泉の教授、助数授は夫泉及び大皐院を出た者

を[5ifl i J とする。

最も 困雑たも のは各種率佼の教員であ るが、と

れ には特 別友機羽を設け今、・試験又は検定で定め

るの も一方法であらう。

塁手校を 良くする陀は 、教員の質と数とに負ふと

とろ極めて大であ るが、現 11犬は全〈乙れ と反封で

ある。 I いっそ死たうか数員 しよか」金書 の言葉の

残ってゐるやうでは 、何んた t亡命1] 変だけ立抵に出

来ても 、その内容は 杢虚である。何に して も教員

に人材を集めねば友ら ぬ。それには第一物質待 遇

を思ひきつてよくせ友ければ友らぬ。 1 客IJ や 2 割

の増 俸さ4は問題でたい。先づ今 日の 2 倍乃至 S 倍

にすべきである 。それが適嵩 である。

第二は市紳的優遇であ る。今日専門拳伎や大撃

の教授達は割合に恵 まれてゐるが、園民率佼や中

等感佼の教員にも 、 もっと もっと精神的優遇を考

臆する必要があらう。また制- 舎的地位も やっと向

上せしめねば友 らぬととはν、ふまでも友い。此際

賞局は申詩的優遇でたい思ひきった優遇法を考

へるととが急: 務であらう。教育のととは 1 日も 等

閑視出来ぬとは23J 局も考へて ゐるととろであらう

が 、 さて具ｾ豊的のととに友ると 、 何 時も Ｗ 象算 の蹄

係上、思ひ切ったととが出来たかったのである。

私章ヘ相蓄額の補助をし且つ監督をせよ

私撃でも 早稲田や鹿際、その他二三の準校は財

政的にも恵 まれ、歴史もあり 、私皐と しτ の特徴

を護昨 し、一方の大本山としての存在意義を充分

に示 してゐるが 、その他の私皐は大字財政的に貧

困である闘係上、設備の不完全はいふま で もた く

教職員に有能の土を集めるととは 、殆ど不可 能の

現状陀ある。とれでは私塾と して の意義 をたさ ぬ

もともと 私与 は中心人物の徳 を慕って集って来た

ものである。

吉田松i住む松下村塾の虫IJ きは 、その最ーた るもの

である口今日の私撃には中 心人物 も訟ければ皐風

もた く、官立感校の入率試験陀落第した者の救済

所に過ぎぬ。それでもよい。 入率試験そむものが

完全無献でたい限れとれ陀落ちた者の中にも 入

準者以上の人物も友いと は限らすヘ また是非力 に於

て も必やし も劣って る者ばかりと断定出来ぬ。従
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来は私撃が玉石混合で、あったと とも特徴の一つで

あったのである。何K しで も私与は官与の補功疎

開で 、あ って もｾ ｉ｝ f ' C 差亥へはたいが、一方陀於て私

拳は私感としての特徴を護主fせしめるやうたせた

ければ友らぬ。新しい試みはすべて私皐でやって

見るがよい。それ故設備と 教員優遇のために私泉

に思ひ切った補幼を奥へ、 且っとれを監督するや

うにすれば、好成績が傘げられると思ふ。政府 は

無理を して 官立与校の噌加 と皐生生徒の増員を 行

ふよ りは、との方が作] れだけ効果的であれ且つ

便利であるか知れぬD たほ経済均でもある。

所京軍校屋2 > 撲滅せよ

今日各種泉t交の経営者の大字とはいはぬが. 所

開準佼屋と呼ばれてゐる ものが i判官陀数多くある

のは誠陀遺憾である。即ち皐佼 を食ひ ものK して

ゐる連仲である 。彼等り やり 方は質に巧妙を究 め

てゐるがため 、表から見れば立涯に装ってゐるが

その内面に至つては結くべきものが多い。経営者

の私腹を肥すため に教員も 生徒 も父兄 もその徴牲

にたってゐる ので ある 。 と与 では詳細を述べると

とは略するが 「率校犀」の存在 ζ そ敬育界を毒す

る最も甚だ しき もので ある。此f祭悪役屋たるもの

を一掃すべき で4うる。それ陀は各種率校へ もtill 助

監督を必要とするであらう。

低能児に軍司せさすることを止めよ

菊地寛氏は低 花見陀 は尚更皐問させと云はれた

が、それは抽 象論と してー臆成り立つれも知れぬ

が、人的資源のやかま しい時、閣家的見地から見

れば、 とれ怪人的に不樫済友乙とはたい。{ 長官見

は暴聞に不酒ではあるが、他 のととをやらせば必

やし も低能鬼ではたい。また一方優良児は何とか

して官費で立も上級感佼へどしどし進めるやうた

建をつくってほしい。

と与でいふ低能坦と は勿論病的の低 能史を 指す

のではたい。暴 科の講義を '向う しても 理解出来ぬ

頭 の持主 を 云ふのである。 例 へ ば ｏ コ 工 Ｚｾ佼の 本

科 ; 幾械科第 3 事年に「直角は 45つです」とか 160

のです」とかといふのがあった。 とん友人聞に ム

ヅかしい機械工率の前義を 聞かせて何の役陀立っ

かといび度くなる 0 0 0高等0"" 皮む生徒に

ほ 3 4

数撃で計算の結果 sinx: : cosx とたったまでは主

いがに' ， si n : : cosJ といふ のがあった。

某大事専門音si$.-，科の皐生f ' C- so far as we  kno-

wJ  l as wel l  asj  I st ep by step_j 等¢英語ーは解

らないのが居た。 また panphl et を「パンフ ーへ

レツ ト」 と読んで澄 ましてゐ るのもq ; Q た。 1過

渡期J 1主観 J I客観」等の 日本語を知らぬ平生も

居た。低能活とはとれ等を 指して いふのであ る。

分数の通分すら出来ぬ者に、高進数撃を敬へて何

にたるか、と の種の人間で も労働 占fV亡 すれば一人

前以上の働きが出来るか も知れぬから 、その方へ

使用すべきである。

文科系統の愚校を牟減せよ

法 科 高能思想は今日も ｦｾ ｪＧ依然として残ってゐる

が. と の種の観念を ー i帯せしむる ととも告: 海であ

る。土木を知らぬ法泉! 'IJ' 、土木行政の;運用 だけ

で土木部長の尚子κ 治まりかへって ゐるゃうでは

駄 目だ。ー器官臆lrとして も、合祉に で も支配階級

の大部分が文科系 読 ( 法科、商科 ; の出身き

であるが、 ζ れは 意科系筑 f 工、 農、随 一〉 に

人物が少いといふ閥1系もあ らう が、法科1 ; 能思想

の影響するとと ろおiめて大友る ものがある。曹 茸

は 「大陸図を留す」 等 といふ言葉のあ る通り 、橋

本左内以来 ifl 首た人物 も績i I したが、他の方逝で

は概して「技術者」として物の随竣に:参輩出来ぬ

地 位に 置かれてゐる のが現J伏である 。 乙れ当は全

く数育制度の紋陥から来る現象K 他友らぬ D それ

故思科系読の皐佼を l曾設すると 共に法政、経済専

の皐科を置〈ととである 。 との 結論やればなが 〈

友るから略するが、要は「陸. 海軍に{ 紋へば よ

い」といふ一言につきる。

例へば商業率佼を 肢止して経 ] ! ，皐校と 貿易皐t交

に分ける 、その数は現在の 3 分の l でよ い。他は

皆工、農・・・・等の皐院にすべきである ー・等 k 。

科車偏重にはまだ遠し

近頃 i f;; 1皐偏重」だとか 、数育は数与: であ るが

「皐」が温ぎて「敬」が足りたいたどといふ人も

あるが、それ等の多くは 法科1 ¥身で、認識不足の

人 A である 。科皐偏重ど乙ろか 、科皐河研究の基

礎激育はまだドイツ 等K 比 して 及ばざる乙と還し

( 以 下21頁へ讃 く7



新興木構造の理論と賓際 E  

IX 養 生 に 就 て

新興木構造に於て養生は不可般の手段と L て、

苦々の諸要項に基き充分手を輩 さねば友らな い。

① 組立又は建て方完了後

① 屋 根 材五込完了後

③ 竣工満一年後

( 1)  組立又は建て方完了後

建て方完了後 十亡於ける養生は骨粗検査 と押侠っ

て行はる可きで、主と L て建 て方完了後使用せ る

普c材の割裂又は議椎方・向、節 等の影響に 依 り燐浩

陀支障を来たす民ありと 認 めらる L 場合、悲に謂

ふ養生が行はれる。

皐位部分が容易に取り外 L 得 るものは、新現た

l '  

2  

3  
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宇 賀 神 行 一

ものと交換す可き であ るが、部材 中には容易花取

り外し得友いものがあ る。叉不良部材を取外すと

とに依って構造陀一大支障を崩す像友場合は適賞

友補強方法を構十る必要が起るo

補強には第 112 固に示す如き方法が適首と思は

れる。

とれば主と l て複合材の結合格鮪附近の制裂 を

如何に養生すべきかと云ふー案であって 、比較均

簡単えに補強-E長はバツキングを挟入 L て大釘又は割

裂を菟れた材端部1 ' 1 : $ - ;レ ト締めを行ふの' 1 ! ，;iう る

然 L 材端の割裂が数僚に亘り到哀箇示 L たt設な養

生が出来友い場合は 、鏡板叉は同一寸法の部材を

嘗て木の像に配 1I. 蛮力を分指せ しめる o 時 として

絡Z誌のボ ールト が箸 l く長くたって差挨へに困難

t工場合は 、筆者は第 113 園の様にベュ ヤ板を数枚

併合 L て釘打とた l; 補強 L て居る。

4  
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建て方がをきs完了 l た後 と雄、屋根材立き込及

び 壁直完成迄に は ｩ ｬ Ａ 営時日を ｾ ｌ 、 其の官 、 風や

地震 L の悪 夢響に l後る室、形を考へれば、骨出の長

生が絶宜的 『亡必ZEにたって来る つ

普通の木構造花依る場合は情j 皐に壁立程支のも

の を筋立に配するのみであるが、新興木構造に於

ては@; t n. : 停車造均ヨ悼の丸!H生を確(来せんが詩 ;て筋主

方杖毛は充分縮 L てある筈であるつ然 L 1M未完成

の中はIJ 、屋 :;ll 又は制l部等に蜜形の民が4うるので、

一屠厳重注養生 を施す可きであるo

( 2  ) ' 屋根材葦込完了後

小屋 mは之に屋根材を王): き込んで・始めて落付く

も のであれ更 に壁誼を完全に仕上 げ Ｎ ｾるととに

依って 、先つ'構造物の自重に基く箆形を見る とと

が出来る。

複合材 l亡依る組母屋 i亡屋根材を封: き込むと 、多

少河唱を形ずるのは 、主としてボ ール トの締め不足

が原因の様である。勿論ヂベJレが蜜位防止に大き

な役割を果た L て居るものとは云へ、1t，J ボール ト

の使命は蔑 K 出来友い。

屋根材茸込後の養生は各格貼に於け るボ ール ト

の締め直し にあ るのであるが、質際問題と しては

屋根裏 に這上ってスパナーを振り 担はす如き は甚

だ非能率的たと とであるから 、建て方完了後入念

にポ ール トの締め直 しを行 ふ 方 が 適 蛍 と 思 は れ

る。

此の際ナッ トを玄能で打叩いて其の音の如何で

枯検するが、j十捻ヂボ ール トでj肱材を締め付けた

ものはワ ーシヤとボ ール トは充 分締つて は居ても

ボール トの頭部 K 間隙があ れ そ の部分のワ ーシ

ヤが遊んで居る例もあるので¥ 雨側を完全に鈷拾

する 必要がある 。

屋根材葺込後、とれには積雪及風座等K 依 る最

大荷重がタトカと L て加はるのであるから 、構造物

が充分とれに耐へ得られる様、各格黙の完壁を期

さたければ左らゑ い。

餓骨構造と 大い に異 り、新興木構逃の短所は貨

に此の格黙附近の取扱に極めて周到主主注意を要す

る轄であ る。

筆者の樫強からすると 、臆張材の材端 K は比較

的故障も少いが、複合材を以て構成する臆座材の

! X 3 6  

材i'nlI ｾて は 住 ｫ 割裂 、 担捻 ｔ 陀 決 る故障が起る。と

の救済方法と l ては 、雁I l f f i を受ける附長い複合材

には努めてパッキ ングを挟み問 主する必要があり

之は建方完了後又は屋恨材J 「込後のJ寄生迭と L て

一考すべき庭であるコ

屋根材 F 込後、天 :) 4ニを張る構造では兎角小屋温

故障問所の検'上lが軽んじられる。例へば弦材手に

建て方作業中の不注意から. i ! 主損盟所があり 、光が

芭接羽接 i乞構造物の強支に重大えに支障を来たす民

れあるも 、天井裏 と l て敢へて 養生を施 さす・見逃

す如きは寒心 K 耐え友 い。

( 3 )  竣工満一ヶ年後

新興木燐迭に於て竣工満一ヶ年後陀何故室生の

必要あるか 陀就いては、共の主たる材料が自然ゐ

でるる木材を 使用 [ て居るからである 9

木材の一大紋おと l て其の 含水量陀依 る程: 積の

密化が、構造物竣工満一ヶ年後 K 於て必す・L も完

全友 j伏態陀安定するもの とは断言出来たいが、大

胆春夏秋冬の気候的'霊化 K 従ってー臆の状態に梢

安定するものと して養生を施す必嬰が起 る。

第 114 闘は筆者が製材後部准飽結即 ち含7k率 30

%の杉材 を屋内に一ヶ年間放置 u観察 L たー表で

ある D

ζ の表 にも現はれて居る様 fζ 、気乾結15 %以 F

の 含7k率 l亡なると 、木材が反り返ったれ割れが

出来ると 云ふ木材の紋貼が直に構造上 1'1:影響を及

ぽすものであるから、竣工一ヶ年以後に於ては是

非 共構造物の養生を行は友ければ友らえ主い。

養生と l ては 、ボールトの締l ! I L . 部材の愛形

の甚 しいものはi庖営主主措置をi隣じ ねばならぬ。其

の方法は告11材 陀劃 L 前述 L た僚友補強を試みる と

とである o 叉木材 K 封 l ては関蝕と盆客 l乞付常陀

注意を; 怠つては友ら友いのである。白峨の害は今

夏誌 に述ぶ る迄もなく 、彼等の旺盛完工 る繁殖力 K

'l'.t せて世けば数年主主ら今 L て構造材は悉く室胴に

されて終ふ。

同按に腐蝕ー宮の筈も多き い。高温多温方: る依件

は腐u1¥を土台大せ L むるものであるから 、腐蝕に劃

L ても充分警戒 し 随一腐蝕叉は峨客を受け た時

は徹底的 l乞駆除 し、構造物に適賞主主養生を施さ ね

ば危らないの



も如lれたい。然 L 其れは一つの技

術と L て吾園に於て も漸く新分野

を拓きつ L あるととは否まれたい

技術は撃を件、ひっ L 進歩せねば

ならぬと云ふ命題か らしても、各

々草稿 K 存立するものではあり得

友い謹である。

兎角今迄木構造 と云へば古き国

製の域を脆 L 切れ左かったが故陀

率的には非常に取Eをされた感じが

あった。無論之には種 k の原因が

ある。

大工の使ふ曲尺には申謹的なメ

ー トル閤盛りが刻んである詐りで

ある い 第一根本的に大工其者の

頭がメ ート ル化出来たいのであ る

との設に木構造に劃する計算規準が撃と術と の聞

に一致出来た い上に規怖 と云ふ ものが貨に不統ー

である D 今日漸く木材統制の質現を見た程で今後

此の木材規格が如何に術の上に影響を及ぽすかと

云ふととが問題でる る。

紙#四i
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"  

大工の手法に到つては千年不賓の技術と云ふよ

りも 益々退歩 l て来たと思はれる援主主仕口や櫨手

を作って居る。

更K 建築に於て率と 術とを疎唱にするもの は請

負制度の依陥と 云はねば左らたい。即 ち時間的 K

能率を早めて利を迫ふf誌には勢ひ入金、完工作業が出

来る諜もたからう。之は大工側 にも非があるが.

誌負者或は局主に も一廉の責任があ るD

II 

新興木構造は手掛ける先から 、作業の困難を訴

へ、泣きを 入れるのが大工の常であ る口英庭で種

k 大工の気嫌を取りつ L 作業を進めて行くと 、彼

は[i j!i 固た不慣左上K 新手法に封 し積極的に頭 を働

かせないから工数が非常に嵩んで、‘ 極局工賃に1会

はれて鯵ム。

此 の場合の責任は大いに現場監著者にあると思

ふ。一例が複悦左闘聞から現寸国 を作る際、又型

板から ｾ ｊ 込 及建方議従来の木構造 と 手法が具 るの

であるから充分宿導 l てやる必要があ るD

新興木構迭の将来

新興木構; 査の将来を論やる陀先立って . 新興木

構造は Wi s ens chaft 即ち皐であらうか、それ共

K nnst 技術であらうかと云ふととを検討 して 見

調逸十亡於ては早く より木構造設計規準に防腐底

辺! の必要を述べ て居たが、最近吾圏た於て も漸 く

法的に要求せられる様にたった。

請に燐造物完成一 ヶ年後の養生の必要を述べ来

ったが、王且買の問題 と1 て、果 L てと の作業が行

はれるか否かに釘 l ては次の諸項が非常に大き主主

障害と 友って居 る。

I  養生を t主す費用は請負業者のサ ーピ スと左

すべきもの 友りや

既陀工場倉庫等 K 使用せら れて居ると屋内

K 種 k の障害初があって 、思ふ綾な養生が

出来友い

III 施工者は斐生を非常に面倒に思って居る。

然 し如何友る原因があるにせよ 、高難を排 1 て

養生をた す乙と に依 り、新興木憐: J i は其の使命を

全ふ出来るのである。

X  

ヂベノレ全員 の打込、締 付宅金くやり難い作業に遠

ひたいが、一回より二固と慣れるに従って 、其の

作業 K は又;賂別な味があるも のでdうる 。

I X  3 7  

度v、。

新興木構造が箪 IL机 上で論げらる可 き Wi s ens

chaf t である主主ら . 其れは買に且論到れに絡るか



新興木構造の将来 K 取っては作業の習熟と手法

の合理化が大い に闘係するものと 恩はれる。作業

の合理化 とは 同一部材の刻込にハ ンドボ ールやギ

ムネ等 を用ひて非能率友作業を績けて居たのでは

韮だ此の目的に沿はない。現場施工に於ても木工

機械を努めて利用するとと延いては規俗化せられ

た部材の工場生産へと移行 l たけれ: ぽ、新興木構

造 の 貰の特徴がｾ邸出来た い 藷であ る 。

次t L 鎮物使用制限の強化が新興木構造の将来に

暗影を投げ掛けて居 るかの如く倖へられて居るが

ボールトやヂベル等の銭物は構造物全閣に霊与する

資材の極めて一部分である詩め、との程度の資材

の入手難を以て構造そのも のム 将来を決するとは

思はれたい。

近i時特許局設行の殻明公報にも漸く建築普jl 門の

設明が其の 数 を 増 し 中 に も 第 115 闘及第 116 闘

の如き河野間. 土の取[1ポールトの襲明は新興木構造

に新 l い道を拓いたものと見られる。ヂベル到つ

ては昨年より公告せられたるものでもお件を数へ

て居 る。

新興木構造は謹明狂の案出 l た架空えに斑論では

ないのであるから 、地に足を履み付け、 未曾有の

超非常時に封 い 吾等建築人の技術報園を全うす 第 1 1  5 圃

可き 一手段で友ければ友らえ主 い。

然L f 時代は如何に移行 l ょう共、経済的観拡を

離れた技術は賞用化せらる可くも友からう し 叉

拙劣で美的観駐を忘却 した建築技法では世に請け

容られる筈はない。

其庭で新興木構造は 、技術的に美的に叉経済的

諸鞘に於て従来の木構造に卓越 L てとそ始めて其

の将来性が確約されるのでは友からうか。

E 結 -

E

 

昨年11月披より 9 固にl [ T. 本誌の貨重たる紙

商に拙きー設 を蓮載賜ったととは筆者の誠に喜び

とする庭であるが、 もとより濃皐非才の身陀て理

論云々告書聾も高々陀銘の打たる可き研究ではたく

需に毎批印刷せられた杜撰友る論旨に赤面 l て居

る次第であ る。

殊 に参芳文献等種々 引用す可きも 、本年中は出

張多く 、其れ も殆ど 現場よ り現場と云った不自由

I X 3 8  

令 P

I  

E  

グ

。ｾ a  

、. 句、"'-'!_ 、 ー 品 川

:  .('-;-; ::.. (  

"" .. ＼Ｚ，，ｾＺ＠ ｾ＠
対r:" ，;t

、

、F

第 1 1  6 圃

完工場所での執筆の矯め、前後も重複 l 勝 ちで、且

参考窮民が手許に入手出来友かった矯め 、質環方

面も全く上とりのものに移った篠である。

其の問 、各方面で着々新興木構造の手法が地を

履み しめつ ι 質施せられて居る ζ とは 、誠に喜び

に堪へ友い。

恐らく新興木構造にも一定の規併と云はうか、

型式と云はうか、先つ'明治初平に西洋式木構造の

手法が惨されてから K ing pos t 或は Queen po-

st と云った小屋日が全 く日本化せられた様陀此の

新手法も日本化せられたく てはたらたいと恩ふ。

前k 蹴 陀伊藤氏は 79才の高齢にも拘らす¥鹿き

( 以下31頁lニ績< )



木 材 統 制 の 概 要 市 原 禰 太 郎

去る 7 月23目、 7 月例曾' 木材に闘する講演合4 を、株式合枇清水組大阪支底に於て開催

聴取者 10: 1 俗名に多大 の感銘 を奥へた。大阪府林務主任官市原鋪太郎氏御講演の速記録。

ただ今御紹介にあっ' か、りま した市原でございま

す。大阪府廊、にをりをして 、木材その他の林産物

の関係 をやってゐる ものでございま すO ζ れから

木材統制の概要陀つ きましてお話致し ますが、消

費者としての皆様方に少 しでも御参考にたれば幸

ひと思J のであります。

御承知の通り昭和16年 6 月 1 日より木材涜制法

が施行せられましたが、木材涜制法の目ざしてを

ります所は第ー に木材の計壷生産、第二に木材の

合理的友配給、第三十亡公1 f t ' ; : る慣格の准持、との

三黙に手帯着するのであります、第一の木材の計重

生産 につ きまして、木材貰制・告におきましては色

々の ととをf 規定してゐる のでありまするが、要す

る所は森林牧穫のf呆績といふととでありまして 、

換言致しま すれば遁伐にたらす¥しかして資源、の

死蔵にたら子、叉伐期の到来してゐる、詰り利用

的確の木材はとれを惜しみたく供出して国家の木

材需要陀鉱向けるといふととをもっとも計霊的か

っ合理的友らしめんとしてゐるのでありますo ご

の7問題陀つきましては 、木材消費者であられる皆

きんは宣接の御蒲係がございません ので、との程

度に致しまして 、次 K は配給の合理化といふ問題

陀つきまして申上げたいと思ひますo

木材統制・2台陀おきま す配給の合理化、換言致し

ますると、 需給の亘'1' 脅を期するといふ問題につき

ましては、まづ木材業および製材業陀到 しまして

許可信IJ 'c布いたのであります。しかしてとれに主

りまして木材の重黙的需要陀劃して優先的左配給

を致し、最少の生産費をもって木材の供給を行ひ

配給の合理的な庭置を講す・る 、換言致しま する左

らぽ、最短距離の配給経路を もってし、しかして

最少の経費をもって配給する 、かういふととに友

るのであります。か L る目的のため陀木材お主ぴ

製材業を新たに替まんとするも のは、すべて行政

長官、す友はち地方長官. 叉は主務大庄の許可を

要する 、かういふととに友ったのでありまして 、

本年の Ｕ 月 Ｓ Ｑ 日をもちまして 、Ｍ ｾ従来 の 木材業

者たらび K 製材業者は全部御破算とな り、しかし

て 6 月 1 日以降におきま しては 、新たたる形態を

もって 、木材業ならびに製材業が生れま して、今

申しました木材筑制法の企画致しまする所を遺憾

た く質現しようと してゐるのであります。

次は慣格の読制の苅題であり ますD 木 材の生産

が計霊的陀行はれ、かっそ の意給調( 系が国滑に行

ばれるためには木材の慣格が公E でな くちゃえにら

ね、 元来債格が不首l I . 騰貴を致し まする部面に封

しましては、却j もすると 不必要に物 が集中 すると

いふととは経済上の原則であらうと思ふのであり

まするが、か L るととの君主いやう陀木材の需給が

片寄ら えに いやうにするためには、 f買格を公正に維

持して行くといふととが絶望すに必要に相成って来

るのであります。今申しました需給の耳11骨をはか

に 慣格の公E を期し、 しかして最初に申上げま

した生産のす十異吋友賀行と 、その1呆捜といふと の

三つの目的を達成するために木材筑制安におきま

しては 、 日本木材株式舎祉友らびに地方木材株式

合祉を設置する乙とにえにつてゐるのでありま す。

日本木材株式合祉の主友 る仕事は、わが圏全般の

木材の需給の調整と 、債格の公E 、とれは[ 賃上各の

差をプ ールするととたよって 、債不の公E をはか

らうといふのが、 日本木材舎祉の主たる仕事であ

りま寸るが、 さらに日本木材舎祉陀おきましては

生産の計霊性えにらびにその保績の賢現のために生

産に必要友るべき資金および物資の調達、とれに

は製材機とか製材用の油、ベル ト、 或は事事務者の

衣類、地下足袋完t e色々あり ますが、それら物資

の調達配給K 営る のであります。もう一つの地方

木材株式合祉は . 地方的た木材の需給の調整えにら

3 9  I X  



びに慣格の公歪をはかる 以外陀白木木材株式曾枇

よ P費金の融通を受け、さら K 叉その地方的危賛

金を集結致しまして、地方的た木材の生産を行ふ

のであります。

御承知の通り日本木材株式合祉は、すでに創立

網舎を経て、各種の陣容を殆 E 整備致しまして 、

東京に本祉を有し、資本金 5 千蔦闘であります。

政府はとれに出資は致 して をりませんけれE も、

乙れが配嘗の保障をする等、政府と密接不敵の閥

係にあるのであります。わが大阪市陀おきまして

も、 大阪に日本木材舎祉の支庖が設けられまして

それぞれその奥へられた業務に活躍されてゐるの

であります。地方木材株式含祉は現在北海道に一

つあるのみでありまして、いまだその設置を見て

をらたいのであります。その代り現在は地方木材

舎祉に代るべき中該瞳 といふ形態のもとに各府鯨

たらびにその府燃におきましでも、地方的に林業

の集中 されるやうた y状態の所を直劃致 しまして、

各何 k 勝、木材株式含祉、或は大阪府林材株式含枇

等いづれも地方木材舎吐ではなく 、地方木材株式

合枇の中核穏と稽せら れてゐるものがあるのであ

ります。先程申上げました通れ木材統制法にお

きまして、木材業者は全面的に企業の許可を得友

ければ、とれを営むととが出来たい乙とになって

ゐるのでありまするが. 日本木材株式含祉友らび

に地方木材株式舎吐は現定の上におきまして 、そ

の許可の指令を要 し君主いのでありますO 許可友 く

して木材業友い しは製材業を営むととが出来る。

たほ木材業を許可たくして管 めるもの に道府燃え主

らびに森林組合及同聯合舎が農体大産 の。持別の指

定に上りま して附加へられ、現在乙の四つが特別

の許可 を受けないで、木材の生産ならびに奴賀す

るととが出来るのでありまするが、今さらに申上

げました地方木材旅式舎祉の中核盟の各舎祉は 、

いづれも 木材の企業許可を申請致しまして 、その

許可を得て各木材の配給生産等に携つて ゐるとい

ふ欣態に友ってゐるのでありますo

しからぽ乙の木材涜制の封象たるべき木材とは

いかなるものか、す友はち 日本木材 舎世えにらびに

地方木材舎枇およびモの中綾曾在、 ζ れらすべて

の木材合祉の克制封象とすべき木材の範閣は如何

かういふことについて御 説明を申 上げる 必 ｾｩｲＩｩ｢

I X 4 0  

らうと思ふのであります。と与で木材と申します

のは丸太. 村l角、投割、投角のごとき製材製品を

包含するととは常識上勿論異論のない所でありま

するが. さらにべ = ヤの寧板、或は合板、仕組板

下肱材、腕木、経木、とれらのもの はいづれも木

材統制法によって、その生産、配給、慣怖につい

て統制を受けるのであります。わが大阪市および

その5付近、とれを慣に都市部と申しておきますが

とれを大阪府木材公定償;絡第一地直と定め、との

地直におきまする地方木材株式含祉の中核舎祉に

相首するものは御承知の通れ今申しま した大阪

木材株式含祉で、ありますO 従ってとの舎祉におき

ましては、今申しましたすべての木材左らびにと

れを原料と して出来た樽丸、下駄、腕木、経木、

かういふもの L 集荷たらびに配給の統制陀携はる

乙とは申すまでもたいのでありますo 大阪府下に

おきまする公定債格第二直たらびに第三直 と稽す

べき大阪市を中心とする都市部を除いた他の比較

的農向付の部類に属すべき地域におきましF 設置

されてをりまする地方木材舎祉の中該植は、大限

府林材株式合l祉といふのがあります。と の舎l祉は

大阪府下におきまする木材の生産、配給1 i らびに

債絡等多くの木材統制に必要注る各種の業務を賀

行ずる曾祉であ ります。かくのごとくして木材は

生産、配給、{ 賀絡の統制およびその合理化の賀現

について一躍の機構は整備せられるに至ったので

あります。

ヨたにしからぽかくのごとき機構を通じて大阪市

にいか にして木材 が税制的友る供給、換言すれば

荷受および配給、慣柊の取扱が行はれるかについ

て申上げたいと考へます。

従来大阪市はわが閣における 最も大 き松木材の

集散市場であるととは 、皆様すでに御承知の通り

でありまして、最高時におきましては、丸太の材

積に換算致 して、大瞳 1 子高石の木材を集荷 し、

かっとれを消費し、叉 とれを配給 して をった ので

ありますO しか してとの 1 千高石のうちには米園

から斡/入さ れま した米怯その他のいはゆる米材、

南洋各地で生産せられます、就 11比島、ボルネオ

を中心として生産せられてをりましたいはゆる南

洋材および樺太、北海遁のごときわが植更地方買

において生産せられましたいは ゆる移入材、 Jとの



他戟鮮、華湾、満習ii 等に多少生産せられましたも

のも入 荷致しま すと、内 地各府ｾ孫 の生 産に か与る

各種の木材が合されま して、 先程申 しました 1 千

高石といふ大量に上ってをったのであり ますo そ

の後i践を存の進展に連れま して轍入がだんだん困雑

に た れ 米 材、南洋材等の入荷は念角度を もって

減少数して参ったのでありまず。さ らに叉植民地

の樺太材を中心と する移入針葉樹にお きましでも

ー舶腹の不足等に よる職活の困難、ゑらびに生産地

における森林の開設. その他生産上の種 k の要素

における障碍等のためにとれ叉非常友る減少を示

しまして、わが大阪市場におけ る木材は、専ら 内

地材に依存 したくてはその運営を完全に行ふーζ 止

が困維であるといふ情勢に立至ったのでありま

す。最近にお きましては封米軍拡守によりまして米

材は一本 も入って参りません。叉ラワン、チー グ

其の他各種のい はゆる南洋材友る ものも、 産地が

交戦地域 と友りま した開係上、わが皇軍の勇戟奪

闘の結果、 とれを占領地域と してその支配下K 置

かる与に至ったのではありまするけれども . 産地

における生産事業は殆ど鹿止の j伏態陀あるといふ

風に伺ってゐる のでありますD よしんぼ乙れを出

材されると致しま しでも、御承知の通り胎舶の不

足は到底木材のごとき容積の大きえに割合に償絡の

低いも の L 職迭を許さ友いととは常 識上 凡そ判断

がつく所でありま して、 乙れら南洋材も目先の 目

透 しと 致 しましては期待することが出来たいと い

ふj伏態にたってをりますo 満別材、蓋・灘材、朝鮮

材・等につきましては申すまでもたいととでありま

せうが、とれ叉その姿が殆 E 市場から浪 したの感

があるのでありま す。樺太材、北海道材の針澗葉

樹 につきま しても、現在の生産地 K は比医的出材

が出来て ゐる所もあるや う友乞とを きいたのであ

りまするけれども 、ζ れ叉姑舶の苅係上、大阪市場

に乙れを求めるといふととが至雑左状態にあると

とは 、皆援すでに鐙験せられてゐる通りであり ま

す。従ひまして現在における木材の冶源は内地の

各府;鼠の生産、たらびにきはめて少数でありま す

るけれども 、最 も確貫で手近な ものは大! 庇府内の

生産 ;乞か L る木材であります。とれら の木材を大

原市場に荷受致 しまして、大阪木材舎祉の子に よ

って配給される 、かういふ乙と にたる のでありま

するが、昭和16年には丸太の換算材積で大種 8 百

高石の木材が入荷して をったのでありま す。 ζ の

中K は惰性によって入って参りました職砂入材も

多少含んでをりませうし、 叉とれがストックの消

費規E によりまして持越さ れた ものも包含 してゐ

ると考へるので ありますが、 8 百高石といひます

と、相官多量の木材が入手出来た といふ結果にえに

払 各 内 地 の 生 産 に か L る木材が大部分を占めて

ゐる数字として考へますのに木材配給の業にあ

たられた業者各位が、かくも 多量の木材を集めら

れたといふととにつきま しては、私共 と敦しまし

て大いに敬意を表してゐる次第であります。との

大量の木材を入れるについては徐程の苦心をせら

れたと考へ ます。とれに封しまして本年 ( 昭和17

年 〉はいかにたるかといふ問題でありまするが.

本年の木材の入荷 につきま しては何人も 的確な る

見透 しをつけ るととは恐らく困難で、あ らう、かや ・

うに考へます。しかし友がら農林省、にお きまして

はー感生産地に劃しまして生産の割営を命じ 、大

阪市場に供出すべき木材の最少限度の数量を指定

してゐるのでありまして . との数量はまだ正式主主

通知 陀は接 し友いのでありますが、大骨畳間〈所に

よりますと、丸太材積に換算数 しまして 5 百高石

とのととであります。 8 百高石が 5 百高石K 減す・

るといふととは相首た減少であり ますが、しかも

との 5 百高石 も産地の生産事情、たらびに公用材

の生産地十亡霊草する 護注等の現況より推察致 しまし

て銭程の努力を したければ. との E 百高石の入荷

を確保するととは困雑念問題では たか らうかと心

配してゐる のであ ります。 とのとと につきま して

は、私共及ぼ十友がら大阪木材株式合祉の 各位 と

協力致しま して、出来るだけ ζ れが確保に努力致

すつもりでゐるとと をとの際特 に皆さんに申上げ

たいのであります。

さてしからば皆さんと直接御瑚係のあります る

建築用材は 、どういふ J伏態であったかと申します

と、昭 和16年支にお きまして 8 百高石の木材のう

ちで、大韓建築に向けられたと 思 はれる数字は44

% に上るのでありまして‘ 約半分に近い数置が連

築材 として使用されたといふ調査の結果l ' C7: J : つて

ゐるのであります。昭手r.14年にお きましては 3 9 %

15年が35%. H 年が44%. ζ れ らを引括めて大 医
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に入荷する木材の40% は建築材として消費される

と 推定 しでも 首ら す・とも遠からｾる 数字であら う

と考へる のであり ます。 しか し昭和17年 におき ま

しては . 今申しました 5 百高石のうち4 0 %の数量

を建築材に向ける乙と が果 して 可能であらうかと

いふとと を非常に心配するのでありま して、 今日

の木材の需要のj伏態から見ま すると 、各績の軍需

闘係材包装材料モの他器具機蛾等 l- c 相官霊知的な

見方をして配給しなければ友らぬ ものが相官多数

に見受けられるのでありまして 、4 0 %の盤 量を建

築材料として向けるととは相営至維ではないか と

申上げるの ほかえにいのでありま すo しかして建築

界 における貫情と申 す ものは 、住宅建築の制浪、

その他他の建築資材の配給雑t のために従来のご

とき 建築事業を強; 想すると とは出来たいと致 しま

しても 、 もと もと縮瞳の数量において 3 百高石の

減少を見、かっそのうち占めるべき比率において

さら 1'C4 0 %を下廻 るのではたいかと いふ ζ とが橡

想さ れる現欣にお きまして、 建築用に仕向ける べ

き木材の数量は、いかなる程度の減少を見るか と

いふととは 、凡そ皆様御患家がつ くのではたいか

と考へるのであります。との減少の程度は主主楽量

の減少に比べ まして 、さら にそ の程度が高いので

はたいかと考へる所 K 問題がある ので、るりま す。

ζ の木材の不足 をいか にして克1[( して 行く かとい

ふととは 、結局において木材の消費者が消費の境

E をするといふとと を第ー に考へ怠ければ君主らぬ

ζ とは申すまで もたい のでありま するが、さらに

又一聞においては木材を使ム上におきまして、乙

れを最も合理的 K かつ重黙的に使って、木材の消

費去I l l E は木材を消費する もの、 えにらびにとれを使

用する もの、との雨者が協力 して 、 とれを徹ま的

に研究.'OC行ずるのでたければ、かく のごとき木材

の供給減を乗切るととは . ますますも って殺 しく

たるのではたいかと思ふのでありますo 皆さんは

多年の羽 各種の建築に闘する色々の御座捻をお持

ちにた れ かつ御研貨を重ねて参ってをられる の

でありまするが、さらに本年は木材の消費につい

て特段の御研究 を願ひまして 、以上申述べま した

木材飢飽を乗切 る、 しかして最もその利用回値を

高めるやう、詰り 合理的た消費現主について さら

に一段の御研鍵をお頚ひしたいのであります。
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次 陀木材の形質の問題について附加へて申上げ

ます。とれは常識的に も大躍 において推定出来る

所であり まして 、従 来使ってをったごとき長材を

使ふととは生産地の各地の事情より考へま して困

難であります。それで長材を使へ友いといふとと

をお考へおき願って 、従来機自 の友い長材を使っ

たものを短いものを稽き合 して使はたくちゃ友 ら

ぬといふ場合が優めて 多 く友らうと思ひます。又

産地陀ス トツクされる期習が輪選の調係上、比較

的長く友るととが猿想、される所より致 しまして、

木材の生産より消費までの期閣が勢ひ延長されて

参り ますから、その潤 におけ る天然の被害 を受 け

るととが 多いのであります。詰り腐何蟹巴喝の現

象を見る場合がより多 くあるだら うと思、ひますD

さらに又人需の被害えにらび陀虫害等木材 の浪傷が

少くとも減少する のでな くして、多 く友るといふ

見方がE しいと思ふのでありまして 、 とれら の凋

係のみより致しましても、木材の形質は低下する

ととは否定出来ないであらうと考ｾるので ｾ� ま

す。

次 K 樹種の調係でありまするが、装飾的友意味

K 伎はれてをった木材と 致 しまして修 、 しほじ、

楠お よび樫のどと き特樋の; /品l葉樹の種類 i-c射 しま

しては、 とれは三得材以上で、大形のものは軍需

やよび胎舶、車輔用材以外には使ふととが出来な

い とい .Jr 指定が行はれてをりま して、 とれを一般

建築K 向けるととが自由でえにいのであり ます。と

の ととにつきま して も、 E象め沿含みお き願って.

木材消費の合理化f ' C- J ! まの御研究をゐ願ひ致した

いのであ ります。

次には木材の慣格のととを少し申上げて見たい

のであり ますが、大原市部、換言致 します と木材

公定慣伶第一地直に 入って参ります木材は 、先程

度 k 申 しました 通 れ 大 阪 木 材 舎 祉 が一元的陀と

れが入荷を取扱ふ のでありますが. その入れて参

りますi時の (買，浴は 、産.tt1!. の設騨渡国俗、乃至は大

阪の着騨で貨車載せ償浴、 とれ以外 K は大限木材

合i祉は買ふととが出来ないのであり ます。とれに

聖母 しまして皆さんに供給する憤絡は最終11i 賢i賀修

一本であ ります。と のととは従来の取引上の観念

から致 しまして、多少奇異の感を抱かれる方も注

いではたからうかと思ひますq 詰り従来自分が最



終消費者であるといふ人が購入される慣絡と、中

間消費温程f C : Jなける購入債権は商業道 徳上と申し

ませうか、取引の慣習と申しませうか、必予しも

同ーの償協ではたかったのでるります。詰り中間

消費者過程の入手される木材関僚は最格消費者の

入手される慣絡よりも常 1'1: 安債であったといふの

が常態の様でありますo しかるに今度の木材憤怖

の筑告IJ の建前から 、中間消費者温程であらうと、

最最多消費段階であらうと、苛くも木材の消費者で

ある限りは最終版貰慣絡 をもって買取らねばなら

ね、かういふ建前に相成ってゐるのであります。

以上とれを要するに木材の問題 K 闘する限り 昭

和17年度にやきましては 、 その数量が極めて大幅

の減少を致すといふとと、次は樹種が窮屈に友り

かつ形質が低下する 、第三 に最終販賀償絡でお買

取り にたらなければ友 らえにい 、かういふととにな

ぞって参 るのであ りまL て、何れの黙 を見てゐま し

で も、非常 に窮屈なととに友る ため、皆 さんに劃

しては極めて不愉 快た とと が多いのでありますD

筒頭陀均 しました木材 読制法の狽ひ所は、木材の

計壷生産 と需 給の:1l1滑 な らびに慣持 の公E といふ

とと を建前] として出張 したといふに も陶 らす¥そ

の結果たるや. 今申しました三つの木材統制法の

趣旨とは違った現象の結果を見るかのどとき感が

あるのでありまするけれ ども、しか しながらとれ

は一面f C: Jないて木材託制が まだその端緒に入った

のみであって、本格的にその運営が致されてをら

友いといふ過渡期f C: Jないてはやむ を得友いのでは

友いかと恩ふと同時に 、われわれが窮屈であると

か. いムとか悪いとかいふと とは経済上の問題に

闘する限りにおきま して、われわれが長年の閣層

はれて来 ましたいはゆる自由主義的危経済思想の

影響 を多分にもってゐるからでありま す。かくの

ごとき思想的友根抵 を一度 に梯拭するととは中 k

困難で、あ れさういふ思想的友問題 も手体 ひま し

て、色 Jその黙につい て窮屈不!更 といふととを特 に

痛切 に感守る次第でありまするけれども 、やがて

は木材統制も軌道に乗 りま して凶滑主主動 きを見、

かつ叉統制経済そのものがわれわれの腹の底 陀 し

み渡って、じか して園家の要求、園家の意思が木

材産業の上に反映するといふととが的確明斑にな

った暁にお きましては、皆 さんも 共に喜んで・、と

の木材統制の運営 を見守 るといふ風 にたって来る

と確信するのであります。甚だ取りとめも友いと

とを申 しましたが、私の講演は乙の程度で移る乙

とに致 しますo ( 拍手 〕
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でありま して、前者に比べてもちがい L とは申し

ませんが、負撤耐久共 lて相首にあ ります'0 だから

かういふものは止む たき場合陀は雑木の 床板で代

替 さすと考へて頂 き度い と思ひます。

現買の上で叉さう 鑓更 されて建築費等の上から

却・って非常 K 喜ばれた向 もあるのであ ります。な

ほ叉幅の如き た致 しましでも 、 よくこれは 3 寸た

くちゃいかんといふゃ う友注文があ るのでありま

するが、それを 2 寸 5 分のもの に慶へて 、その皐

校の床板 を調達してやって 、最後は喜ばれたが、

中k 骨が折れた事例も持って居ります。 どうか設

計をなさ る際に は樹種の窮屈といふ叫τ 立立に寸法

の上からも 御注意をお願 ひ した い。かうしてお互

にとの足 らえ工い時局 をうまく切抜け て行きたいと

思ふのであります。甚だ粗雑ら誌を申上げ、叉手

前味噌ばか り並べ立て L 桔慎みません次第であ b

ますが、私の話はとれで怒り と致 します。

〈拍手〉
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大阪市に於ける木材の供給に就て 白 石 英 夫

去る 7 月23 日、 7 月例曾 ク木材に閥ナる講演曾。 を株式曾最士清水組大阪支底に於て開 催、勝

取者 100録名に多大の感銘を奥へた 、大阪木材株式曾祉専務取締役白石英夫氏御講演の速記録

只今御紹介にあっ' かりま した大阪木材舎駐専務

の白石であり ます。私は元来木材其のものより も

樹木を育て 、樹木から木材を生産するといふ方面

に多チの間携つてをったものでありま して、今夕

は皆犠の やうた木材使用に非常た経験をも って を

らる L 方 k と、木材の もつ特別の性質、木味、内

地の各樹各木のもってゐる性質から見て 、そ れを

遺憾たく使ふといふ問題について 、しっ くりエン

ジユヤ的に話をお交 したいといふのが私の根本の

治願ひたんであります。所が現在の j伏態は左様えに

とと者といってゐるのを許さえt い事情にあるのであ

Pます。いはば皆様はさだめし大阪に於ける木材

のただ一つの販買業者であ る私共大阪木材舎枇が

現在どういふ風 K 進展 してゐるかといふととに封

しまして多大の御開心をもってゐらっ しゃると思

ひますので、本日はそのととにつきまして、まづ

大統の会話を申し上げ、細か しい事柄 は話が最多っ

てから皆様から 気のついた黙をお聴き願ひま して

との大大阪の木材需給の図滑をゐ互に研究 し助け

合って行きたいとかう思ふも のであります。

木材は従来ど ζ ピで、もあって自由に使ふと とが

出来、すべての もの L 代用品が木材であると思ば

れてゐた 、それ程普通的 i乞存在してゐると 3 れて

ゐた木材が、との雨 3 年来非常に窮屈に主主つて参

りました。とれにつきましはくどくど しい原因を

申上げるまでも主主〈 、先程から市京大阪府林務主

任官殿から色々ゐ詰がありましたやうに 、と に角

湿;窟はどうであれ現買の問題と して木材の窮屈と

いふ ζ とがわれわれの眼前に大 きく 現はれて参っ

たのでありますo その上陀金属を回収すれば. そ

の代 りは木材をもって使へと ¥io..$- _風に、すべて の

もの L 代替用として木材が引観き非常に要求され

て来てゐるのであります。 ζ れも現在の園策の上

で如何ともたし難い開通で ih!? ますので、乙の窮
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屈である木材を如何にしたたらば、図家目的に副

ふやうに使用するととが出来るが、如何に したた

らぽ、とれを其の目的に配給 し得るか、とのこつ

が私共及び皆様の間陀課せ られた大きた課題だと

信歩るものであります。従来大阪には約 2 干に垂

んと する木材業者があったのであります。本回 そ

れら業者を統合 して一つの木材舎祉に組織したの

でありますから、一面短かい 目で見ま すと、 業者

が少く主主ったから、木材の窮屈さ が増 したんち‘ や

たいかと考へる人が友いと も限らんのであり ます

然 したが ら事情は決 して左様たものではないので

るります。私共を してい はしむれば、 とれが窮屈

にたったか ら、 との統合をやら友きや た らぬやう

にたって来たのだといふ事情にあると思ふのであ

ります。かくして従来の 2 千の業者に代って一つ

の木材舎祉が従前よりもよりよく 皆様に便宜 を去

はかりしたい、かういふ信念の もと陀務 めてゐる

もので ありま して、との黙に つ きましては何卒何

諒解の上御後援をゐ願ひしたいので あります。先

程主任官殿から今年の 5 月初日限り従来のオc材業

者、製材業者が慶業にたりまして 、新しい形でそ

れを稽承した事業が謹足 したんだといふ会話がる

りましたが、ま乙とにその通り でありまして 、大

阪に4ないて許可を 受けました木材業主は大阪木材

曾枇であり ます。又製材業者は大波新製同工業組

合たんであります。私共木材業者と乙の製材業者

は車の雨輸の如く繭々相まっ て皆僚の霜委に副 ひ

たいといふ考へのもとに相進んでゐるの であ りま

すが、しかし友がらと. l . 1 ' C 御注意をお願ひした い

のは新しく蛮足 した製材業は奮製材業と比設 しま

して性格が違ふといふ鈷でありますD

従来の製材業は製材といふ工業 を営み、友ほか

っ出来た ものを需要者 K 販資するといふ商業的方

面 まで行って をったのでありまするが、現在は ζ



の工業の部吋と商業の部門が判然と分れま して、

商業の部門に嵐する ものは大阪木材合祉の方 K 属

して来たのであります。であり ますから従来製材

業者から木材を直接ゐ買取にたってゐた商行震は

出来危く左りまして 、大阪市陀お ける木材の買取

は大阪木材合l祉以外 K 沿いてはどとでども出来な

くたったのだと御承知預ひ度いのであります口大

阪 陀ゐ ける木材の供給が、ただ大阪木材舎枇一つ

に主主ったといふととは、何だか皆様陀非常に不自

由に思はれるか も知れませんが. 私共は皆様に不

自由をお奥へ し友いやうに進みたいといふので、

日夜機構の整備に努めてゐるものでるりますo 木

材統制 法が出来て 1 年後にはかう いふ風にな ると

とはわかり切っ てを ったのでありまするけれども

その』習におきま して各種の事情のために準: 備が充

分に行はれ歩、ゃうやく 5 月31日の長総を目艇に

控へて全閣の捜構が形を整へるといふ状況にな っ

たのであります。

大阪木材合t祉にたきましでも 、 5 月14 日陀創立

総合をやり 、 6 月 1 日から，営業を開始したのであ

b ますD が然しかういふ仕事ははじめから判を押

したやうには中々進行しませんので、未だ皆様に

劃して十分御希望に副は友い鈷があるかも知れま

せんが、皆様に劃する只一つの熱心主主E 直主主供給

者であると して立涯に育成してやらうといふ会考

への もとに暫くの御辛俸をお願ひ し、た ほ叉御宿

導を沿願ひする次第でありま す。

かやうにしまして私共 6 月 1 日に営業を開始 し

ましたが、その閣の準備期羽が主主かったた めに、

まづとりました方策は、従来の業者のもってを

りました手持品の便宜庭理と いふ問 窃 で あ りま

す。、乙 のととにつきましては、従来の業者が営業

が友くたると同時に、その物件を買取ってしまっ

て、一元的 Y亡舎枇から需要家に. ; f ; > - 渡 しする といふ

のが最 も明溌に して最も簡単友方法主主AJ でありま

するが、先程申上げましたゃう友事情にありまし

た L めに直ちにとれを行ふととに封 して手不足を

感じ、 1i. ほ又従来の業者が折角 もってをられたも

のを販賀する 陀つ きまして、既得植を傘重して利

径を少しでも増加 してや りたいといふ ととも考へ

られまして. と 与に一つの暫定的廃理期現を設定

したのでありますO 設定 したと 申し ます と、調新

のやろ でありまするが、此れにつきましては府の

御宿導を仰 き、農林省、と御 私道を 耳目ったりしまし

て、いは ゆる政府首局、府営局と一貫した方針の

もと K との整理期羽及び方生を設けたの であ りま

す。との整忠則羽が 8 月31日までピありますが 、'需

要家たる情様の閣には ot - 給の容態からして 、ζ の

閉まだ各個人が認 められて営業が続けられてゐる

やうに誤解 にたってる会方があるかのやう K も簿

聴してゐるのであ P まするが、決してきうではな

いのでありまして. 皆綴方} 亡供給してを ります手

持材は悉 く合枇が業者から販賓の委託を受けて合

枇自身が ζ れを皆篠に供給してゐるのであれた

だ従来の業者がその閣 に立たれて舎枇 ，亡収資先を

御沼介下さるとか、或は委託された人が収買を有

利 K 導き、自己利谷増加を 考へられまして 、従来

の業者の会方がその潤 合世ｦｌｾ討 して御 ｭ 勢を下 さ

ってゐる次第でありまして、決して各業者の潤入

管業が認められてゐる筋合の ものでは 友いので あ

ります。との期閣は 8 月31日に完了致しますので

それから後は極めて 明濯に皆様と舎祉との潤に会

取引が簡単に出来るととに取運ぶ もの で あ り ま

す。次に手持品で、た し 従来の業者が皆様 K 劃し

て行った供給契約の履行残の庭理についてでるり

ますが、 ζ れについては 5 月31日限.り従来の業者

は自分の営業許可が左 くなる乙とは 1 年前からわ

かつてゐた乙とでありますから 5 月31日以後にお

いて供給するととを御約束申上げた契約はまづも

って不能契約とも見られる課合であります。しか

し友がら 5 月31日までに皆篠に納入するといふ契

約をしてをりたがら 各種の事情のためにそれが出

来なかったといふも の もあ るわけでありまするの

で. 私共の方たたきましては契約を出来るた・け傘

重致しま して、事情の許す眠り乙れが履行を稽承

しまして、需妥家諸君に御迷惑をかけ友い 、需 E

家諸君の計霊を狂はせたいといふ方針をとってゐ

るものであります。かういふ還合で. 乙の暫定期

聞におき まし ては 、よ見に舎世自身が築侍したも の

を市場 K 出 してゐるものに委託を受けて、奮業者

の援助下に販賀 してゐるものと二つのも のがあり

まじて、何? でか皆様から見られま したたらば. i昆

凱を してゐるやうに見えるかも知れませんが. と

の木材の 供給者は舎t社一本で、あ ると いふ建前に は
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少しも費りは左いのであります。しかも外観的に

も混 ｾｌ をしてゐるやうに見えるのは、 も う来月 一

ばいのととでありま して、あとは先程も 申上げま

したやろに極めて明朗た 1状態陀たる確信を私共は

もってゐるのであります。以上が現在の手持F 品に

劃する 庭理の状態でありまするが、その次に現在

の合祉の集荷の状況た らびにそ の見透 しにつきま

して、少しく申上て見度いのであり ます。此の事

に就きましでも 先程主任宮殿から お話があり まし

たが、私共の方から見たととをちょ っとお話 申上

げておきます。

もともと大阪市直内陀おきまする木材の取引は

申上げるまでも た く全園の花形であったのであ り

まして. 殿盛 を怪めた時には金高にして約三憶闘

右数にしました えにらば八百高友 い し 千寓石と い

はれてゐるのであり ます。かういふ状況であった

のであ りま するが. さきのお話のやう陀職入は友

〈たれ 各種の供出材が増加して参りましたため

内地の増産は事買の上において現はれてゐるので

ありまするけれども、此等の優先的陀とられるも

のが山積 してをりま す結果、市場に流れて来るも

のは甚だ心細いととにたって ゐるのであります。

従来大阪に材木が足らんから途ってくれと いふと

とを申上げると 、何かしら産地の方では大阪の材

木屋が儲ける種が友 いためにさう いふとと をいっ

てゐる 、あたかも材木屋のために材木を出して く

れといってゐるごとく誤解されてをった向が多い

僚でありまするが、私共は その結につきましては

大阪に木材を寄せる，といふととは皐友る大阪木材

会祉の利益のためではたいんだ、生産都市大阪の

ζ め生産をどうして維持するか、もしも 木材と い

ふ一つの生産原料が不足した L めに ζ の大阪の生

産事業 l- c 差支へを生十 るととがあったたらば、日

本の園策の運用上多大友支障を来すぢやたいか.

それとモ大東亙共祭閤設立の大障碍になる、産地

の方A' f ' ( . 大阪材木舎駐の利益を増すために逸れ途

れといってをるんだといふ偏見を檎て L 戴く乙と

を衷心から御頭ひして居 る、 返す返すもわれわれ

は大肢の生産工業の原料に支障 を来さ しめないや

う非常お心配をしてゐるものだから、どうか地方

におい て節約される限りの木材を節約 して、さう

して大阪の園策生産工業のため 陀逸って貰ひたい
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今は工業の分布欣態がい与の患いのといってゐる

やうえに時節では主主い、 E見貰がか うだからその現買

に遡躍するやうに努力をお願ひしたいといふとと

を各産地方面に参り ますたびに申上げてゐるので

ありまして、 各方面と もそ のととは諒解 して下さ

るや うた気がする のであり ます。昨年の事であり

ますが、或る産地で どうして も製材してで友 けれ

ば出さ んといふ ととを強く いひ張ってを られた と

とがありました、一方、米材の職入がえにくたりま

して、とれた代 るべきものとして、どうしても素

材のま与大|岐に 出して戴かたければ造給、車楠 と

いふ ゃう在最も緊急: を要するもの L 製造工業に事

蹴ぐといム j伏態に陥る のでありましたから 、産地

に参りまして右の事情をよく申上げ諒解を得て .

相首の量をとちらへ廻して貰った例もあるのであ

ります。皆様も産地の方においでにたりましたな

らば、工業都市大l坂の ために出荷して下さるや う

にお願ひをして裁きたいのでる りま す。政府にお

いても 産業都市の必要資材准持のため 陀都市の集

荷には非常た霊力を梯はれ、各産地に御通喋して

下さったり或は婆路の方 k が出張して 、そ のと と

をおす L めして下さったれあうゆる手段をと っ

て戴いて ゐるのでるりますD が しかし色ん友状況

は如何 とも し縫い調 係にありまして 、先浬主任官

民主から申されましたやうに 、ゃうやくにして素材

にして 5 百高石が大阪に割営K なるであらうかと

いふゃうえ主 j伏態 にたってゐる のであります。 しか

したがら以上申上た欣-況から考 へると、此の量も

如何かと非常陀悲観した j伏態陀なるのでありま す

るけ れども 、産地の方を廻って生産に首って居ら

れる方 k とよく 話を して見ますれば、さうさう悲

観ばかりしてをるのにも賞ら友いと いふゃうえに気

分も起るのでありますo 緊梅一番ますます各生産

地に諒解を求めて大阪都市の性買を諒解して賞つ

で消費規制 をして出して貰ったならば、或 る程度

緩和せられ得るものと信じて居りま す。

かういふ状況でありますために 、政府は計書生

産と計霊配給に方針を立て L をらる L のであり ま

して、その計霊を1 ' { 行して行くものは取り も直 さ

歩生産地府! 阪にある林材舎祉と 、都市の配給貰髄

であ る木材舎祉なんでありま すo ζ の間に色ん左

中間物が介在する乙とは却って統制を索す恐れが



ある、かういふお考へが政府む方陀も ある事: は最

近 各府，[ 深から出されました 各府Ji 係令によって定め

られた木材生産統制現，t lj の施行細則によって私共

は推察するものであります。との府; 隊令は各府

併におきまして多少C 差は見らるムのであります

るけれども、そ の骨子となってをりま すととろ

は各府! 隊内l ' L おきます所の木材の版賀、そ の府高

への移入、又府J隊よりの拶出には府;l原の指定さ れ

た所の統制機調を限って首らせると いふととたん

であります。でありますからもしも皆様が各生産

地にお出掛けに友りまして、自分で・木材をお買上

にたりましで も、そ の買上げた! ! 深から出してそれ

を使用する府，協に入れるととは不可能とは申上げ

られんかも知れませんが. 何かと煩墳な手績がい

れ 或はそれが不可能に移るかも知れないといふ

恐れがあるのでありますD 折角かうした政骨の方

針に則った統市 ｉｊｾ 商が出来てゐる のでありま すか

ら、 ζ の統制強調から入手するとと K 皆俵は方針

をお決め頭ひたいのでありますD との諜ついでK

申上げてお きまするが、 5 月31日前 l ' L 各木材車要

者が生産地で買うて手持してをられました所の材

料を大!阪 に入れるととにつきましては、私共曾祉

のものとしてはその方 k の心を酌みまして、 8 月

一杯までは出来る隈りの痩宜をおはかりして、と

ちらへ入れられるやう方針をとってゐるのであり

ますo 6 月正日以湾 にお きまして、統制J J j 針を無

視してお買; 付にたったものに封しましては 5 月31

目前からの手持品と同 専の取扱ひをするととは.

私共は考へてはゐたいのであり ますD

ヨた陀需要家の皆様 としては、然らば俺 E もがい

る品物を調達するのにはどうした手観によって曾

祉に申込めばよいか、どうして入れて呉れるかと

いふ乙とが亘 ぐさま出て来る問習であ るた毒ひあ

りませんが、とのととにつきましては私共含J祉に

おいて各需要筋、例へば官公街を封象とした所は

官公需部、軍の需要を封象にした所は軍吉郎、合

板 を奴資する所 i乞は合仮部 、悔材、椀木その{ 也持種

の材を取扱ひます所 には特殊材部といふゃう友部

門を設けて、各々その部門のものを取恨つてをり

ます。又一般民需をI :t%¥!と したも のは、今の所大

阪市内 には大嘘苦手察直域を寧位として 39，その他

に41，金聾で約8 0 DA反賛所がr設置されてをりま す

木材が一般民衆の必需品である胃係上、いつどう

いふ入用が起るかもわからないと いふ調深か ら、

是等販賀所には相醤の量の木材をおいてー殺人の

需要に事融か友いやう K と計壷を立て L をり ま

すo 今の所未だ舎祉の持材が十分に集まりません

ので、思、ふにまかせんが、原則と してはさういふ

考へをしてゐるのであります。それでも し需要家

の皆様の建築資材が販賢所で求めら る与くらゐの

簡単友ものであり ました友らぽ、その長寄りの1 &

賢所でお求めを願ひ、その叛賢所でとうてい滑に

合は友 いやう な大量のも のであると か 、五立は持別

の材料である名木専が必要だといふやうなととが

ありましたならば、舎祉の本部、或は叉針葉樹、

澗葉樹といふゃうた部門はそれ等の大口のものを

聞 に合は すス トツクが保有しである所であります

るから 、針葉樹部、i間葉樹部、或は名木頭1i. らば

特y %材部の名木課に御交渉下さいますれば、つね

K 聞に合ふゃう友; 伏憩に友って居り 、その 他何か

不明な黙がありま したならば. 白髪橋の本祉の繍

務部に電活を下さ いますれば、直ちにお答の;品来

るだけの準備を してゐるのでありますo

最 2をにお頑ひしておきたいのは 、先程主任宮殿

から出種の窮屈にえにつて来る乙と 、品質の低下と

いふとと陀謝する御注意がありましたが、まさに

質地に営りましでも 、その湿りでありまして 、従

前木材が自泡にあった王寺のやうに務手足盤の溺種

並陀寸法の調達は今では許されぬのであります。

どうか御没計になる場合には出来合ひのものをも

って首鼠め出来るやうにお耳目ひしたい 、就 ヰコ種;認

の問ｾにつきましては 、 代用のもので閣に合ふ所

K はきっく限ら友いやうにお頑ひ したい、- J1J を

申上げまする友らば、 とのごろ 床仮といへば、殆

。。

んど崎、ぷなに限 られてをりまして 、ど の仕様書

を見ても 、之れ K 限つであ りまする が、現在の賞

。。

情ではぶ友 、楢の床板は幾ら tf T : へでも或 る目的を

もった所の需要に感 じ切れ友い情勢であります、

。。

従って私は図足感授の連築友どにはぷ 1'1:. や績でな

く雑木の床板で結構だといふととを確信 してゐる

。。

のであります。ぶ友 、織の設計書をもって買出 し

に来られる付の方- ' < l ' L 雑木を使ひ友さいと す L め

ましても 、中k 承知友さらんのであります。 しか

し園民事誌の子供が踏む未佼ならば、雑イミ で結律事

( 以下43頁へ績 く)
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康守 記

号聖宣h 垂F 霊

草邑 事長

時、昭和17J:手6 月28日の日曜日午後 2 時を期し

て、本舎剖立!!5 :手記念事業の中、尤 も重要事項の

ーたる、ｾ 往 ＲＵ ヶ年に於ける物故舎員の慰霊祭が

大眠中央公会堂にて 、いと も厳粛慢に管まれた。

寄託遁われし夜来の雨も各霊の加護によってか、

今日は 全く晴れ上 れ 公園街路の樹々も絵色濃き

中之 島此庭公舎堂 Ｓｾ 皆の舎場には 、 定亥 ｦｪ 前既に遺

族及来賓各位を以て充たされぬ。

之より 先、設備及式典係委員は営 日早朝よ れ

駕友其他を餐働して準備おさおさ怠り友く、庶務

接待委員や事務局等の舎員の出場と共に、表玄関

及舎場入口受付¥頭り品所、休憩室等蔦端の用意

相整へ、一同威儀をE して所定の位置につき 、来

賓及参列者の到着を待つ。舎場清浮に して粛然.

式典の気場内 K 横盗、午後 1 時早 くも孫に手を曳

かれた浦未亡人休憩室に誘はれしを初めとし. ヱ

レベ ーターの昇る度毎に蹟を接 じて 到着され、孫

や嫁限 、或は家族陀、いたわり件、はれて受付係漸

く雑干与を極む。受付係にては 、記章 ・次第書 ・参

列者名簿等を渡 し、叉参列者に署名を乞ひ、後日

の記念とされたり。

かくて定刻15分前に接待係の案内に て、遺族一

同式場に参入. 一般参列者並陀井上副曾長以不委

員亦之に績き、夫 k 設けの席につく。

舎場中央に 、しつ らへられたる祭壇は 、時局柄

質素を 旨とした簡組友飾付は、委員の心遁りも察

. しられて、却って荘厳の祭器り遺族の感慨もー唐

深く見受けられた。

叉、祭壇横のお供へには 、協舎心蓋 しの乾物鵠

賞白の餅・生菓子等うづ高く積まれ、委員の吾 k

も梢費奇異の目を見張りぬ。

聞もたく伶人着席、荘重たる奏繁の昔陀つれて

祭主片岡舎長先導の下に粛主天満宮 k 司以下紳官

繍 k と参入、所定の席に着す。

t X  4 8  

式典委員 尾 畠 清 四 郎

I E2 時、大和書記長司舎、荷主慶裡陀宮城造奔、

皇軍将兵の武運長久を祈れ併せて護閣の英警に

感謝の念と 傷兵の一日も速 に快癒あらん事を祈念

して 園昆蓑澄を移れば. 佐，露式典部長起立珂式を

告げ、之 より式典に入 る。

擁て紳官おもむろに起立、修放についで、降耐の

儀厳かに取り行われ、績いて海の幸山の幸く さく

さの献鍵を移れば、一同起立敬雄の獲に菊主I祝詞

を奏し奏 る。

祝 詞

浪速の八十島の中之島に曾 k 理建つ中央公食堂

の庚聞を今日 の祭場と撰定めて紳簸刺立て招き奉

り粛ひ奉る言巻ど忌 し L き建築協舎 k 員E 三位菊j

二等工率博士武田五一外二百八十七の命寧の霊の

御前に謹みて告け申さく

石の上古りにし御代より蒼生の住むへき 家居は

一 日片時も無くて生くへからさるものから奥山の

三狭寸狭に生ふる木を持参来て粛桂と期り立てム

草の葉もて葺きならし葛目引結ひて建築き雨宮容を

凌き しより家主嵩の業は日に異に進み禰聞けに開け

て今θ 現の大御代に至りでは下の病根 rcj j i 金の佳

を掘り固め民砂の砂を塗り固 めて三つ葉四つ葉の

家造り軒並続き玉鉾の道も狭に向し向ひ大空高く

聾えたり永き雨荒き風は更らなり火の災地震陀も

身は安く心は織に住 まひである事は専ら汝命遠の

との建築協舎の曾員と左りて世の篤人の震にそ の

業を飛弾人の打つ墨 縄の一筋に関j しみ若手 き給ひ及

舎の詩に種 k に心を砕き千 -' <rc事3十り給ひ し高き

得き功績に しあれは今日 しも 其か; 高き事の跡を構

へ仰きて慰霊祭仕奉 るj伏を土1J ひ聞食 し給ひて舎長

片岡安を始め舎員の人等及親しき家族の人等寄来

集ひて八十玉串の取 -'<1' 1 : 奔み奉る献を享け給ひて

将来と の人達各 k 務の道に謹 し闘j みて怠る1 T . く 事



工の迫の結奥を極めしめ給ひ1肢の 舟御闘のml て査

さしめ給へと 御食津物俸け卒りて謹しみて白す

今ぞ建築界 l亡幾多の1J J を砧まれたる 、我子我父

我夫の; 符又我等が先輩の よ込恕 と此! 市 l亡列る縫! ての

者の魂が相寄り相踊る. 1 . 11寺ならん乎、暫 し肺境諜

ふ心地して荘厳極左 L o 遺族席から感極りてか、

かすかに鳴咽の洩れ来るを党ゆるも宜在るかな 、

一般参列者叉寂として聾注し。

かくて感激 tて打ち振るひし帆詞実上終れば、祭

主、片岡合長は鵜て恭しく制i前 l亡進み l庁重在る敬

雄の夜、 祭文を嫁ぐ。

祭 主 片 岡 合 長 祭 文 奏 上

*'1主時昭和17年 6 月28 日枇l銀法人日本主! ! ; 築協合々 長

汁岡安本シク市Ｍ酌目ｾＺ蓋〆奨ヲ Ｑｊｾ へ鹿ンデ物故合員

諸士ノ英聾ヲ祭 J レ 顧レパ木合βIJ 立以来歳ヲ閲ス

J レコト 25年今ヤ合員三千二五百名ニ主主セントシテ伶

勢逐日隆盛ノ域ヲ辿リ基礎愈 k ず固エシテ各蔵事

業ノ進展 ト共ニ枇合ニ貢献スル所谷大ナラントス

殊ユ 11'" 年来園家非常エE ! 11際スルタメ防盗事業ニ遁

進シ又一面合員相互ノ渡良ト文化ノ向上ェ按メ閤

健トシテノ佼・命ヲ果シッ 、ァリ 惟フユ諸士fr テ

本合ニ花ルヤ或ハ合員委員i何 I トシテ或ハ役員其

{ 也幹部トシテ fE ク木合ノ目的達成ニ出伴シ今日 ノ

陵高ェ寄DQ・セラレシ所多大ニシテ定ニ感謝ニ J怯ヘ

ザ; 1. - ナリ

本日蕊ニ: 知巳ス J レ二百八十八位ノ諸需ハ骸線ユ

名春ノ戦死ヲ途グ或ハ公職ニ殉シ或ノ、叉不幸病魔

ノ犯ス所トナリ易 Ｉｴｾ セラレ英軍永ヘニ天ニ附シタ

ルナリ 拘ニ痛恨哀惜ノ: 金、禁ジ難ク感慨亦新ユシ

テ共功績ヲ景仰シ感謝ノ念殊ユ深グ 冥諮無窮ナラ

ンコトヲ析ツテ止マザルナリ 吾等不赦ナリト雑

モ更 斗古据奮脚本合ノ目的達成ユ献身以テ在天ノ

英恕ニ報ヒン コトヲ 期ス

蕊= 創立25年記念事業ヲ行フニ蛍リ懐憶ノ情甚

ダ切ナルモノアリ即チ本日ヲトシ厚ク諸士 ノ堆毛J D.

ヲ祭ルユ臨ミ其遺徳ヲイ ，ｾ ， ピ会員 一 同 ヲ代表シア感

激ノ至情ヲ披涯シ慰霊ノ誠ヲ致シ誼ミテ燕餅ヲ毛

ス糞グパ英霊努髭トシテ来タリ饗ケヨ

令長の祭文怒る o 遺族各位は英霊の在りし昔を

偲lぴ、参列者一同又既往を回顧し、感慨無量の躍

を見交く。

かくて式は玉串奉免K 主主められ紳官祭主 うやう

やしく奉ればｾｾ < 六十有絵の遺族そ の3とそ の 母う

ら若き未亡人幼くして父を俸げし子供等の今は長

じて青少年とたるあれ叉父の遣業をつぎて斯界

i亡活路しつムある人も見え 、之等の人 k の玉串奉

奨の感や如何。又之を受くる英霊の宴びや如何ば

かり友らんや。

幾多想 l乞鵠りし恭氏終れば、新主以下In
1
jl 官再び

ffT瑞の炎柴裡に昇紳の儀行 lri れ、無料11式典百三終 り

紳官奈禁裡 lζ 退場す。此時祭主片岡合長ーは遺旋用;

! 三進みて大要下記の通り挨拶を主主す。

「木目は既往25年聞に物故たされました二百八

十八柱の慰霊祭を泉行いたしました慮、遠きは東

京、徳島 、和歌山、滋賀方面よりノ汁ー有畿の方 k

が遁 k と御来制御参列を得ました事は 、私共の尤

も光栄とする所でありま すO

木舎に於きましては早くより此の催をいたした

き考へでゐま したが 、種 k の者i; 合で共機舎を得ま

せんでした。木年 もたまたま創立25年に蛍ります

ので、記念事業のーとして木目をトし母式いた しま

した次第で、すD

二百八十八位の中には名春の御ｾ死脊御桂 ｫ 始

めとして木合のため直接間接御舟力隠はった方が

多いのであります。務ひた本合も お陰で隆盛に 向

ひ、待 k 設展いた しつ L 祉合開家 トζ 御ポ公をいた

して周りますっ ど弓か抑安心下さいま す般の

ノ 1 F. f' 秀作 委参1 を原I U ま l k が 、御覧の通り

4 9 1x  



飼l 迂_t 11夫 記 念 署 名

みええぞみ湾き ちぞ1会21 di

; 字司味 Z Z t でT ; 品、明 2.2 :

? を会与系人兵 ; ; ? 受竺 Z J  

A 舟 β i ｬ ｾ＠ ｾ色＿か終ｾＭ ｾ京み ち続
開 ｩ 舟ｾ ｾｾ 寸＿訴 は ［ｦｾーメ e T2 

主 矛 f J えそ i 々 {主 k 洋 よ'7

そ民令 ; J:[' fr- - j ぃ Lウ 高 込 み ¥

丸 ｾ ｴ ￬ｾ Ｇ＠ t 去す Z -:.1 マやヰ守合 会

事字L. 4- 守 b r  r 多毛 1' ¥

よ?21U号?? A b品三

.t 、ム点者妙事案ム '鈴 木 ザ 財 ム

ￂ ｾ＠ m '1('. 石井 (It 1・l 広告i ぞ[ やす守

k 陸 £ 者 同l J? 色r'[; ヒ? バ 利 な

み 苛 め 符 主 持 夫 す す持 主 Y; t-

し暑き中を夫 k の家路に念ぎしは午後 4 時頃なり

ぜユロ

慰霊祭委員 〈敬稽滞)

佐藤部長 中西、杉本副幹事長

〔記念幹事) 伊藤、松久保、霊長中

( 設 備〉 大塚 、増山、三浦、山問、 吉田

石原

場〉 字賀 、岡野、錦回 、前回、山中

待〉 今林、竹内. 谷. 中村昌三

( 庶務〉 岩佐、1) 、] [ [ 、岡田、岡木

忠行、竹中 、阜、期内 、

宮飼、矢問、高松

( 文筈〉 伊藤主幸ド一、尾

片岡看含守長、井上副合長、池田監事

大下常務、大和書記長タト9 名

委員外一般合員参拝者・

石原政三、奥村丈太郎、波江悌夫

川人繁一、伊藤魚吉、松村俊雄

術賞日 寄贈せられし合名合枇池田

組池田栄次殿金登百 回也は記念事業

資金 として受領 すO 其後慰霊祭 l乞劃

する組7状を寄せられた る芳名下記の

式

接

何等C 御1欽待も出来ません事を御許し願ひ ますn

只私共は元も殿粛に故人の英毛) I ) ，をお慰めいた し、

普を偲びつム 感謝の念を絡げたのであ b まずo ｾ怒

りに皆徴。御健康と御幸帽を祈りま して 、相、の例l

挨拶といたします」

次に遺族代表として、永田 三次郎氏起虫、大攻

下配の答酔を述べられぬ。

「本日は私共の関係する故人の慰惣祭斜l場行 lて

際し御案内 を辱ふし誠に厳粛に御I庁E患に取り行れ

ました事: を感謝いたし ます。只今承れば合勢-主主々

御設展の域に向はれ、愈 k 佐合園家 l乞奉仕の主どな

棒げられてコムある事:は私共の尤も. びに耐 へた: い

! I でありますD 此の j伏強叉木自の此の御盛典を稿、

共の故人が地下から眺めまして 、どんなにか喜ん

f ゐる事か と存じます。私共又深 く感激いたし7

居ります。今麓共1$: -'<御舎の隆盛 と曾畏始め全1!..t

員のゴ干 k の御健康を祈り 、一同を代表して 厚く御

嘘申述べます」

佐藤式典部長は本自 の式典は之 を以ちまして 無

事終了 の旨を述べ 、大和書記長より退場後の注意

をた し. 直に紳前にて遺i伎の記念撮影を行ひ . 今

円の良き想、出を の としぬ。

梢ありて接待係の案内 lて遺族ーI官、大阪ホテル

Ｑ Ｚ ｊＺｬ ｩｾｾ の地ヤ室特別食堂に落付き 、 茶菓 の 接待をそ

け脅 し 休憩 交 ＭＧ＼ｾ 歓談 ありたる後 、 此慮にて委員

向山平三郎殿

横田喜一良1:殿

(62頁へ績< )  

永田三次則殿

永 田 仁 助 殿

女nLo

中村輝司殿

児玉とえ殿

影

より頒ち奥へられたる撤棋の供物の数 k を雨の手

t亡今の想出を心の土.i!-告に持ちて 、役員委員幹事多

紛 の見 透りを受 Ｇけ つ｜ ｾ 々も ｫ 梅雨晴れ聞の精む

I X  

f政念宮己族主主御
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姥川光太郎君の事ども

東 畑 謙 一

未曾有の大戟争の最中に秀才賂川光太君を 28才

の若さ で昼の上で亡 くして移った。

而も 貫通銃創に似た腸穿孔と調ふまて しばしの

無き茅，祭で、。若木が突風でへし折られた感じがす

る。

姥川草寺と共に仕事をしてから既に 8 年宇になる略

川震は京都市立第→工業泉佼の建築に在泉中は高

丘先生の話に依れば搭史に残る様な秀才であった

そうである。昭和 9 年卒業 しして 直 ぐ事務所へ入

ったのであるが、母校の容はやはり 事務所の春で

るった。私は所内に俊秀の多いのを誇りとしてゐ

るのであるが、その俊秀中 の i炎秀で、あった。今も

そうでるるが、 昔時 30を出たばかりの無名の技師

の下に、あんな俊秀の来て くれた事 を折にふれ感

謝してゐたのである o 多少でもと の閣に仕事を し

たとする な らば、とれらの若い人の推進i ' L 待つと

とろが多いである。

虫色川煮の作風は曲:j !主と巧智とか謂ふ言葉が良 〈

b ては まる であ らう 。最近の作、大!賢市安土町 2

了11束入る庭にあ る無筋 コンクリ ートの事務所の

正而 jQjを見て も若い 人の作品といふ感じが少 しも

せ友 い。又茅! と協力者ーはあったが、延 1 高坪から

の特殊友施設の基礎の図面を斡いてもらったが 、

E 備えにる事一個所の浪記も無かった。若い天才陀

天馬主を行 〈とい、ふ人は 多い。或る一つの才能が

常人より飛び離れて秀でてゐる人、そ れは天才で

ある D

而しそん 注入には首長く 他の才能が依げてゐる と

か、 又は常識が無いとかの .1fJ .l . l 占がある ものであ る

f中に は突調子た事をする 事が己の特殊才能を誕揚

T るものであるといふ考への人もある。賂川震の

岡商は常人の追従出来えにい庭があったが、そ れは

決 して一夜陀しては成 ら方: かった。君は 1献 A とし

て生みの3i みを味ひ 、叉汲々と してー; 侍も休また

い努力を した。近代建築の設計の僚に複雑多岐に

沙る技術には昔の建楽の儀に意匠さへ天才的であ

れば充分であった場合と異って、そとに純理的た

性格が無ければ完全友建築は出来友いのである。

建築家に必要たものは天才に非十 し て 秀 才 で あ

る。賂川1守の如き有能の土に年効と皐，苛を更に奥

へた主主ら必す・や完全なる建築家が出来たものと思

ふ。

蛇川震の偉いととろは未7であ る白草寺の出 所は京

都市の町はつＧれ吉前 ｾＡ 涜の旦で、あ る 口今は工場が だ

んだん浸似して来たが、地名から来る感じの如〈

何とは主主しに 由緒のありそう友田舎である 。震は

いつも無精髭 を生した素朴たる風格、而もその底

に深 みを持った人格があった。煮の接する高象は

凡て詩歌とえi: T. 叉見る風防は凡て檎識とえtった

事務所等で交友の折にふれ出来る和歌や俳句 K そ

。片島誌がうかどわれる。又商賓柄とはいへ水彩苗

等の良い意味のアカデミツク友ととろは感心させ

られた。又書風は平安朝の流れを汲み、震の人格

を裏付けて居た。市もよか しも 文事を淫 さなかった

よしもあの若さであの凡l陵商た素朴友人絡の下陀

あの才が充溢 してゐるとは やはり b の土地が生ん
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だもの L 橡に思ばれる。父母兄妹に里町ずる宣告妻、

先賢に仕へて従l頂、後輩を指導して親切、同輩に

交って誠賞、傍見美 しき 極みで、あった。天才と賀

直とは賂川 君の場合には能〈雨立してゐた。と れ

がほんとうの意味の秀才であるのではたかろうか

叉此れが震の建築技術上の原動力を注 してゐ た。

事務所が若くて延びる人の震に建て た交情と練成

との宿舎たる清林合の指導者とたってゐたのも期

せすして家事ーのあった馬であ らう。

君の病革るや私は二つの美 しき場面を見た。 そ

の一つは毎日新聞紙に出てゐ る勇敢友る兵の最後

と同じ場面である。君は夢見て・海軍に籍をおき 、

南方鞍棋に活躍してゐるのであらう D 暴敵を屠む

れとか、 帝閣の高歳を叫ぶとか 、大砲の話 L とか

君は同僚が多 く出征してゐて活躍してゐるに 、自

分が一人その機を得友かったのを非常に悔んでゐ

たに蓮友い。よく話 しに聞く 場面に質際合って 目

頭の熱 く主主る の を費えた。

その二つはいよいよ死の迫るのを自費するや

心境忽ち明哲、恰 も花咲き 烏歌ふ天園 に遊ぶが如

く. 己が心謹の風物の美しさを讃へ、 或ひは美 し

き昼、麗 しき雲其所K 現れた る阿踊陀如来に合掌

し、 枕頭に侍る者 K 迄 4うれを拝せよと中宰に指さ

して文字通り莞爾として冥じたo tl うの炎熱の焼き

つける時期に 、まうの恐るべき病気に何の苦痛も無

〈、 終始莞やかに冥じたのである。話K 聞 く天園

へ昇るとい ふ事買を見て 、 ｾＭ の如き あらゆ る 意 味

で良き人は早く此の世を去って 、更に栄光の世界

に設立つのではなかろうかと思った。登病の直前

にとん友良き園案が出来たと友人に示 したスケッ

チがある。其の園案が出来たのと腹が痛み出した

の と同時であったとか。その聞を見 ると雄鐙に曲

った流れ、それは情林舎の政地を界る何時もせ L

らぎ を献に表 した!]、JII で、4うる。

。。頁より慰霊祭記〕

桐田商 合 殴 大 西 孝一殿 森 本 た ま 殿

橋野ょ っ殿 松 室 小誇加 殿 加 藤 よ し子殿

I X  5 2  

私には何時も其の中にゐる鰭や小鮒が自に付く

のであるが、君に請かすとあれ程雄健にたるのか

その傍に非常階段や竹林が茜いである。清林舎 を

意味するのであらう 。其の真中の松の老樹があ る

潤達た るE 幹は一際目立って園案の根幹をえに すD

丁度君の居室の賞 りに根を下 して居るo その斡の

中途に洞を穿って中に阿禰陀如来が見える。丁度

2 階の 自分の室に相賞 した所だ。此の絶筆は何を

意味 してゐるかわからえ主いが、 科皐や曹術では、

どうであらうと、君は天圏へ去ったのだと思って

ゐるc

あの完全友人格者蜂川君irc死ぬまでどう しても

克てなかった事が ある。自分も梢んでゐたが、私

も悩んだ。或は接投へまで通って師につい たが駄

目だった。それは生来の吃音であ る。須のいらい

らする私は 、時 k 短気を起 したD 君はも う諦 らめ

てゐたのか、込入った話1' C7t ると 、最近紙切れ陀

用談の要貼を筒篠書に して、 鯨・イラて目前へ突出し

た。君の事を よく知ってゐる私にとっては 、話さ

れるよりその方がよく通じたので、最近専ら此の

手を利用 して居たのである。事務所の仕事 も封外

的 K 多くの交渉を持つ関係からィも しかして誤解

があってはといふ罫心から 、外に出さたかったの

で、蜂川君の名前は所外には自余り知られて ゐえにい

かも知れぬ。 あの秀才を其偉業界から無く して終

ふのは拘に済まぬので、貴重注 る紙上の此の欄 を

借りて報告する事に します。

知思践の志、傘は、あの豪華な殿堂を作った名工

に大い友る親しみ をもたすものであるo 捲川君の

吃音 も君ーの弱貼にあら守して 、秀才に一種の視 し

みを持たすも のであ る'0 あの才能の上に掛古爽さ

があれば、死後の追慕は とれ程ま で大 くは感 じた

かったので、あらう。

〈筆者は 東畑謙三建築事務所長〉

上地金蔵殿 光 安 ミ チ ヨ 殿 堀 崎 は つ子殿

大内喜太郎殿



常 務 曾 〈第14回〉

時 7 月28日午後 5 時20分 - 5

時40分

所 北本みやけ

出席者 理 事 竹原則曾長

監 事 池 田、鈴木

続 恵

主 犯 中 西γ 酋 i率、薮 中

桐本、佐藤

主 計 松 久 保、小 林 三

繍 斡 伊 藤、大下、小林

済

1. 給仕採用に闘する件

2.合 員詮衡

3. 兵他言者報告

常 務 舎( 繁15悶〕

時 8 月 3 日午後 5 時30分 一 7

時30分

所 陳列場

出勝者 監 事 竹 腰 g J J合長

誠 司E

主 問 中菌、薮 中、桐本

西i翠

主 計 松 久 保、和国

伺 斡 小 林 済、伊藤、 大

下

1. 9 月例曾に闘する件

2. 記 念 事業幹事長申越 の件

3. 役員出張抜主主の件

4.jji 申戸市に於ける防空講演舎を兵

庫建築協曾と共同主催のイ牛

5. 曾員詮衡

報 告

1. 官E倉 嘩 業経 過及収 支 清 算 報 告

〆2.問 右E

3.須賀族五郎氏 櫨扶 の件

4."" 曾よ り篤 健寄 場@ 件

5 兵庫;tf. 建築協曾設立の件

7 月伊J酋r ( 木材講演曾〉

ふん- 会 校、¥毅

時 7 月23日午後 6 時20分- 9

時

所 清水組大阪支庖

出府者 安 宅 順 一 氏 外 約 百 名

午 後 6 時20分開合、図民俵組事行

の後、司舎者常務松久保敬三氏関舎

の挨拶をなし 7 月例曾として時局柄

最も 関心を有す る虞の木 材に関する

鱗演舎を 開催したる 趣 旨 を述べ下記

の湿 り講師を 紹介ナ。

一、木 材 統制の概要

大 阪府林務主任官 市原煽

太郎 氏

一、大阪市に於げる木材の供給に

就 て

大 阪木材 株 式合融専務 白

石英失氏

よ記繭氏共各々一時聞に豆 P て主

題に つ き詳細 な る解設、設 明 あり 聴

取曾員に多 大 の感銘を奥へた り。

講演後、質疑臆答を行ふ数民よ り

の質問にj"J' し雨氏立立に夫々の係員の

方よ P懇切なる雄、答 h !J ，午 後 9 時

松久保常務よ P各講師に謝意 を表 し

0&合組に解散す。

編 組 幹 事 倉

時 8 月 7 日午後、 6 時20分一

8 時

所 倶楽部室

出 席 者 小 林幹事長

議 事

伊 藤、大下、 西 村、尾街、

志 賀

1. 8 月号虎主主行の遅延は原稿の少 な

きに依る 由 を述 べ 9 月続への執

筆原稿の到着分を閲覧す。

2. 10月続編輯に つ き協 議す。

曾 員 動 静

広三む

倉 員

市 橋 箆 彦 君 東区 瓦 町 2 三和 ピ

ル ( 東洋 リノリユー

ム株式 合前土〉

亀岡 二 郎 君 住 吉 区 回 港 東 ノ 町 7

の35) 渡主豊富r建築事

務所〉

山 中 耕二 郎 君 東m; 伏見 町 5 の35

銭高組高徳合 ( 株式

合置土銭高組〉

三家 明 君 京 都 市 下京 軍上ノ口

活 宮 小 llt 東 エ入( 建

築請負 自答〉

三橋 二郎君イ主? 寺区 松 崎 町 2 の10

2  ( 大阪選f言局管繕

諜〉

中出 丑 三 君 京 都市;!i_京区吉 田橘

町官有地〔京 大管繕

課】

地 方 曾 員

大宇l' 徹 君 ( 央海軍建築部〉

久都内登喜男君 央海主主建築部工事

事 務 所

閣 部 股一君 〈呉海箪建築部〉

玉木 一次 君 ( 舞鶴海軍建築部〉

野 本 繁樹 君 ( 央海軍建築部〉

吉 田 大 郎 君 燦 y; : ，勝安霊長: 郡戸坂村

堵 岡 熊 三 君 京 都 市 左 京 匿 南 総寺

草川!町73

岩 崎仁右衛門君 下 関市長府 町大 林

組長府出張所

大坪 巧 君 門司市小森江 町 字北

川 町 2大林 組

玉置豊次郎君 名古屋市愛知際、際、官

合 ｃｾ 知児耳、建築 課〉
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大 曳出張所
金森 梁 雄 君 朝 鮮 第27部隊鎌悶除

川崎 潔君 長崎市主主 山町本 jiJi 16 曾 桂川 弘 君 北京市中夜海公 園居

く株式合軍i 大林組〉

司 ｾ
.  

仁 堂華北電業依紛有

係 国 義 雄 君 長 崎 市 竹 ノ: 久保町76
曾 員

限公司祭付

EC株式曾置土大 林 組〉
佐々木信ニ君、徳永勝雄君、佐竹 古森 忠 夫 君 東 京 市王子直宇宙付西

高野 ニ夫 君 長 崎 市 岩 川 町 2 の30
義雄君、清水房太郎 君、鈴木重久 町 5 の 6

く株式合軍土大林組〉
君、長谷保大郎君、山中六三郎君 高橋喜1J5-;t;君 F富岡市古小烏町817

阪下 昇 君 門司市小森江町字北 中村義雄君
中村 篤 君 . 北市盗湾三部隊谷

川 町 2 大 林組大豆出 特 別 賛 助 員
口隊

E長所
森 山 裕 君、長谷川潤介君、河北

村上 忠 司 君 字 治山周市古市町井

永 江 豊彦 君 門 司 市 小 森 江 町 字北 武一郎 君、竹林勝吉君
村勘蘇方村上浦孫子

川 町 2 大称組出張 所 普 温 賛 助 員
宛

松岡 信 治 君 門 司 市 小 森 江 町 字 北 中 島 良 輝 君 越 智 愛二郎 君
須 崎 孝 次君 朝 鮮京後遺始奥部京

川 町 2 大 体組大豆 出

[轄E・轄勤;

釜線安委豚前東洋紡

張 所

績 建 築事 務 所

吉備 絞丸君 新 潟 勝 中 頚h古都新井

四日 健 夫君 満 洲 ヤ 7 9部隊丹原

町大日 本 セル ロイド 曾 員 除

株式曾荒土東畑謙三事
久 保 滞 感 君 府下三島郡昧舌村字 済 水 靭 行 君 央 郵 便局然付セ32' "

務 所
庄屋117の 2 38清水隊

特 別 ! 賢 助 員

加藤健吉君旭m ; : 嶋野町104 四宮安太郎君 北京市 内ニy [ 浸水河

海図 良知君 ，. 島市 仁保町字洋11
際淑 勇 君 豊 中 市 岡 町 安 遜 1 の 胡 同23

01 ( コンク リートエ
93 杉 浦 巳君 東京市 中野区鷺宮 1

業 自管〉
石111 儀有君旭l K F . ! 島町田4の66 の397

守主主 祭 吉 君 i比花 玄上育富島南 1 の
安 国 信一君 住 吉 区 卒 野 馬 場 町45 中山 湿 成 君 北 京市 中青海公園唐

52 C大 型正夫若年玉 業 包
5  

仁宝生望書北電 業 殴骨子有

合〉
辻 法 行 君 尼 崎 市 東 初 島 町27甥

限公 司第三 際

山口 箆 明 君 北l K末 庚町 3 ( 大正
日化身匹; J l ". 料株式曾託士 特 別 賞 助 員

霊 泉株式曾市土大 ;反出
内

板 谷 淳 君 勤 務先 区区京町期 建

張所)
志 賀 穂 雄 君 吹関市ニツ 池1441

上 1 の14関主主化皐工

1!J 回才次郎君 北直末庚町 3 C大正
大 木 喜義君 和 歌 山 市 港2879

業株式曾祉大} a管業

ｾ泉株式合 ｬ 祉大 支 出 竹 本 賞 賢 治 君 尼 崎 市 環 富 松422の2 所

張所〉

猪 井 啓 治君函T h { 江/ 子島府官会 演 秀雄一君 尼崎市潮江字前 関12
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